




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第五章　思惑乱れる船旅









　落日が景色を緋ひ色いろに染め上げていた。

　岸辺の家並みは赤く佇たたずみ、元の色が分からない。

　対岸がすっかり霞かすむほどの幅を持つ大河の水面は、沈む日の最後の明かりを受けて美しく輝いていた。まるで神が巨大な果実を絞り、流れを創り出したようだ。

　夕暮れ時の壮観な光景を馬車の窓から眺めつつ、私は気合いを入れる為ために大きく深呼吸をした。

　──思えばここまで、長い道のりだった。

　日本からこの異世界の地・アリュース王国にやって来てから、はや六年。私が犯した最大の過あやまちは、この国の宗教上の最高権威である大神官の屋や敷しきを、ひょんなことから爆破してしまったことだ。至高の存在の屋敷を粉々にしてしまった私が、その弁済の代わりに大神官に命じられた仕事は何とも奇妙なもので、平たく言えば彼の婚活の手伝いだった。

　大神官が要求する厳しい条件をクリアする奥様候補など、いないのではないかと一時は不安になったものだが、それも杞き憂ゆうに終わりそうだった。

　私の一風変わった仕事も、いよいよここへ来て重要な局面を迎えたのだ。これから、大神官の奥様候補として大本命である女性に会いに行くのだから。

　最有力候補の女性、マドレーヌがいる神殿は、ここ王都からは遥はるか南に位置するデフレーという地にあった。大神殿から南西に進路を取り、ぶつかるのがこの目の前の大河、ヴァン川だったが、デフレーはこの川を何日もかけて下った更にその先にあるのだ。

　デフレーに行く為にこれから私とセルゲイ、アレンの二人の大神殿騎士が乗る船は、いわゆる豪華客船だった。

「本当に大きな船……。あれに乗るのか……」

　川岸に停泊中の船を、若干気け圧おされながら見上げる。

　私は今までこれほど大きな川と船を見たことがなかった。超特急で荷物を作り、馬車に揺られて大河へ到着した私の疲労を、一瞬にして忘れさせる、圧倒的な自然の威力がそこにはあった。

　この身の引き締まる思いを共有しようと車内を振り返ると、同乗者であるセルゲイとアレンは外の景色を全く見ていなかった。どうやら舞い上がっているのは私一人だったらしい。

　彼らの視線は私の鞄かばんにひたと注がれていた。新調したばかりの鞄が、なぜそんなに露骨な注目を浴びているのだろう。

「どうしたらそんなに荷物が増えるんだ？」

　軽々一人分の席を占めていた私の荷物を見ながら、セルゲイが呆あきれたように呟つぶやいた。

「えっ、これでも必要な物だけ詰めたんですけど」

　今回の旅は長い上に船の中なのだから、必要になったら買い足す、ということができない。また船は一般客と乗り合いで五日間を過ごすので、面倒を避ける為に私達が大神殿の人間だということを隠す予定になっていた。そうなると私服がある程度必要になるので、どうしても荷物が増えてしまったのだ。

「備えあれば憂いなし、ですよ。──さあ、あのデカい船まで行きましょうか」

　よっこらしょ、と年寄り臭い掛け声をつけて馬車から降りようとした私を、セルゲイが止めた。

「待て。設定を決めてから乗船しよう」

　設定とはなんだ。私は向かいに座る私服を着たセルゲイを、怪け訝げんな顔で見つめ返した。

「どう見ても貴族で育ちのいい俺とアレンが、一見して庶民と分かるリサと共に船旅をする理由を考えておかなくては。船上では他の客との交流が避けられない。話を合わせておこう」

　なるほど、五日も豪華客船に同乗するのだから、色々と周囲の人々に聞かれたりするのかもしれない。だけど自分で育ちがいいと断言することに、この男は些いささかの躊ちゅう躇ちょもないのか。庶民の私には理解しかねる感性の持ち主であるのは間違いない。

　私はとりあえず思いついた、少女漫画的な王道設定を提案してみた。

「じゃあ、異国の王女とその騎士達のアリュース王国旅行っていうのはどうですか？　それなら私に常時貼りついていても不自然に思われませんよ」

　言いながら自分で思いがけずワクワクした。女子なら誰もが妄想してやまない設定だ。

　……そうして、たいていは美形の騎士達が、可か憐れんな王女を取り合って仲なか違たがいしてしまったりして。けれども王女は自分に長年尽くしてくれた二人のうちどちらかを選ぶなんてことはできず、引き裂かれそうになりながら、鼻血を出しそうなほど悶もだえるのだ。

　僅かの間、心地よく都合のいい空想世界に旅立っていた私を、アレンの冷めた声が現実世界に引き戻した。

「一部の役回りに無理があります」

　あっ、それ私のことですかね。

　尋ねるまでもない質問を吞のみ込んでいると、間髪容いれずにセルゲイまでもが真顔でクレームをつけてきた。

「異国ってどの国だ？」

　答えに窮きゅうして文句も出ない。

　追いうちをかけるように再びセルゲイが言った。

「どちらから来たのかと尋ねられて、異国ですと答える奴やつはまずいない。曖あい昧まいな設定はかえって怪しまれて人目を引く。狭い船内で下手に注目を集めたくないんだ」

　セルゲイとアレンならその美貌で黙っていようが遠くからでも注目を集められるから、無駄な心配だと思えるが。

「リサ様が私達の侍女というのはいかがですか？」

「それはそそる設定だな」

「異議あり。私、貴方あなた達のお世話したくないんで」

「駆け落ちした貴族の次男坊とその侍女、それに彼らを手助けする忠実な乳ち兄きょう弟だいというのは？」

　その、侍女って設定から離れられないのか。

「……こんなのはどうだろう。王都の孤児院にいるリサを慈善家の貴族の男が引き取る。後日、生き別れた親が南にいると判明し、船旅で養女を実の両親のもとに送り届けるんだ」

「どこから突っ込めばいいのか分かりませんが、とりあえず船内で注目の的になれそうですね」

　その後もあれこれ男の浪漫ろまんと呼んだらいいのか、おかしな設定が次々提案されては却下されていった。案も出尽くすと、無駄に疲れた空気が馬車内に立ち込めた。

「……面倒だな。いっそ、バラバラに乗ればいいじゃないか」

「そうですね。無理に最初から一緒にいなくてもいい気がします」

　そもそも上流階級の優雅な人々だけが移動とクルージングを楽しむ為だけに乗る、豪華客船の船内なのだから、私の警護を彼らがしなくてはならないような危険なことなんて、起きそうには思えない。

「確かに、部屋も私は別ですから、それでいいかもしれませんね」

　私がそう言うと、アレンが総括した。

「では、私達は赤の他人ということで。乗船したらなるべくいつも近くにいるようにいたしますので、ご安心を。後から降りますので、リサ様は先に馬車を降りてどうぞご乗船下さい」

　彼がこんなに長い台詞せりふを言うのを初めて聞いた気がした。




　重たい荷物を両腕に抱えて、薄闇に聳そびえる船を見上げながら桟さん橋ばしを渡る。

　緋色から薄闇に景色が色を変える中、にこやかに客を迎える船員に乗船券を手渡して船内に入った。

　船の中は想像以上に豪華で、ふかふかの絨じゅう毯たんが敷き詰められ、廊下の天井からもシャンデリアが下がり、焦げ茶色に統一された調度品が重厚感を与えていた。船内には巨大なホールやレストランがあり、その奥が客室の並ぶエリアになっていた。

　荷物を持ちながら客室の前まで案内してくれた船員にお礼を言い、客室に入ると中もどこぞの高級ホテルの部屋のように素晴らしかった。流石さすがに広くはないものの、快適そうな寝台と椅子と机のセットがあり、隣には小さな洗面室もついていた。

　部屋の奥の壁には小さいが窓が取り付けられており、思わず吸い寄せられた。丸い窓は海に面していて、闇に沈んだ黒い水面が微かすかに見える。日が昇ればきっと綺き麗れいだろう。

　あれこれ室内を物色したり、荷に解ほどきをしていると、廊下の方から短い叫び声と、何かがバサバサと床に落ちる音を聞いた。

　何だろう？

　そっと扉を開けて廊下の様子を窺うかがうと、廊下の床一面に紙の束が盛大に散らばっており、一人の若い男性客が屈かがみ込んでそれを必死に拾い集めていた。

　彼は私にすぐに気づくと、恥ずかしそうに笑った。茶色い髪と瞳が落ち着いた印象を与える。

「お騒がせしてすみません。原稿用紙を落としてしまいました」

「いえ。あの、お手伝いします」

　豪快に床を埋め尽くす紙のあまりの量に思わず軽く笑ってしまいながら、その男性に並んで屈み、彼と一緒に紙を拾い始めた。散らばった紙面には細かい文字がビッシリと書き連ねられている。それらを拾い集めて男性に渡すと、彼は申し訳なさそうに苦笑をした。

「ありがとうございます。物書きでして……。デフレー神殿に取材旅行に行くところなんです」

「デフレー神殿に？」

「はい。あちらに知り合いがおりまして。新作の為に各地の神殿を回っているところなのです」

　なんて偶然なのだろう。同じく神殿を渡り歩く身として、急に目の前の男性に親近感を抱いてしまう。

　私が拾い集めた紙の束を渡すと、彼はありがとう、と爽やかに笑った。大きく鋭い、意志の強そうな瞳が少し柔らかくなり、どこか私はホッとした。

「クリストファー・ラングと申します。……私のことはご存知ですか？」

　クリストファー・ラング。──有名な作家さんなのかもしれない。単なる取材の移動手段として、庶民には手が出ない豪華客船に乗船しているのだから、余程の売れっ子なのだろう。だがサル村には本屋がなく、たまに近隣の大きな村に仕入れに行った店主が気まぐれで選んだ本が店頭に並ぶくらいだった。そのような環境にいた私は、この世界の本の流行や作家についてまるで知識がなかった。

　元の世界にいた頃は読書が趣味だったし、興味がない分野の作家や新進気鋭の作家の名前も、新聞を毎日読んでいたからちゃんと知っていたのに。

　少し悔しい気持ちになりながら私は首を左右に振った。

「ごめんなさい、あまり本は読んでいなくて」

　彼は何かを待つようにまだジッと私を見ていた。はたと気づいて慌てて名乗る。

「リサ……です。今日から五日間、よろしくお願いします」

　男性は開いたままになっていた自分の鞄に原稿用紙を詰め直すと、右手を前に出してきた。

　彼の手を取り握手しながら笑顔を交換し合っていると、横から大股でこちら目がけて歩いて来る二人組が視界に入った。

　セルゲイとアレンだった。

　私と男性は握手をしたままの状態で廊下を塞ふさぐようにして立ち、そちらに殆ほとんど時を同じくして顔を向けていた。

　セルゲイの形の良い眉が訝いぶかしげにひそめられ、私と男性の繫つながれた手に素早く青い瞳が動くと、彼は不機嫌そうに口を開いた。

「失礼。道をあけてくれないか？」

　私達は急いで詫わびながら廊下の片側に退いた。期せずして身を寄せ合うような格好になった私と男性を見て、セルゲイは尚なお一層不機嫌そうに眉間の皺しわを深くした。

　彼は少し開いたままになっていた私の部屋の扉に目を走らせた後、荷物をドンと床に置き、一転して強気な笑みを浮かべて私に手を差し出した。

「そちらの部屋の方かな？　俺はセルゲイ・リヒトスタグラフダニエフという。隣の部屋のようだ。よろしく」

　セルゲイ・リヒ……!?

　初めて聞いたセルゲイの、舌を嚙かみそうな上に長くて覚えにくいその苗みょう字じに目を丸くする。つられて今更のような思いで握手を交わすと、セルゲイは目で私に部屋に戻るよう、指示をした。そこには人に命じることに慣れた独特の強制力があり、私は無意識にその目に従い部屋に戻っていた。

　部屋に入り、一人きりになってからようやく気づいた。

　──なんでセルゲイの命令に大人しく従わなきゃいけないんだ。私も従順過ぎる。

　でも怒らせると面倒そうなので、部屋で荷に解ほどきの続きをすることにした。

　部屋の中を歩き回りながら、出会ったばかりの作家の名前を反はん芻すうする。

　クリストファー・ラング。

　綺麗な名前だ。クリストファー……。

　郷愁を誘うその響き。つい遠いサル村にいるクリス兄さんのことを思い出す。

　私は無自覚ににやけながら、持参した服を備え付けのドレッサーに掛けていた。

　コンコン、と部屋の扉が叩たたかれた。

　もしやクリストファー・ラング氏だろうか？　そんな想像を勝手にしながら、私は扉を全開の営業スマイルで開けた。

「ああ……。セルゲイさんでしたか」

「随分ガッカリしたような言い方をしてくれる。傷つくじゃないか。……入れてくれ」

　人目を気にする素振りを見せながら、セルゲイは滑り込むように私の部屋に入った。そのままジリジリと私に詰め寄ると、胸を反らせて腕を組み、眼光鋭く私を睨ねめつけた。狭い部屋で背の高いセルゲイにそういう仕草をされると、相当な威圧感があった。気のいい軽めな飄ひょう々ひょうとした男だと思っていたのに、なんだか初めて見る人みたいに感じる。

「全く。油断も隙もないな。少し目を離しただけで、どうして妙な男に言い寄られているんだ、リサは」

「言い寄られてるって何ですか。自己紹介し合っただけです。……あの人、作家さんらしいですよ」

「どう見てもあいつはリサに色目を使っていたぞ。もうあの茶髪と話さないでくれ」

　当然のように私の行動制限をするセルゲイにムッとした私は、両手を腰に当てて反論した。少しも迫力が出ないことは悲しいかな自覚しながら。

「そんなことできません。同じ船内にいるのにどう無視するんですか。第一、セルゲイさんにあれこれ言われる筋合いはありませんから！」

　私は不意に今まで訪れた神殿でセルゲイがたくさんの女性達と仲良くなっていた、あのハーレムな光景を思い出した。

「セルゲイさんこそ、いつも色々な女性に言い寄って、周りに侍はべらせていたじゃないですか」

「俺がいつリサ以外の女に言い寄ったんだ」

「いつって、いつもですよ！　セルゲイさんこそ、歩く色目男じゃないですかっ！」

「俺が色目を使っているのはリサにだけだ！　そっちこそどこに目をつけているんだ」

　私に色目を使っていたのか。それは気づかなかった。

　何というか、そういう意味ではあの暴走大神官の方が色気を感じた。感じ過ぎて気絶するかと思ったほどだ。

「ああ、そうですか。じゃあ、いつもあの女性達は花の蜜に吸い寄せられた蜂みたいに、自然と勝手にセルゲイさんに寄ってきた、ってことですか！　って貴方は花ですか！」

「絶妙な例えじゃないか！　その通りだ」

　ドンドン、と強く扉が叩たたかれた。

　私が止める前にセルゲイが開けると、そこにはアレンが立っていた。

「痴ち話わ喧げん嘩かはよして下さい。廊下まで聞こえましたよ」

　私とセルゲイは互いの顔を見て、今更のように黙り込んだ。

　相変わらず鉄壁の無表情のまま、アレンは声を落として言った。

「机の上の旅程表はご覧になりましたか？　船内で開かれる様々な催しが日別に載っています」

　棒読みは変わりないが、言葉の分量が増えたことに人間関係の進歩を感じる。

「まだ見ていません。催しなんてあるんですね」

「今夜は船長主催の歓迎パーティがホールで開催されます。立食形式の夕食も兼ねていますから、身綺麗にして参加しましょう」

　パーティ……。

　豪華客船の社交の場が初日から始まるらしい。日本でもサル村でも、庶民として生活していた私には、どうしていいのか分からない。

　私がドレッサーの方を向いて困っていると、笑顔でセルゲイが言った。

「前に俺があげたドレスを着ればいい。あとはありったけのアクセサリーでもつければ大丈夫だ」

　アクセサリー……は一つしか持っていない。私は鞄に入れていたそれを取り出し、恐る恐るその唯一のネックレスを二人の貴族の男達に披露した。

　二人の美しい瞳が驚きょう愕がくに見開かれ、金縛りにでもあったみたいに動きが止まる。

「……そのオモチャは、何だ……？」

「オモチャとは失敬な。これは私が二十歳になった記念に、村長が贈ってくれた大事なネックレスですよ」

　私が手にしているのは、派手なピンク色に塗られた小さな貝殻を連ねたネックレスだった。確かに日本だったら子どもが身につけてもおかしくない代物だ。しかし海が遠いサル村では貝は貴重で、村長が他の村まで出掛けて行って手に入れてくれた、サル村では価値ある逸品だった。それまでは村一番の美人が貝細工の指輪を自慢げにはめていたのだけれど、その後彼女が羨ましそうにこのネックレスを見ていたものだ。

　色がどぎついと言えなくもないのは、村長のセンスの問題だろう。

「参ったな。……いや、そこまで気が回らなかった。参った」

　セルゲイは頭を抱えて寝台に座り込んだ。立っていられないほどの衝撃を与えたらしい。私は手の中のネックレスに目を落とした。

　そんなに駄目なの？

　いや、分かるけど。日本でも二十四歳の女性がつけるとは思えないし。でもセルゲイ達にそんな反応をされると、悲しい。

　喜ぶ私の顔を見て喜んだ村長を思い出し、もっと悲しくなった。あの後しばらくうちの食卓に並ぶ夕飯が質素になったから、村長一家が背伸びして買ってくれたことが私にも分かっていたから、余計に……。

「心配するな。船内にちょっとした服や装身具を売る店があったはずだ。買ってこよう。リサに恥はかかせない」

　私はその最後の一言に神経を逆さか撫なでされた。

　恥とはあんまりだ。このネックレスは断じて恥ではない。

「結構です。どうせ一人で参加しますから、セルゲイさんには関係ないでしょう。放っておいて下さい」

「変な意地を張るものじゃない。こうした場では女性達は皆、絢けん爛らんな装よそおいで臨のぞむものだ。そんなオモチャを首から下げて登場すれば、いい笑い者になるぞ」

「なっ……！　……食べるもの食べたらさっさと部屋に引き上げるので、お気遣いは結構です。全部セルゲイさんに与えてもらうのも心苦しいですし！」

　私は埋め難がたい文化的差異に戸惑う二人を、虚勢を張って部屋から追い出すとさっさと着替え始めた。










　いつもより念入りに化粧をした。

　髪も私にしては、上う手まくまとめ上げた。

　ドレスは申し分ないし、桃色のドレスに貝殻の人工的な色合いが……多分、似合っている。

　私は洗面室の鏡に自分の姿を写し、一度大きく頷うなずくと、意を決してホールに足を向けた。

　客室を一歩出ると、廊下はパーティに参加する着飾った乗客で溢あふれ、船内図を見なくても彼らの後をついて行けばホールに辿たどり着けそうだった。

　ホールの入口には参加者に愛あい想そ良く会え釈しゃくする乗組員が両脇に控えていた。慣れないその場に少し緊張しながら、中へと入っていく。

　──ここは本当に船の中？

　巨大なホールの壁は隙間なく装飾がされ、高い天井からは重そうなシャンデリアが飾られている。初日のパーティに相応ふさわしく、そこかしこに鮮やかな生花が配置されている。煌きらびやかな衣装に身を包んだ乗客達が大勢集い、楽しげに歓談するその間を縫うように給きゅう仕じが飲み物を運んでいく。ホールの奥には木製の舞台が設置されており、数人の楽隊が楽器を演奏し、華やかな場に彩いろどりを添える。

　既に立食を始めている乗客もいて、彼らの鳴らすカチャカチャという、陶器の皿と銀のフォークが立てる音さえ、どこか優雅だ。

　口を開けて贅ぜい沢たくな社交の場に見み惚とれていると、セルゲイとアレンを発見した。二人とも金糸でふんだんに模様が縫い付けられた、いかにも貴族然とした服を着こなし、とてつもなくこの場に馴な染じんでいた。彼らは予想を裏切ることなく、既に十人近い若い女性達に囲まれており、勝手に高たか嶺ねの花になっていた。

　私は給仕から飲み物を貰うと、遠巻きに彼らを眺めた。

　アレンのブーツは相変わらず鏡の如ごとく輝いている。

　セルゲイは長い黒髪を右耳の下で黄金の円柱型の留め金でまとめ、腰まである残りの毛束には金色の細い鎖が広がらぬように巻きつけられていた。他には特別な装身具をつけていなかったが、二人が生来持つ美貌によって、ホールの中でもひときわ注目を集めていた。

「貴方、お一人なの？」

　初老の女性が私ににこやかに話しかけてくれた。はっと気づいて私が振り返ると、彼女は私の格好を頭から爪先まで不ぶ躾しつけに見てから急に顔を曇らせると、楽しんでねとだけ素っ気なく言い残し、人の波に吞まれていった。

　すると今度は私と同い年くらいの二人組の女性が話しかけてきた。

「こんにちは。素晴らしい船ですわね」

　私は急ごしらえで笑顔を作り、頷いた。二人とも結婚披露宴にでも参加できそうなほどの凝こったヘアスタイルに花のかんざしを挿し、首周りには輝く貴石を連ねたネックレスをつけ、細く白い指には不釣り合いなほど大きな貴石が乗った指輪をはめていた。

「はい。このパーティも素敵ですね。……お二人はどちらまで行かれるのですか？」

「終点の街までですわ。お父様の別荘がそこにありますの。貴方は？」

「私も終点の街で下船します。デフレーまで行く予定なんです」

　すると彼女達は手にしていた可愛かわいらしい扇で口元を隠し、目を丸くした。

「まあ。終点から更に行ったところにある黒い森を、越えた先ではありませんの！　あの不気味な森を縦断なさるなんて。勇ましいのね」

　彼女達の言葉の中にどこか皮肉めいた響きを感じながら、曖昧に返事をした。

　値踏みするような二人の視線を受けながら、何の話をすればいいのか分からない。昼をまともに食べていなかった私は、様々な食事が所狭しと並べられたテーブルを無意識に見やった。

　すると彼女達は扇を口元にあてがいながらもプッと噴き出した。

「まあ。お腹なかが空いてらっしゃるのね。おいたわしいわ」

「どうぞわたくし達のことはお構いなく、取ってらっしゃいな」

　明らかに小馬鹿にされながらも、二人から離れる口実ができたことに私は胸を撫なで下おろした。歓談する人々を横切り、食事のテーブルへ行くと、皿に好きな物を盛りつけてホールの隅まで移動する。

　パーティを満喫するのに余念がない煌びやかな乗客達を見物しながら、私は壁と一体化してひたすら食べていた。どうやら私はここでも浮いているらしい。

　誰にも邪魔されず、丁度いいくらいだ。

　開き直って食べていたが、なぜか頻繁にチラチラとあちこちの乗客達が私に視線を投げている気がする。気のせいだろうか？

　セルゲイ達のように、私も美しさのあまり人の視線を集めてしまうのだろうか。私にも案外、つい目が引きつけられてしまう華があったりするのかもしれない。……そんな虚むなしい妄想に取り憑つかれていると、肩を叩かれた。

「またお会いしましたね。リサさん」

「クリストファー・ラングさん！」

「フルネームをありがとう」

　乗船早々に部屋の前で会った物書きのラング氏は、破顔一笑した後に温ぬくもり溢れる鳶とび色いろの瞳を走らせて私のドレスを見た。

「とてもお似合いです」

　私は口に詰めたばかりのコンソメゼリーを急いで飲み下してから答えた。
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「ありがとうございます。でも慣れない場で、実はさっきからちょっと困っています」

　するとラング氏は眉を軽く上げ、少年を思わせる茶目っ気を覗のぞかせて言った。

「実は私もです。私は貴族階級ではありませんし。……似た者同士ですね！」

　私達は見つめ合って笑った。

　ラング氏は華美過ぎないが、仕立ての良い濃紫色の服を着ていた。さっき廊下で会った時よりも髪型を整え、全体的により紳士らしく見えた。

「大変立派なお衣装をお召しですね。……上着のお色、素敵です」

「ありがとうございます。普段着慣れない物を着ると、肩が凝りますね」

　私達は再び笑った。

　そこには互いに謙けん遜そんし合い、不相応な場にいる自分を客観的に笑うことで通じる奇妙な連帯感があった。

　最近私の周りにはトンと見かけなかった、控えめで普通の感性を持っていそうな男性だった。思えばここのところ、私が関わる男性は身分が高過ぎる変人か、女を集め過ぎる金持ちか、高齢者か、私を頑迷なまでに無視する者達のいずれかしかいなかった。

　私はやっと出会えた話し相手に、心底嬉うれしい思いでいっぱいになった。

　ラング氏は私が平らげたお皿を淀よどみないごく自然な動作で私の手から取り、片づけてくれた。そうしてすぐに私のところに戻って来ると、新たに取ってきた飲み物を差し出した。食事が終わり喉が渇いていたので、ありがたくそれを頂戴する。

　その紳士的な態度が、とても新鮮だった。

「ラングさんは、どんな本を普段書かれているのですか」

「クリストファーと呼んで下さい。前作は、ある異世界からの迷い人の一生を書きました」

「異世界からの!?」

　心臓がドキッと跳ねた。

　詳しく聞きたい。私は食い入るように彼を見た。

　どんな話なのだろう。ラング氏は異世界について何か知っているのだろうか。

「半分は実話に基づいた話です。──リサさん、迷い人についてはどの程度ご存知ですか？」

　私は自分が異世界から来たとはバレないように気をつけながら、宇宙には同じような世界が五つあることは知っている、と答えた。

　するとラング氏はグラスの中身をぐいっと飲み干しながら、水を得た魚のように生き生きと話し出した。

　ラング氏によれば、この世界には十年に一人くらいの頻度で異界人が来るとのことだった。だが彼らは強い神力を保持していることが多く、その神力が国に把握されずに暴走するのを防ぐ為、アリュース王国では神殿への登録制度が取られていた。その後は生活習慣に馴染むまで、地域の神殿で数年の間世話になり、やがて自立していく──。

「私はある迷い人の家族を長年取材しましてね。その男性の一生を、本にしたのです」

「どんな、どんな一生だったのですか？」

　身を乗り出して続きを聞こうとすると、ラング氏は頰を緩めた。

「そんな風に目を輝かせて聞かれると、作家冥みょう利りにつきますね。……どんな一生だったと思います？」

「ラングさん、勿もっ体たいぶらないで教えて下さい」

「クリストファーでいいですよ」

「クリストファー、話して下さい」

「ある日、一人の若い男性が第五界からやって来たのです……」

　……神殿で数年を過ごした後、彼は差別を恐れて出身を偽り、王都で小さな食堂を始める。第五界の味を取り入れた一風変わった食堂は見事に大当たりし、男は一財産を手に入れた。しかし跡を継いだ息子に経営者としての才能がなく、食堂は二代目で呆あっ気けなく倒産した。やがて夢敗れた男は農村地帯に移住し、この国にはなかった故郷の作物を再元すべく、残りの人生を品種改良に費やした。そうして彼の孫が、今も祖父の生み出した作物を生産し、後世に伝えようとしているのだという。

「かいつまんでお伝えしますと、そんなお話です」

　考え用によっては、なんだか世知辛い話だ。しかし──もしや私の食べたおにぎりはその人が残した作物とやらではなかろうか。

　私の微妙な表情を読んだのか、ラング氏は付け加えた。

「骨格をお話ししましたが、大部分は男とその妻の熱い恋愛物語なのですよ」

　その時、唐突に私達の間に人が割り込んできた。誰だっ、とムッとしながら見るとセルゲイだった。

「失礼。隣の部屋のよしみで、ダンスのお相手をお願いできないかな」

　ダンス？

　辺りを見渡すと、いつの間にか会場がダンスパーティに変貌していた。飲食物を提供しているテーブルは隅に追いやられ、舞台上の生演奏に合わせて男女が軽やかに舞っている。

　セルゲイは私の手を強引に取り、そちらへと引っ張って行く。

「あの、私ダンスなんてできないんですけど」

「分かっている。そんなつもりじゃない。それよりお前、自分の立場が分かっているのか？　あいつ、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ怪しいじゃないか。下手に近づくな」

「怪しいって、どこがです。凄すごく普通の、いい人ですよ。作家のクリストファー・ラングさんってご存知ですか？」

「……本物か？　分かったもんじゃない。あのな、リサ。異世界の話をする人間なんてその辺にいないぞ。タイミングができ過ぎだ」

「でき過ぎだなんて。クリストファーは作家だから詳しいだけですよ」

「親しげに呼び捨てになんてしないでくれ」

　私は一度でいいから、いつか言ってみたいと思っていたイイ女専有の台詞を言ってみた。

「あっ、もしかしてヤキモチですか？」

「……そうだよ。悪いか。そのドレスを着て他の男に、可愛らしい笑顔を惜しげもなく披露しないでくれ」

　分不相応な質問を、想定を越えた直球で返されて一瞬まごついてしまう。それでもなぜか、ある種の達成感があった。

　ニヤつきそうになった私の笑顔はあることに気づいて瞬時に消えた。

「……セルゲイさん、服から女性物の香水の匂いがプンプンしてますよ」

「仕方がない。向こうからくっついてきてしまうんだ」

　なんだそれは。それって来る者拒まずってこと？

　それとも単なる都合のいい言い訳？

　私の言動は制限しようとしている癖に。

　私は反発心が自分の中でムクムクと膨れ上がるのを感じた。それは頭の中までせり上がると私を熱くさせ、正常な判断力をも侵食していった。

　なんでこんなに苛いら立だたしいのだろう。

「セルゲイさんがそのつもりなら、私だって自由にさせて頂きますから。クリストファーは色々貴重な、私が知りたい情報を持っていそうですし！」

　演奏されていた曲が終わると、女性達がセルゲイの様子を窺うようにジリジリと近づいて来た。次のダンスの相手に指名されることを期待しているのだろう。

　値踏みするような視線を、私は一斉に浴びていた。彼女達はめいめい何ごとか囁ささやき合っていたが、ある会話だけが私の耳に明瞭に飛び込んできた。

　見てあのネックレス。どこで拾ったのかしら。

　私は怒りと恥ずかしさで、顔が火ほ照てるのを感じた。

　ああもう、セルゲイなんか、いくらでも他の女性達と踊っていればいいんだ。

「おしゃべりのお相手、ありがとうございました！」

　そう言い放つと私はセルゲイを残してその場を離れた。少し進んでから後ろを確認すると、案の定セルゲイはあっという間に、めかしこんだ女性達に囲まれていた。

　少し目を離しただけで言い寄られているのはどっちだ……。

　私は出口に向かって燃える頭で大股に進み、その途中でビクリと立ち止まった。

　扉の手前にある柱に、大きな縦長の鏡がついていたのだ。

「──なに、これ……!?」

　私の肩から薄水色の炎に似た揺らめきが立ち昇っていた。

　これ、私の神力だ。──私は己の神力を初めて自分で見ていた。

　それは信じ難いことに鏡の中に収まっていなかった。

　私はその場に茫ぼう然ぜんと立ち尽くし、呼吸することも忘れた。ショックのあまりかその揺らめきは一気に弱まり、霧散して見えなくなった。

　鏡の中には、青白い顔でこちらを見つめ返す私がいた。その背後にクリストファーが映る。振り返ると彼は笑顔でこちらに近づいて来た。

「もうお帰りですか？　また明日もよろしくお願いします。お休みなさい」

　お休みなさい、と返した私の声は掠かすれていた。きっと驚くほど生気のない顔をしていたことだろう。




　船は定刻通りに航行し、快適で順調だった。

　広い船内には娯楽がたくさんあった。

　乗客を飽きさせないように、ホールの舞台では常時様々な演目が用意されていたし、女性向けには手芸の講座もあり、私は移動中の暇を持て余してそこに参加し、やたら装飾的なカードや絵皿作り、ガラス玉を使った花の模型製作をしたりもした。

　デッキから眺める光景は格別で、風光明めい媚びな街や何百年も前に捨てられた古城、珍しい鳥の群れなどの側を航行する都度、乗組員が滑らかな口調でそれらを説明してくれた。

　船は何度か途中の街で停泊し、乗客を降ろした。その僅かの時間に街に下りて買い物をする乗客もいたが、船は定刻になると乗客がたとえ揃そろっていなくても出航することになっていたので、私は時間に間に合わずに置いていかれるのが怖くて、街には下りないようにしていた。

　船内にある幾つかのレストランは、夜にはバーへと姿を変え、乗客が集った。

　カウンター席であれば一人で飲んでいても気き後おくれすることはないし、実際一人客も少なくなかったので、私は部屋にいることに飽きると夜はバーに繰り出した。

　一人グラスを傾けながら、自分のこれまでのやるせない人生について再考した。

　店員は無駄に話しかけてこなかったし、カウンターの他の客達も、私と同じように静かに酒を飲みながら物思いに耽ふけっているようだった。薄暗い灯あかりと、木造の焦げ茶に囲まれ落ち着いた雰囲気の店内が、軽く酔った頭に気持ちいい。

　私はグラスの中の茶色い酒に浮く氷に視線を落としながら考えた。大神官はマドレーヌを必ず連れ帰れ、と言った。私の選考を通すまでもなく、強大な神力の持ち主なのだろうし、最有力候補だからこそ、大神官も自分の目で判断したいのだろう。

　今回、私が行く意味は実質的にはなく、選考人であるという体裁だけを繕つくろう為に行くようなものだ。

　それにしてもあの大神官が結婚するというのが、どうも想像できない。誰かと並び立ち、家庭を築く姿が私の貧弱な想像力ではまるで描けない。でもそれをやってのけてくれなければ、私の仕事に終わりはないのだ。

　カラン、とグラスの中の透明な氷が動いた。

　誰かが私の隣の席に着いたのが、視界の端に映る。

「こんばんは。随分度数の高い酒を飲まれてますね。お強いんですね」

「こんばんは、クリストファー」

　腰を落ち着けると、クリストファーは手にしていた一冊の本を私に差し出した。随分と分厚い本で、表紙には黄色人種の男が困惑した表情を見せているイラストが描かれていた。

「先日パーティでお話しした私の本ですよ。リサに差し上げます」

　私が礼を言いながら本の表紙を感慨深く眺めていると、彼は言った。

「異世界にご興味が？　本に書かれていること以外にも、まだ色々と私が知っていることであればお話ししますよ」

「本当に？　教えて下さい！」

　興奮して身を乗り出すと、クリストファーは快く応じてくれた。

　彼によれば、この世界は第一界と呼ばれていた。第二界は最も文明の進歩が先を行っていて、宙に浮く街や、空飛ぶ箱が行き交う、超絶ハイテクな世界らしかった。第三界はこの世界に最も似ているらしい。第四界は科学技術の進歩や産業の革命といったものが、ひときわ遅れた世界なのだという。とはいえ、第五界以外の情報自体が古いものなので、実際には現在どうなっているかは誰にも分からないらしい。

　そんな話を聞いて私が感心していると、クリストファーが顎あご先で私の後方を示した。

「リサの隣の部屋の方がいらしてますね」

　振り返ると、店の奥の立ち飲み用の丸く高いテーブルにセルゲイが寄りかかり、グラス片手に私を見ていた。私と目が合うと、ふいっとそれは逸そらされ、彼の周りにいた女性客に向かった。彼は二人の若い女性達と一緒にいた。予想を裏切らない男だ。

　どこぞで知り合ったのか、女性達と共に皿の上のつまみをつついている。

「目立つ男性ですね。先ほどから私達の様子を窺うかがうかのようにこちらを見てきますよ。なぜなんでしょう？」

　私は焦あせって話題を変えた。

「あの、クリストファーは独身ですかっ？」

　聞いてから猛烈に後悔した。

　私は何を質問しているんだ。

　クリストファーは一瞬驚いて目を見開いた後、豪快に笑った。

　私は恥ずかしさのあまり、グラスをあおいで残りの酒を一気に喉に流し込んだ。喉に焼けるような熱さが広がる。

「独身ですよ。残念ながら交際している女性もいません。リサは？」

　なぜか私は視線を店の奥のセルゲイへと走らせていた。

　ああもう、なんでセルゲイがこんなに気になるんだろう。最近、気がつくとセルゲイを目で追っている。──そんな自分が嫌だ……。

　一人の女性がセルゲイの腕に手を掛け、もたれるようにしな垂れていた。ギュッと心臓を摑つかまれたみたいな痛みが走る。

　そのまま女性は顔を上げて、セルゲイの白い頰にその紅あかい唇を寄せていく。……やだ。

　ひどく見たくない気持ちになりながら、それでも目を動かせないというジレンマの中、彼らに見入ってしまった。

　女性の唇がセルゲイの頰に触れそうになった瞬間、セルゲイはふい、と何気ない仕草で上体を反らして、腕を絡からませる女性をそっと押しのけた。

　その時私と再び目が合い、薄闇の中でも光る青い瞳は咄とっ嗟さにバツが悪そうに瞬まばたきをし、逸らされた。

「私も、彼氏募集中です」

　そう宣言しながらクリストファーに向き直ると、彼はくつくつと笑い、赤と黄の可愛らしい層の飲料が入ったグラスを私に寄越した。

「リサに。女性客に人気のお酒らしいですよ」

　グラスを手に持ち、まずはその綺麗なコントラストを目で楽しむ。

「ありがとうございます！　……あの、クリストファーはどうして異世界にそんなに詳しくなれたのですか？」

　私はサル村から王都への道中、もっと自分と同じ境遇の人達について知りたくて、神官達に様々な質問をぶつけたのだ。しかし、守秘義務の名の下、彼らは殆ど何も教えてはくれなかった。それなのにクリストファーはなぜこんなに情報通なのだろう。特に第五界以外の世界は情報が少ないはずなのに、実に詳しい。

「……ここだけの話ですが、かの偉大な大神殿にも、色んな情報を流してくれる人がいますからね。それも、信頼厚い地位にいる……」

　その時、急に私の背中に衝撃が走った。ドン、と後ろから強く押されて勢い良く前のめりにさせられ、あいていた片方の手をカウンターについて身体を支える。手の中の飲料はほぼ零こぼれ、私の胸元をビショビショにしていた。何ごとかと動転して背後を確認すると、剣けん吞のんな眼まな差ざしを向けるセルゲイが立っていた。

「な、な、な……」

　何をするんだ、と怒鳴りつけてやりたいのに、あまりな理不尽に怒りを通り越して頭が真っ白になってしまい、言葉が上手く紡つむげない。

「失礼。服を弁償させて下さい」

　心にも思ってなさそうな台詞を吐き、セルゲイは私の腕を摑つかむと引ったてるように席から立ち上がらせた。

　もう片方の手で札束を乱雑にカウンターに置くと、セルゲイは出口の方へ猛然と私を引っ張って行く。

「ま、待って下さい……！　あんなに私、飲んでません。お釣りが……」

「釣りなんていらない！」

　いらないなら私にくれないか。

　そう提案する間もなく私は店の外に出ていた。どこまで引っ張る気か、と腕を振り回してセルゲイに尋ねたが、セルゲイは黙ってそのままずんずんと自分の客室まで私を連れて行った。

　部屋に入るとアレンが寝ていた。

　就寝が早過ぎないか。──いや、そんなことはどうでもいい。

　ようやく放された腕を擦さすりながら、セルゲイを睨にらみつける。

「どういうつもりですか！　さっき、わざとぶつかりましたよね!?」

「忠告を無視しただろう。あの男、お前に渡した酒に何か入れていた」

「噓うそ……」

「本当だ」

　私は自分の服が酒で濡ぬれそぼっているのも忘れて、棒立ちになった。確かにクリストファーがあの二色の飲み物をくれる直前、私はセルゲイを見ていたので、クリストファーの方を見ていなかった。噓だとは切り捨てられない。

　でも、その時はセルゲイだってクリストファーを視界に捉えていなかったはずだ。なぜなら。

「セルゲイさんは、あの時女性にキスを迫られていたじゃないですか。クリストファーが何かするところなんて見ようがないでしょう」

　傲ごう然ぜんとしていたセルゲイの表情が気まずそうに揺れ、私は勝ったような気分になった。

「怪しい動きをすれば、視界の端でも分かる。お前こそ、随分俺の方を見ていたじゃないか。……さてはヤキモチかな？」

「ヤキモチなんか……」

　やいていない、そう言おうとした。

　……あれ。

　でも。本当に？

　違うとしたら、逆に何なのだろう。自分がセルゲイに感じたあれらの気持ちは、どう考えてもヤキモチと呼ぶに相応しかった。

　それを自覚するのはあまりにショックだった。

　だってこんなはずじゃない。セルゲイは私の、一番苦手とするタイプの男じゃないか。

　私を見るセルゲイの瞳の奥に、どこか焦じれた強い光を見み出いだす。

　こうしてセルゲイと過ごす中で、時折私は彼の違った顔を見た。笑顔の眩まぶしい親切な表面に隠れて、ふとした拍子にそれは姿を現した。この船に乗ってから、とりわけそういう違った一面を見る機会が増えた気がする。

　セルゲイは摑みどころがない。私が見ている彼はごく一部であって、彼は私が捉えていないその本質をどこかに隠してしまっている、という気がした。

　私の本能が、彼に惹ひかれることを押しとどめようと踏ん張っていた。

　何とかこの自分の気持ちの整理をしたくて、混乱する思考をまとめようと言葉にする。

「セルゲイさんが、私を好きだとかその場凌しのぎのことを言ったから……だからセルゲイさんの挙動が気になって無意識に目で追いかけていただけです。別に他の女性がセルゲイさんにベタベタしたりキスしようとするのが嫌だったから見張っていたわけじゃないですし。別にキスさせなかったからって安心したりもしていません。──私はただ、あまりにも他の女の人達に平等に笑顔を振りまく態度が、不愉快だっただけですから」

「そうか。……俺の理解力に問題があるのか？　ひた向きな愛の告白にしか聞こえないんだが」

　力いっぱい否定したつもりなのに、どこでそうなる。

「お邪魔なようですので、失礼いたします」

　突然割り込んだアレンの声に、私とセルゲイはハッと声の主に視線を移した。いつの間にかアレンは起き上がっていて、ゆったりと開いていた胸元を慣れた手つきで直しながら、寝台から滑り下りた。

「起きていたのか」

　確かにあんなに騒げば誰だって起きるだろう。

　アレンの冷めた口調と眼差しが、私の羞しゅう恥ち心しんを呼び起こす。

　ふと彼の目が、鮮やかな色に濡れた私の胸元に落とされた。今更ながら、なんという格好で人前にいたのだろう。私は弾はじかれたように身を引いた。

「本当にリサ様にあの茶髪が何か良からぬことを？」

　アレンが私の胸元の染しみから目を上げ、セルゲイに聞いた。その問いに対し、セルゲイは無言で頷く。酒を零された勢いで失念していたが、クリストファーはあの時気になることを言っていた。

　右手に持っていた本を両手に持ち直し、悩める先輩地球人の表紙に目を落とす。

「セルゲイさんがもう少しぶつかるタイミングを遅らせてくれれば、クリストファーから気になる話をもっと聞けたんですけど……。大神殿の中に職業上知り得た情報を漏らしてる人がいる、みたいな」

「今しも飲みそうだったくせに、よく言う」

　今しも？　果たしてそうだっただろうか。私は思い出そうと目を瞬またたいた。

「リサ。都合良く出会った上に最初から妙に馴なれ馴なれしくて、更に物をくれるような男は何か企たくらんでいるに決まっている」

　私は目から鱗うろこが転げ落ちる心境でそれを聞いた。

　そんな男に心当たりがある。今まさに私の目の前にいた。

「そうですねえ。肝に銘めいじておきます。……お邪魔しました。クリストファーには私ももっと気をつけますから。ご心配なく。お休みなさい」

　小さな声でそう言うと、私はさっさと濡れた服を着替えようと、彼らの部屋を出た。

　セルゲイ様、と閉めた扉の中からアレンの珍しく苛立った声が聞こえる。私は考えるよりも早く、耳を扉に押しつけ、続きを聞こうとした。謁えっ見けんの間まで私と大神官とのやりとりに聞き耳をたてていた神官達を責める資格はないかもしれない。

「あの茶髪、私が始末して参りましょう」

「いや、いい。まだ使える。泳がせておけ」

　──はい？

　茶髪ってクリストファー・ラング氏のことだろうか。しまつ。……始末──、とはいかなる意味で用いているのか。更にそれに対して、まだ使える、とは妙な返答だ。

　耳を一層扉に密着させ、息を殺す。

　またアレンの声。

「本当にあの茶髪が、リサ様に何か？」

　それに対するセルゲイの返事はなかった。聞こえないだけだろうか？

　私は耳を吸盤のように扉に隙間なく押しつけた。今誰かにこの姿を目撃されたら、完全なる不審者だ。二人のストーカーだと胸を張っても疑われないだろう。

　不自然なことに、急に何も聞こえなくなった。

　経験と直感が私に警告を鳴らした。まずい。

　無我夢中で自室の扉へ向かう。瞬間前まで耳を押し当てていた扉のノブが回されるのを横目に見ながら、間一髪私は自分の部屋に姿を隠すことができた。

　急いで閉めた扉のノブを握り締めたまま、私はズルズルとしゃがみ込んだ。危なかった。

　手の中のノブを放すことができず、私はしばらくその場でじっとしていた。──心臓が痛い。自分が巻き込まれている厄介な事態が、ここへ来て更にややこしいことになっている。そもそも、数日前までは自分が船上で夜を迎えている姿など、想像すらしていなかった。

　そうして無意味な時間が経過した頃、唐突に自分が犯した失敗を思い出したのだった。

　デフレー行きを命じられるなんて思ってもいなかったから、誰かと何か約束をしていたのに、すっかり忘れていないか……？

　ああっ、と呻うめいた。

「アイギルさんとの夕食の約束をすっぽかした!!」

　王都で中央神殿のアイギルさんと待ち合わせをしていたんだった。

　来ない私を待って途方に暮れる年老いた小神官を想像し、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。










　翌日、朝食をとりに部屋を出ようとすると、セルゲイが尋ねてきた。昨夜の穏やかでない会話が噓のように、眩し過ぎて直視できないほど男前な笑顔で口を開く。

「リサに頼みがあるんだ。今夜、俺と一緒に過ごさないか？」

　セルゲイはたとえ、今船が嵐に遭遇していて転覆寸前だとしても、この笑顔を浮かべられるに違いない。

「仰おっしゃる意味が分からないんですけど」

「今夜は最終日だ。無事な船旅への感謝と、下船後の旅の安全祈願が、船内の祈りの間まで行われる。殆どの乗客が参加するはずだ。一緒に参加しよう」

　この船には専属の神官も同乗していた。

　信心深いこの国らしい。

　しかしやたらに営業スマイルを披露するセルゲイに、私は不審感を抱いた。

「何を企んでるんですか？　庶民の私と一緒にいたら目立つと言っていたのに」

「最終日の夜くらいはいいだろう。船内でリサの美貌に目を奪われたのは、俺一人じゃないはずだ」

　美貌などないことは自覚している。本気で言っているならセルゲイこそが節穴の目の持ち主だろう。だが、確かに私は船内で始終人目を感じていた。

「悪意が向けられている」と言った大神官の意味深な捨て台詞が相乗効果となり、私は幾らか不安になった。何か計り知れない事態が水面下で進んでいる気がするのだ。

　自分が置かれた状況に対する不安から、恥をしのんで言ってみる。

「一緒に行きますけど。行ったら、ちゃんと私といて警護して下さいね。ほ、他の女性とどこかに行ったりしないで下さいね」

　するとセルゲイは抑えめに喉を鳴らして笑いながら、言った。

「リサは俺を翻ほん弄ろうするのが上手いな。勿もち論ろん、そうするつもりだ」




　船内の祈りの間は、地上の神殿の祈りの間を小さくして復元したような空間だった。

　私とセルゲイが入って行くと、案の定女性客達から射るような、冷たい視線の集中砲火を浴びた。

　奥に設置された祭壇の前に中年の神官が立っており、それに向き合う形で木の長椅子が並べられている。お香が焚たかれているのか、独特の香りが鼻び腔こうを掠め、気分を落ち着かせる神妙な雰囲気を作り出していた。

　多くの乗客達の中には、クリストファーの姿もあった。

　クリストファーは、私とセルゲイを見て少し目を見開いた。するとセルゲイは私の肩に手を回し、彼の方へ歩き出した。まさか……。

　予感は的中した。セルゲイはクリストファーの座る長椅子まで歩を進めると、彼の隣に腰掛けた。二人に挟まれる格好で座らされる。

　こんばんは、とクリストファーから挨拶をされ、引きつる笑顔で返事をした。

　セルゲイは長椅子の背もたれに腕を回し、私の肩に手を乗せた。その手から離れようと背中を浮かせると、肩を摑まれグイッと引き戻される。

　いくらなんでも悪目立ちするから、勘弁して欲しい。

　席がほぼ埋まると、神官が話し始めた。

「皆さん。航行の無事を神に感謝いたしましょう。そして、アリュース王国の繁栄と民の健康は、大陸一の栄誉に彩られた大神官様の慈悲深いお祈りによって導かれています。大神殿の大神官様に感謝の祈りを捧ささげましょう」

　乗客達が手を組み、一心に祈りの言葉を唱え始める。

　そんな真剣な空気の中、セルゲイが不敵な笑みを浮かべてクリストファーに話しかけた。

「ラングさん。俺は貴方の大ファンなのですよ。まさかこんなところでお会いできるとは思っていなかった」

　うわっ、絡み始めた……。挑戦的な響きを含んだセルゲイの口調は、これっぽっちもファンらしくない。

　私は祈りの世界に逃げようと、手を組み目を瞑つぶった。

　だが残るセルゲイの手が、私の組んだ両手に掛かり、邪魔するようにそれを押し下げる。仕方なく目を開けて睨みつけると、セルゲイは続けた。

「ラングさんの前作は特に好きですね。俺は、あの主人公の子孫が栽培しているコメを、購入したこともあるんですよ」

「それは本当ですか？　私は、コメの独特の臭いが好きではないのですよ」

「セルゲイさん、静かにして下さい！　お祈りの最中ですよ」

　だがその後もセルゲイは作品に関してクリストファーに質問を続け、絡み通した。クリストファーの作品に関する質問が多かった。セルゲイはクリストファーが本物かどうか、試しているのだろう。

「さあ、リサ。もう行こう」

　そう呟くとセルゲイは私を立たせた。

　まだ神官が話している最中なのに、神を冒ぼう瀆とくするつもりか。咄嗟にムッとしてしまった。

　規律を乱すセルゲイに対し、自分が腹を立てたことに逆に驚く。六年もこの世界にいたせいで、いつの間にか曲がりなりにも、信仰心が芽生えていたらしい。それとも権威の象徴である大神殿にいるせいだろうか。

　祈りの間を出るとセルゲイは早足で客室の方へ戻り始めた。殆どの乗客が祈りの間にいる為に、船内はひと気がなかった。

「まだお祈りは終わっていないのに。失礼じゃないですか……」

「あんなもの、聞いてどうする。茶髪と話せたから十分だ。時間は稼げた」

「時間？　……クリストファーは本当に作者さんだったでしょう？」

　セルゲイは肩をすくめて投げやりな視線を流した。

「どうかな。本を読んでいれば答えられることしか返ってこなかったからな。まあ、目的はそこにあったわけじゃない。別に構わない」

　目的って何、と尋ねようとすると客室の並ぶ廊下を、アレンが歩いてくるのが見えた。私達と会うのを予測していたのか、目が合っても頰の筋肉一つ動かなかった。隣を歩くセルゲイも同じなのか、平板な声色で口を開く。

「首尾は？」

「万事滞りなく。物騒な物がたくさん出てきました」

　するとセルゲイはピタリと歩を止めて私に向き直った。なぜか勝ち誇った余裕の笑みをたたえている。なんだなんだ、今の意味不明な会話と関係があるのか。

「やはりな。茶髪は単なる作家じゃない。アレンは家宅捜索のプロなんだ」

　私は知らされた事実に驚愕した。大神殿騎士の職しょく掌しょうには、家宅捜索も含まれるのか。というか、どうやらアレンは乗客が祈りの間に出払っている間に、クリストファーの部屋を勝手に物色したようだ。




　船室の窓の外は川岸に茂る鬱うっ蒼そうとした木々を、ただ累るい々るいと映していた。絶えず夜風に煽あおられるその大きな黒い影は、千の触手を揺らす不気味な化け物にも見える。時折月の淡い光を受けてチラチラと視界に入る水面だけが、明るさを持っていた。

　──クリストファー・ラングの部屋には多数の武器や怪しげな薬があったらしい。

　アレンがセルゲイに報告したことが、私の気持ちをどこまでも鬱うつ々うつとした気分にさせた。紗しゃの帳とばりが頭の中にかかり、同じところを迷走するように塞ぎ込んだ。

　素敵な紳士だと思ったのに。ひと時、交流を楽しんだのに。

　私は騙だまされていたのだろうか？

　あの笑顔は全部作り物だったのだろうか。

　一体私の何がいけないんだろう。大神官の伴はん侶りょ選考人という特殊な立場？

　なぜ私の周りにはマトモな人が集まらないんだろう……。

　急激に周囲を信用できなくなってきた私は、重苦しく深い溜ため息いきをつきながら眠りについた。








第六章　黒い森は、危険がいっぱい!?









　五日ぶりに降り立つ地上は、踏みしめると足裏に硬く、頑丈に感じた。荷物を肩に掛けて岸辺の街を見上げると、思わず口元が綻ほころぶ。

　──うわあ……。なんて可愛かわいい街だろう！

　赤や黄、水色の色とりどりの家が愛らしく並び、街中には緑がたくさんあった。各家の窓からはプランターに植えられた鮮やかな花々が顔を覗のぞかせている。雲一つない青空も手伝い、どこか心を浮き立たせた。船着き場には船を待ちわびた出迎えの人々が押し寄せ、降り立つ乗客達に手を振ったり、歓声を上げて駆け寄ったりしていた。

　クリストファーは別れ際ぎわ、親しみ溢あふれる笑顔で手を差し伸べながら、機会があればデフレー神殿でまたお会いしましょう、と言って去って行った。

　また会う機会があるのだろうか。一体彼は何者だったのだろう。

　終点の小さな街からは借りた馬車を走らせて南下し、一泊した後、更に南に行くとその背後には大きな森が広がっていた。

「あれが名高い黒い森だ。日が沈む前に抜けなくてはならん」

　セルゲイは馬車の窓から首を出して言った。

　黒い森は幹の太い木々が太陽を遮るが如ごとく葉を広げ、土の色もどこか黒みを帯びてその名の通り、全体的に黒く見える森だった。森の中には獰どう猛もうな肉食獣だけでなく、盗賊紛まがいの輩やからも出現するという噂うわさがあり、森の中で夜を越えるのは厳禁、とまことしやかに囁ささやかれていた。

　王都と南の最大の街・デフレーを繫つなぐ要所であるのにもかかわらず、このように不気味な森が整備されていないのは、古くからこの森が持つ伝説が大きな要因だった。

　かつてアリュース王国建国の際に敵側となり、森に逃げ延びた戦士がこの森の中で農民に討ち取られた、とか森の中には城があり、非ひ業ごうな死を遂げた有名な美び姫きが住んでいた、とか面白おかしくもありがたくもないお話の種がそこかしこに散らばっており、その怨おん霊りょうを恐れて地元民達は森を切り開こうとはしないのだという。

　夜な夜な霊達が跋ばっ扈こする森には誰しも長居したくない。

　私達は森の中に入ると馬車を急がせた。

　時々すれ違う馬車も、狭い道だというのに大層な速度で走っていた。

　夏の抜けるような快晴の朝のはずが、森の中は夕刻ばりに薄暗かった。

　馬車の車輪が枯れ枝や落ち葉を踏みしだく音に遮られて聞こえないが、細い一本道だけが貫く手付かずの森は、小動物の鳴き声や虫の音がうるさいほどなのにそれでいて陰鬱な雰囲気があり、私は一歩だって馬車を降りたくなかった。

　──ああ……。トイレどうしよう。

　森の中に忽こつ然ぜんと公衆トイレがたつ非現実的な願望は抱かない方が身の為ためだ。私は極力水分摂取を控えた。

　水分はしっかり摂とりましょう！　と何かの健康テレビ番組で、脂ぎった顔のオジサンが力説していたのが私の遠い記憶に蘇よみがえる。

　オジサン、私今それどころじゃないの。

「リサ、朝から全然水を飲んでないじゃないか。水筒を忘れたのか？」

　目め敏ざとく指摘してきたセルゲイに対して、私は持参した水筒を振って心配ご無用、と満タンの水音を鳴らしてみせた。だが彼の心配顔は改善されない。

「水分はちゃんと摂らなきゃ身体からだに良くないぞ。忘れず定期的に飲んでくれ」

　お前はオジサンの回し者か。

　乙女のトイレ事情を理解しない男性陣に、私は一抹の不安を抱いた。

　それでも持参した昼食は馬車をとめて、道に布を敷いて食べた。流石さすがに水筒に手を伸ばした私は、仕方なく森の中で用を足そうと、一言断ってから馬車を離れた。

　木々の中に入り、その場にしゃがむ。

　ホーウ、ホーウとどこかでフクロウみたいな鳥が鳴く声がする。足に視線を落とすと見たこともない巨大蜘ぐ蛛もが、甲を這はい上あがっていた。

　叫びたくても叫べなかった。お尻丸出しのこの姿を、断じてあの二人に見られるわけにはいかないからだ。そんな死ぬほどの恥をかくなら、一人で蜘蛛くらい退治できるはずだ。私は無言で足を振り回し、黒い塊を追い払うと泣きそうになりながら、どうにか用を済ませた。

　──二度と嫌だ……。

　黒い森なんて、大嫌いだ。




　森の枝葉は狭い道にも手を広げて茂り、激走する馬車の窓をバシバシと叩たたいた。

　これでは御者が大変だろう。──そう思った矢先。

　ギャーっ、と叫び声が上がり馬車がガクンと急に右へ動いた。眼前に迫る木々に息を吞のんだ瞬間、私の体にがっしりとした何かが巻きつき、私は窓に向かって突っ込むように吹っ飛んだ。

　一瞬何が起きたのかまるで分からなかった。気がつくと私は重いものにのしかかられて、馬車の中で横たわっていた。

　私の髪と一緒に顔に巻きついているのは大きな人の手だ。目を瞬またたきながらその手をどけると、耳元でセルゲイの声がした。

「大丈夫か？」

　顔を起こすと、私はセルゲイの腕の中にいた。私達は馬車の側面に横たわっていて、足の上に転がる荷物をアレンがどけてくれた。顔のすぐ横からは割れた窓を突き破り、木の枝が馬車に入り込んでいた。それが顔に当たっていたら、と思うとゾッとした。まさか……。セルゲイの手に視線を走らせると、傷一つなかった。

　よかった。私を庇かばってくれたせいで、怪け我がでもされたら堪たまらない。

　馬車は森に突っ込む形で、ほぼ横転していた。

「皆さん、怪我はないですか？」

　私が震える声で尋ねると、外から御者の声がした。

「馬が、馬が一頭やられた！　くそっ！」

　御者の声を聞くなり、アレンは頭上の窓を破って跳躍し、馬車の外に飛び出した。その驚異的な身体能力に驚かされる。

　大神殿騎士達は日頃、一体どんな訓練をしているのだろう。私は無意識にセルゲイの無傷の手の甲を見た。

　それとも実は彼らは、神力の補助を使っているのだろうか？　ガラスが散らばるこの惨状で、誰一人傷を負っていないのは単なる不幸中の幸いなのか？

「セルゲイさんとアレンさんって、神力が使えるんですか？」

　セルゲイはアレンが消えた馬車の窓を見上げたまま、答えた。

「ああ。大神殿騎士はある程度の神力が入団条件になるからな」

　そうなのか。おかしいと思っていた。

　キム先生に会いに病院に行った時のセルゲイは、どう考えても超人的過ぎた。いくらセルゲイが鍛えた体格をしていても、ボディビルダーのように筋骨隆りゅう々りゅうなわけではない。私を抱えてあれほどの速さで階段を上がるなんて、普通なら不可能だろう。

「おい、何してるっ!?」

　アレンの緊迫した声が外から聞こえた。

　どうしたのだろう、と耳をそばだてていると、何ごとか揉もめる声が耳に入ってきた。それに続けて馬のいななきと蹄ひづめの音がすると、すぐにそれは遠ざかって行った。

　待て、と叫んでいるのはアレンだろう。

「アレン、どうしたんだ？」

　セルゲイが外に向かって叫ぶと、アレンから信じ難がたい言葉が返された。

「御者に逃げられました」




　私達は半壊した馬車と、最も早はや動かない馬一頭とで、黒い森のど真ん中に置き去りにされた。

　二人の手を借りて外へ這い出て荷物を出すと、私は一いち縷るの望みをかけて横倒しに転がる馬に近づいた。

　気絶しているだけかもしれない……。

「リサ様。お気をつけて。蛇がいます。御者は木から飛び出た蛇に驚いて、手元を狂わせたのでしょう」

　私は硬直した。

　サル村ではトカゲみたいな爬は虫ちゅう類るいしか見かけることがなかった。ここには蛇もいるらしい。

　どうしよう？

　どうしよう！

　現状が恐ろし過ぎて頭の中がパニックになりかけた。森を出るまでは馬車を飛ばしても、まだ数時間はかかるはずだった。

　でも、どうしようもない。──冷静になれ、私。

　引き返すより進む方が距離は短いのだ。先を行くしかない。つまり、歩くしかないのだ。

　セルゲイとアレンは私の護衛だ。

　そこに首を傾かしげたくなる点は多々あったが、一応護衛だ。

　大神殿秘書の立場にある私が、こんな時に狼狽うろたえてはならない。わけの分からない使命感に駆られ、私は二人を叱しっ咤たした。

「い、行きましょう……！」

　盛大に震える私の声をよそに、二人は至極落ち着いていた。私の分の荷物まで担かつぐと、さっさと歩き始めた。焦燥感に駆られて不自然な呼吸をする私とは対照的に、二人は極めて冷静沈着そのものだった。

「あの、一つ持ちますから……」

　私の荷物を全部担ぐセルゲイとアレンに堪らず声をかける。

　だが問いかけはサラリと無視された。

　アレンさん、と訴えてみると、彼は淡々と答えた。

「無理をして倒れられても、私達はリサ様までは担げません。どうか荷物はお任せを」

「気を遣うな。意外とお前の荷物は軽いぞ」

　そう言ってセルゲイは片手で私の荷物を高く持ち上げた。




　どのくらい歩いただろうか。

　延々と続く森の小道に、リスや鼠ねずみといった小動物が掠かすめて走り去る光景にも慣れた頃、次第に遠目がきかなくなってきたことに気がついた。日が沈み出したのだ。

　まずい。

　私達は先を急いだが、人の足で進める距離はたかが知れており、やがて黒い森は丸ごと闇に吞まれ始めた。足元を確かめるのも覚おぼ束つかなく、ばきばきと正体不明な何かを踏みしめては、たまに転がる大きな石に躓つまずいた。息も上がりだして久しい。

「これ以上進むのは危険だ。森で一泊しよう」

　えっ？　と目を丸くする私の前に荷物を下ろし、二人は布と針金でできた大きな物を取り出した。

　まさかテントだろうか。

　セルゲイは道から少し森に入った開けた地面まで歩いて行くと、落ちている枯れ枝や石を足で軽く払い、設営を開始した。その隣ではアレンが焚たき火びの用意を始めていた。どうやらボーイスカウトの経験でもあるらしい。

　テントはどう見ても最大収容人数が大人二、三人だった。華きゃ奢しゃで細身の私は別として、そこに体格のいいセルゲイとアレンがどう寝るのか。いや寧むしろ、年頃の女性として問題はないのか……。

　テキパキと動く二人の間で、相変わらずオロオロする自分が情けない。けれども、野宿などしたことがないのでどう対処すべきか分からない。とりあえずアレンが熾おこした火に枯れ枝を補充しようと投げ入れると、くべ過ぎるなと苦言を呈された。ならばと枝を集めてこようとすると、セルゲイから遭難したいのか、と叱られた。

「火の近くにいて下さい。森の動物は怯おびえて側までは来ませんから」

　私達は焚き火を囲み、携帯用のクラッカーを食べ始めた。水を避けていたことが、こんな時に役立つとは。自分の水を念の為ため、二人にも分け与える。

　揺れる焚き火の炎を見つめながら、硬いクラッカーに溜ため息いきを落とす。不気味な森で野宿するなどという困難な状況と、淡白過ぎる味に食が進まない。

　明日は明るいうちになんとしても森を抜けなければ。

　不透明な先行きに不安を感じずにはいられない。

　だが連れの二人といえば、相変わらずの飄ひょう々ひょうぶりだった。セルゲイは焚き火の後ろの岩に腰掛け、星を眺めている。星座探しにでも勤いそしんでいるのか。

　アレンなど、耳を澄ませば鼻歌を歌っているではないか。鼻歌なんて歌うんだ、と軽い衝撃を受けながらも、何の歌なのか気になって密ひそかに聴き入ってしまう。

　アレンは手の中で遊んでいた枯れ葉を離すと、サッと自分の腰に片手を回し、前触れもなく何かをこちら目がけて放った。

　ヒュン、と風を切る音が頭上を通過したかと思うと、次に何かが木にぶつかる音が続いた。

　何ごとかと振り返ると、私のすぐ後ろの木の幹に、短剣が刺さっている。危ないじゃないか。目をひん剝むいて見つめると、アレンは何食わぬ顔で言った。

「蛇がおりました。仕留めましたのでご安心を」

「ええっ！　やだっ、全然気づかなかった！」

　アレンは地面に転がる小枝をパキパキと鳴らしながら木まで歩き、幹から短剣を引き抜いた。その先にぶら下がっていた短いロープのようなものを、藪やぶの中に放る。闇夜の下では、木に絡からまる蔦つたにしか見えなかったかもしれない。

　怖くなって焚き火の方に身を寄せると、セルゲイが苦笑した。

「火に寄り過ぎるな。危ない。俺達がついているから、大丈夫だ。それに今のは毒蛇じゃないから、心配いらない」

　本当に？　さっき星見上げてたじゃん！　蛇どころか私すら見ていなかったと思うけど。

　縮こまって火の前で震えていると、どこからともなく狼おおかみの遠とお吠ぼえのようなものが聞こえた。不安に感じて辺りをキョロキョロすると、セルゲイが力強く笑った。

「心配しなくていい。森の獣くらい俺達が切り捨てる」

「狼おおかみや蛇も……蜘蛛もやっつけられますか？」

「勿もち論ろんだ。任せてくれ」

「お、怨霊も切れますかっ？」

　するとセルゲイは肩を揺らして笑った。アレンまで口角を上げていた。

「……そうだな。噂の美姫の霊なら、見てみたいかもな」

　セルゲイに聞いた私がバカだった。

「私は火の番をいたしますので、お二人はお休み下さい」

「アレンさん、火の番でしたら私にもできます！」

「リサ様。交代していただきますので、先にお休み下さい」




　テントの中は狭かった。四つん這いでとりあえず奥まで進むと、後から入って来たセルゲイがすぐ傍そばに横たわる。

　極力視界に入れまい、と背を向けて、テントの布地に鼻をつけんばかりの距離まで離れてから私は目を閉じた。

　けれど目を閉じても全身が意識してしまい、セルゲイの存在感を消せない。

「腕枕して欲しいか？」

「いりません！」

　怒って振り向くと、セルゲイは鼻と鼻がつきそうなほど近くにいた。

「ちょっ……近いですよ。もっとそっちに……」

　追い払おうと手を伸ばすと、その手をセルゲイに摑つかまれる。そのままセルゲイは私の手の平を口元に押しつけるではないか。ぞくり、と背筋を上がってくるものがあった。

　セルゲイの柔らかな唇と、高い鼻び梁りょうがくすぐったい。

「セルゲイさん……」

　間近で見つめられるその綺き麗れいな瞳に耐えきれず、手を振り払う。

　こんなことならアレンと寝る方が安心だ。でもアレンさん、貴方の方がいいんで私と寝てもらえませんか、なんて口が裂けても言えない。

　再び背を向けるとセルゲイはもう何も言ってこなかったし、触れてこなかった。

　そうして、乙女としてあってはならないことに、私はその後グッスリ寝入ってしまった。




「そろそろいいか？」

　──安眠を妨害するのは誰の声だ。

　いまだ抗あらがい難い睡魔に襲われつつ薄目を開けると、セルゲイが私を覗き込んでいた。

　うわっ、そうだ、火の番！

「はいっ。交代します」

　目を擦こすりながら慌てて起き上がると、テントの中はなぜか明るい。よく見るとセルゲイは大神殿騎士の制服を着ている。

　チュンチュン、と優しい鳥の囀さえずりが聞こえる。

　……朝？

「おはよう。あまりに気持ち良さそうに眠っていたんでね。良心の呵か責しゃくから俺達には起こせなかった」

「セルゲイ様は、余程異性として意識されていないのですね」

　アレンまでテントの入口から私をガン見していた。私はヨダレの跡でもついていやしないか、必死に顔面を袖で拭きながら、二人を追い出して大神官付秘書の制服に着替え、テントから這い出た。

　あれほど硬い地面の上でよく寝れたものだったが、やはり腰や背骨が痛かった。歩く度ポキポキと鳴る腰骨は、私の歳としがじき曲がり角に来ていることを如にょ実じつに知らせてくれていた。

「昼前には森を抜けられるだろう。抜けたら迎えが来ているはずだ。リサ、水をしっかり飲むんだぞ」




　黒い森の中を歩いていると、一度同じ方向へ向かう馬車とすれ違ったが、あと一人分しか乗るスペースがなかった。私だけでも乗っていかないか、と心配顏で提案されたが、セルゲイとアレンは強硬にそれを拒否した。護衛としての血が突然騒いだらしい。

　ずっと一本道だったが、獣道と思おぼしき分岐する小道が初めて途中に現れた。

「リサ、知っているか？　美姫の伝説の城はこの向こうにあるんだ」

　先は木々の枝葉で薄暗くよく見えなかったが、その為に一層不気味だった。

「本当に城跡があるんですか？」

「ありますよ。もう土台だけを残すのみですが。大昔に近隣の城主と戦って、業ごう火かの中で城の住人は焼け死んだとか」

　サラリと怖いことを言わないで欲しい。

　薄暗い森の中で怖い話を聞くと、鳥肌が立ってしまう。私はその獣道から早く離れようと小走りになった。

　にわかに立ち込めた総毛立つ空気を払ふっ拭しょくしようと、話を変える。

「ところで、デフレーのママレードさんは有名な神官なんですか？」

「……ママレードは知らん。マドレーヌのことか？」

　恥ずかしい間違いを犯した。本人の前では決してやらないように気をつけねば。

「マドレーヌは十歳になるくらいから神力が使えたらしい。かなり早い方だろう。今はまだ二十一歳と若く単なる神官の地位にあるが、実力はそれ以上だと言われているらしいな」

「金髪ですかね？」

「……なぜそんなことを聞く」

「あのカリスマ妖よう艶えん大神官様は金髪女以外は頑かたくななまでに拒む、特殊な感性の持ち主なんですよ」

「染めさせればよろしいではありませんか。どうせ数十年経たてば皆白髪しらがになるのですから」

「そ、そうですね。考えておきます」

　そんなことがバレたら今度こそ舌を切られかねない。

「それにしても、伝令の鳥を放ってあるというのに、到着が遅れても俺達を捜しにも来ないとは、デフレー神殿もやるな。デフレーが南の王都という異名を持つにしても、随分ふてぶてしいことだ」

　そんな会話をしていると、前方についに森の切れ目が見えた。更にはその先に立っていた、神官の制服を纏まとっている数人の男性達が私達に気づき、駆けて来る。襞ひだの多い神官独特の服が実に走りにくそうだ。距離を縮めると彼らは叫んだ。

「王都からのお使いの方々にあらせられますか？　ご到着が遅いので街の自警団に捜索に行かせるところでした。……と、徒歩でいらしたので!?」

　私達が事情を説明すると、神官はよくぞご無事で、と涙ぐんだ。そこで泣くならなぜ昨日のうちに迎えに来ない……。疲ひ労ろう困こん憊ぱいし骨の髄まで疲れた私は、目の前で大おお仰ぎょうに泣く神官に苛いらついた。

　私達はここで迎えの馬車に乗り、ようやく元の計画通りにデフレーに向かうことができた。デフレーまではここから一時間ほどの距離なのだという。

「昨夜までデフレー神殿長とマドレーヌ様がこちらでお待ち申し上げていらしたのですが、一旦お戻りになりました。朝にまたこちらへ向かわれたはずですので、途中で合流できるかと存じます」




　走り始めて十分ほど経たつと、立派な馬車列と遭遇した。言われずとも神殿長とマドレーヌの乗った出迎えだと認識できる。

　停止した馬車からいそいそと私が降り立つと、セルゲイとアレンもそれに続く。

　先頭の馬車から降りたのは中年の男性で、着ている神官服と、立派でどこか尊大な態度から、デフレー神殿長だと推測できた。

　ふと自分の姿を客観視する。──一日洗っていない髪と顔。シワだらけの服。

　そんな切ない自分の事情は即座に忘却し、私も尊大そうに歩みを進めて神殿長と挨拶を交わした。

「秘書様。マドレーヌをご紹介しましょう」

　神殿長はそう言い残すと元来た道を少し戻り、後方に控えていた二台目の馬車の前まで歩くと扉を叩いた。あの馬車にマドレーヌが乗っているのだろう。

　ついに最有力候補と会える緊張感から、私はうわ言のように呟きながら、扉が開かれるのを待った。

「金髪、青い目、砂時計体型……」

「なんですか、その呪文は？」

　アレンの怪け訝げんな質問に私が答える間もなく、馬車から一人の女性が降り立った。

　クールビューティ！　そんな単語がピッタリの女性だった。

　背が高く雑誌のモデルのようだった。

　髪は腰まで届く長い金髪で、ややつりあがった小ぶりの瞳は意志が強そうな大人の女性を思わせる。青と灰色を混ぜたような不思議な色合いの双そう眸ぼうは私と目が合うとそっと微笑ほほえみ、優しい弓なりになった。
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　私は一目で気に入った。森をサバイバルした甲か斐いがあったというものだ。

　……もっともこの時、本当のサバイバルはまだ始まっていなかったのだが。




　私達はそのまま乗ってきた馬車に戻り、一同でデフレー神殿を目指した。

　無事落ち合えた安あん堵どの空気が車内に広がる中、私とセルゲイ、アレンはマドレーヌの第一印象の素晴らしさについて語り合った。

　そんな時。

　突然馬車が急停止し、辺りがざわついた。ダン、ダン、と馬車に何かが刺さる音がし、窓を見ると棒が──いや、矢が刺さっている！

「マドレーヌ様が！」

　先を行く馬車から叫びが上がり、弾はじかれたようにセルゲイとアレンが飛び出して行った。

　前を走っていた神殿長とマドレーヌが乗る馬車列が、二十メートルほど先で止まり、数十人の男達に囲まれて襲われていた。皆手に斧おのや弓、剣を持ち、雄お叫たけびを上げながら馬車に飛びかかっている。馬車に乗り合わせていたマドレーヌの護衛と思しき武人達が即座に応戦していたが、あまりに多勢に無勢であった。彼らは次々に蹴散らされていく。

　──怖い……。

　恐怖に身がすくみ、馬車から動けない。

　幸い私の乗る馬車は見向きもされていなかったので、襲撃者達に気づかれないように、屈みながら窓の外を見ると、マドレーヌの馬車の扉が男達数人がかりでこじ開けられて、中から人が──マドレーヌが引きずり出されていた。護衛は次々倒され、どうにかマドレーヌを守ろうとする神官達は手に短刀を握り締めて、マドレーヌを馬の背に乗せようとする襲撃者達に挑いどみかかっていたが、腕の差は歴然だった。合流したアレンとセルゲイもそれに加わり、剣で応戦する。怒声や何かがぶつかり合う音、刀剣の金属音が辺りに響き渡る。

「そっちだ！　捕まえろ！」

　突然近くで声が上がると、不意に私の乗った馬車の扉が開けられた。

　恐怖に声も出なかった。

　馬車の中に屈強な男の手が伸びてくると、私の腰に絡からみつき、咄とっ嗟さに座席にしがみつこうと立てた爪はあえなく革の座面を引っ搔かいただけで、ろくな抵抗をする間すらなく外に引きずり出された。巨木を思わせる図ずう体たいの男が、私の服の腰帯をがっしりと握り締めて放さない。

　──助けて、誰か！

「や──」

　声を張り上げ助けを呼ぼうとしたその瞬間、激しい衝撃がみぞおちを襲い、峻しゅん烈れつな吐き気が駆け上り私は意識を手放した。










　チャプ、たぷん、トクトクトク。

　心地よい水音がする。何だろうか。

　目を開けると、薄汚れた木の床が見えた。頭が痛いのはそこに寝転がっているからだ。

　──ここはどこ!?

　瞬時に覚醒した。

　みぞおちにいまだジワジワとした痛みがある。身体を起こすと、両手足に縄がかけられていた。

「起きたか。もう少し寝ていれば、何も分からないうちに死ねたのになあ？」

　野太い声に身体を反転させると、私は四人の男達に囲まれていた。小太りの男と、他の三人は背の高い、見事な逆三角形をした鍛え上げた体たい軀くの男達だった。皆口の端を歪ゆがめ、底意地の悪そうな笑みを浮かべている。まるで物を見るような、一片の慈悲も感じさせない暗く冷たい視線に身震いがした。

　辺りを見渡せば、そこは薄暗く狭い木の小屋の中のようだ。中は紙かみ屑くずや布切れが散らばり、窓は破れていた。

「あなた達、誰ですか……？」

　恐怖で呼吸が速くなる。身体が震えそうになるのをどうにか抑えた。

　すると小太りの男が口を開いた。

「黒い森を根城にする盗賊さ。あんたを攫さらってくれと頼まれてね」

　黒い森の盗賊？

　ここはどこだろう。

　私は薄暗い窓の外に目をやった。景色を切り取る窓はごく小さく、僅かに枝らしきものが見えるのみだ。

「叫んでも無駄だぜ。ここは黒い森の奥深くだ。そもそもあんたが一緒にいた連中は、神殿長が襲われているのに気を取られて、俺達があんたを攫ったことに気づいていなかったぜ？　へへ。上う手まくいったもんだ」

「ど、どうして私を……！　何が目的なんですか!?」

　男達は身体を揺すって笑った。ガラガラと喉を鳴らす嫌な笑い方に、虫むし酸ずが走る。

「目的なんて知ったこっちゃねえ！　金さえ貰えりゃ俺達はかまやしない」

　すると小太りの男がゆっくりと私の正面に来た。気持ち悪いし怖いから、顔を覗き込まないで欲しい。

「あんた、大神官様の奥方の最有力候補なんだろ？　信じらんねぇな」

　血の気が引いた。

　どうやら私はマドレーヌと間違われているみたいだ。

　どうして？　どうやって？

　何もかも彼女とは違うのに。同じなのは性別くらいしかない。しかも私は大神官付秘書の制服を着ているのに。──いや、神殿を見たこともなさそうなこんな森の中の盗賊に、制服の見分けなどつくはずがないか。

「何かの、間違いです。私は、奥方候補なんかじゃありません！」

　どうにか誤解を解いて、この窮きゅう地ちを脱したい。彼らが間違いを犯していることを分からせなければ。

「俺らも大神官様の趣味は疑うなあ。引く手数多あまた過ぎて筆でも転がして選んだのかあ？」

　男達は一斉に爆笑した。

　あからさまな侮辱であったが、自分の命がかかっているこの状況では笑われたことに対する怒りではなく、他者の生命を易やす々やすと意のままにしようとする傲ごう慢まんさに対して、臓ぞう腑ふがよじれるほどの悔しさを感じた。

「とにかく、あんたが頼まれた女なのは間違いない。死んでもらうよ」

　気がつくと辺りには鼻につく油臭さが充満していた。

　さっき聞いた水音!?

　薄汚い木の床に誤魔化されて分からなかったが、目を凝こらせば私を囲むように取り巻く円形状に、油のような液体が撒まかれていた。

「……伝説の美姫と同じく、焼け死んでもらうよ。大神官付秘書様よ」

　今、なんて……

　ボッ、と火が上がり、瞬まばたきする間にそれは撒かれた油の道筋に従って広がり、メラメラと燃える壁は私の身長と同じ高さまで立ち昇り、私を取り囲んだ。一人の男が火を放ったのだ。

　熱い！　熱い!!

　息を吸った私の喉は一気に垂れ込めた煙を吸い、焼けた砂を吸い込んだかのような痛みとなり、肺の奥深くから咳せき込む。

「た、助けて！　お願い、何かの間違いだからっ……」

　縋すがるように必死に男達を目で追うが、彼らは火が私を取り囲んだのを確認するや、命乞いをする私には目もくれずに下げ卑びた笑いを浮かべて、小屋を出て行った。

「待って……！」

　絶望的な、取り憑つかれたような焦あせりで頭の中がいっぱいになった。燃え上がる火が壁となって隙間なく私を囲み、逃げられない！

「置いていかないでよ、お願い……！」

　喉や肺を襲う煙で、呼吸すらままならない。

　助けを求める叫び声は咳せきにとって変わる。

　火は破れたボロボロのカーテンを巻き込んで燃え、やがて低い天井に届き燃え広がった。

　炙あぶられる熱に耐えきれず、私は顔を庇おうと袖で覆い、しゃがみ込んだ。袖口で口を覆っても、咳き込みを誘発する空気しか入ってこない。

　助けて、誰か、助けてよ!!

　ジリジリと私を囲む火の壁が縮まってきて、追い立てられた私は無意味に地団太を踏み、視線を必死に彷徨さまよわせて小屋の中を、そして小さな窓の外を見つめるが、男達が言っていたことが事実であるならば誰も来るはずがない、ということも頭の片隅で自覚していた。

　煙にまかれ、頭が朦もう朧ろうとしだした。

　もう駄目かもしれない。

　……こんなところで私は死ぬのか。誰にも気づかれずに。

　万一の時は己の身は己で守るのだ──玲れい瓏ろうとした大神官の声が私の脳裏に蘇る。

　私は最後の望みをかけて、焼けつく熱に耐えながら手を前に掲げて火の壁に向け、手の平に風を感じようとした。

　──火を、風圧で蹴散らせないか……!?

　一か八か、目いっぱいの力を込めて気力という名の神力を右手の一点に集中させ、それを押し出そうとした。火事場の馬鹿力という言葉を信じながら。

　その刹せつ那な、差し出していた手の先で燃えていた炎が外側に大きく揺れ、煽あおられた火は更に燃え広がった。結果的に小屋に充満していた熱が増す。

　──バカバカ!!　私のバカ！

　余計に火の手を強くしてどうするのだ。

　額を押さえて天井を睨にらんだ。こうなっては王都で大神官の屋や敷しきにしてしまったことと同じことを今、するしかない。意図的にやった爆破ではなかったけれど、一度はできたのだ。それに大神官が神力封じを弱めてくれたから、強い思念波を以もってすれば、封じ込めは解けるはずなのだ。

　今、やるしかない。煙と熱で霞かすむ目を擦りながら、天井を懸命に見上げる。そうしてしゃがれた声で最も早はや殆ほとんど吐息のような叫びを上げる。

「──崩れろ、この小屋っ……」

　やり方を思い出せ。

「思念波、出て！」

　どうにかあの時の感覚を取り返そうとして、エルンデのアドバイスを思い出す。

　粒子に念じる、だっけ？　もうこの際なんでもいいから、崩れて！

　焦りからか、それとも目の焦点すら定まらないからか。無情にも何ごとも起きない。

　肝心重要な時に私の神力は何の役にも立たない。小屋に充満する熱風に最早目を開けていられず、腕全体の布で顔を覆うようにして丸くなり、目を固く閉じた。

「誰か、助け……」

　──もう声が出ない。もう駄目だ。

　ドォォォオオン!!

　耳を劈つんざく轟ごう音おんと地鳴りが突如私の全身を襲った。

　何……!?　何なの、今の？

　恐ろしさのあまり、目を開けられない。

　体の震えが収まらず、ひたすら私はその場に這いつくばって時が過ぎるのを待った。耳の後ろに風を感じ、それが灼しゃく熱ねつを帯びたものではなく、涼しいという事実に思考が止まる。

　ゆっくりと、腕を広げて身体を開きながら瞼まぶたを上げた。

　目の前にはセルゲイが立っていた。

　私達は灰色に舞う砂すな埃ぼこりの中にいた。

　ただセルゲイを見上げ、次に周囲を確認する。

　見渡す限り木々が続いている。私は確かに黒い森の中にいた。しかし小屋は炎諸もろ共とも消え失せ、私のしゃがみ込む汚い木の床を除き、全て細かな砂のような木き屑くずに姿を変えて、辺りを舞っていた。

　立ち上がると何かがパラリと床に落ちた。両手足を縛っていた縄だ。いつの間にか切れていたらしい。

　足元に転がるそのささくれた太い縄を見て、私はずっと引っかかっていたあることを思い出した。

　そうだ……。キム先生のお見舞いに行ったあの夜、セルゲイは縄なわ梯ばし子ごを持っていなかったのだ。彼はどうやって三階の私の部屋まで上り下りしたのだろう。

「怖い思いをさせてすまない。怪我はないか？」

「あの……これは……」

「マドレーヌと神殿長は無事だ。まさかリサが狙われるとは思わなかった。お前の騎士なのに、すまない」

　私は目の前に立つセルゲイを見つめて黙っていた。

　柔らかそうな長い黒髪が、汗で顔の周りに張りついている。走ったのだろう。

　黒いブーツは土まみれで傷だらけになっていた。必死で駆けつけてくれたのだろう。

　詰め襟の騎士の正装は胸深く開けられていた。──いつものことだけれど。

「リサ、どこか……」

「小屋と火を、どうしたんです？」

　彼は答えず、私を表情の読み取れない瞳で見つめ返していた。美しいその二つの青が、薄暗い森の中で場違いに明るい存在感を放っていた。

　私は神力を使いこなせなかった。だから、小屋を崩壊させたのは私ではあり得ない。

「セルゲイさん、凄く神力が使えるんですね。本当は、私の部屋にも縄梯子じゃなくて神力を使って上がって来たんですよね？」

　大神殿騎士団に入るには、ある程度の神力が必要だと昨日セルゲイは言っていたが、これはある程度などというレベルではない。

　セルゲイの両目が狭まり、頰が微かすかに引きつった。彼は観念したように深く息を大きく一つ吐き、答えた。

「そうだ。小屋は俺が灰かい塵じんに変えた。アレンと俺は神力の使い手だ──それも決して弱くはない。だからお前が今回攫さらわれたのは、完全に俺達の落ち度だ」

　セルゲイは私の手を取り、立たせた。

「アレンは俺の居場所が感知できる。それにあの火と煙は神殿の人間にも見えただろう。じき迎えが来る」

　セルゲイに手を引かれて歩き始めた。少し進んだところで彼は異様に低い声で言った。

「俺のせいで、こんな目にあわせて──本当に、申し訳なかった」

　──本気で死ぬかと思った。怖かった。

　安堵のあまり張り詰めた神経が緩んだ反動で、涙腺が弱くなるのが自分で分かったが、私に語りかけるセルゲイの口調は、どこか感情を押し殺した重さと暗さがあり、私は感情を表に出す機会を見失っていた。

　振り返ると後方に草に覆われた白い石の土台らしきものが見えた。あれは何かの遺跡だろうか。

　私達は一本の獣道を歩いていた。予想以上に長いその距離に辟へき易えきしながら、私は気になったことを尋ねた。

「セルゲイさん。私を助けに来てくれる途中で、私を攫さらった犯人達と鉢合わせしませんでしたか？」

「……見ていない」

　それはひどく違和感があった。

　小屋まで一本道なのに、会わないことがあり得るだろうか。でなければ彼らはどこへ行ったというのか。

「見ませんでしたか？　小太りの男と、体格のいい……」

「見ていない」

「私、最初はマドレーヌさんと間違われたんだと思ったんです。彼女が狙われていると大神官様に聞いていたので。でも、彼らは確かに私を……」

「少し黙っていろ。無駄に体力を使うな」

　私の疑問は行き場を失った。護衛のくせに誘拐犯の特徴を聞きもしないのか。

　でも私は聞いて欲しい。私の命を奴やつらがどれほど軽んじたかを。

　聞こうとしない上に、なぜかセルゲイの機嫌は著しく悪化していた。




　迎えとはなかなか合流できず、私達は黙々と暗い山の獣道を歩き続けた。どこまでも続く同じ景色と一本道に、私は不安になり始めた。

　方向は合っているんだろうか？　変わりばえしない森の不気味な木々を見ていると、実は逆に黒い森の奥深くに向かっているのではなかろうか、という気さえしてくる。

　前を歩くセルゲイは腰から下げた剣にずっと右手を掛けていた。時折りそれを僅かに抜いたり、引いたりを繰り返している。何をしているのだろうか。

　居心地の悪さに黙っていられなかった。

「あの、彼らは私を大神官付秘書と呼んだんです。おかしいですよね？　どうして……」

　唐突にセルゲイが立ち止まった。そのまま敏びん捷しょうな仕草で私を振り返る。

「あの四人はリサが大神官付秘書だと分かっていたのか？　他に何と言っていた？」

　あの四人──？　私は小屋にいた犯人が四人とは言わなかったのに。まるで面識があるみたいな変な言い方ではないか。

　私は首を縦に振った。

「私が大神官様の奥方の最有力候補だとも言っていました。だから私はマドレーヌさんだと思われているのかと……」

　ガチャ、とセルゲイが握る剣が鞘さやと擦れて音を立てた。柄つかを握るセルゲイの手の関節が白くなっている。少し様子がおかしいのではないか。

　私が候補の一人であることは、大神殿の人間しか知らないはずだ。今まで訪れた神殿でも敢あえてその事実は隠してきた。それなのに誘拐犯達がそれを知っていたなら、情報がどこかから漏れていたことになる。もっとも私は最有力候補などではないから、マドレーヌの情報と微妙に混ざっているのだろう。

「最有力候補？　大神殿付秘書のリサが？」

　なぜか鋭利な刃物を思わせる鋭い目つきで彼は私を見ていた。私は急にわけもなく、二度目の命の危機を感じた。

　剣を握りながら睨まないで欲しい。ここには護衛対象である私しかいないのに、なぜ剣を握り締める必要がある。

「あいつらは誰に頼まれてリサを誘拐したのか、話していたか？」

「いいえ。金で頼まれたみたいな話はしてましたけど」

「……おい、なぜ後ずさるんだ」

「セルゲイさんがジリジリこっちに迫ってくるからですよ。……ちょっと、お顔が怖いんですけど」

　一連の会話から私は確信した。セルゲイは噓うそをついている。でもなぜそんな必要があるのだろう。絶対にセルゲイは誘拐犯達と鉢合わせしたはずだ。奴らをどうしたのか。

　不意に私の脳裏に、クリストファーが言っていたことが蘇った。大神殿内部に内通者がいると言っていたが、まさかそれはセルゲイのことではないのか……？　私の中で今までセルゲイに対して抱いていた疑問がむくむくと膨れ上がった。だいたい、ここに一人で駆けつけていること自体が怪しい。

「俺としたことが、はやまったことをした」

　──何、それってどういう意味？

　私を追い詰めるように近づき、ひたと見つめてくるその読めない表情に焦じらされる。

　私は最初からセルゲイにいいように騙されていたんじゃないだろうか？　アイギル小神官が言っていた、私の特殊な立場を目当てに擦すり寄る人間とは、セルゲイのことだったのかもしれない。思えばセルゲイは訪問する神殿の先々で私の仕事の邪魔ばかりしていた。

　顔がいいからといって善人とは限らない、と散々自分に言い聞かせていたのに。

　慣れない強引さに戸惑いつつも、たまに見せられる弱さや優しさにいつの間にか騙されていた。私みたいな厄介な第五界人が顔と金を持て余している彼に、相手にしてもらえるわけがないのに。最初から妙に馴なれ馴なれしいからおかしいとは思っていた。私と懇こん意いになって、私を情報源として利用する気だったんだ。

　セルゲイはスパイだ。間違いない。

「セルゲイさん、私をどうしたいんですか」

「それはどういう意味だ？」

「そっちこそ、はやまったってどういう意味です？」

「……お前が怖がるだろうから、言いたくない」

　もう十分、一生分の怖い思いをしたし、今は貴方が怖過ぎるから！

　私は答えを待ってセルゲイを睨にらみ続けた。するとセルゲイは観念したかのように呟いた。

「本当はリサを攫った男達と途中で鉢合わせした。だが俺はあいつらを殺してしまった。聞き出すべきことがたくさんあったのに……リサを、殺したと笑ったから」

　──えっ……？

　私の為に、誘拐犯達を殺した？　あの男達を？

　では遺体はどうしたんだ。ご丁寧に隠したのか。

　セルゲイは握り締めた剣に目を落とした。悔しそうに顔を歪ませ、固く握られた剣は小刻みに震えていた。

「リサを失ったのかと思ったんだ。俺達が不ふ甲が斐いないせいで。お前を奪われたのかと思うと……手加減ができなかった」

　そんな……。いつだって不甲斐なかったじゃないか。

「本当ですか？　セルゲイさんは、実はどこかの神殿に雇われている間かん諜ちょうなんじゃないですか？」

　落ち込みのあまり強い後悔を刻んでいた表情が一変し、今度は青い双そう眸ぼうが啞あ然ぜんと見開かれた。

　大きく開いた瞳が揺れ、数回瞬く。

「俺を何か疑っているのか？　なぜだ。俺にはリサが何の話をしているのか、まるで分からない」

　セルゲイは表情を和らげると、両手を広げて私の肩に伸ばそうとした。

「混乱しているのか？　無理もない。さっきは恐ろしい思いをさせて、本当に悪かった」

　私はかぶりを振りながら、セルゲイの伸ばした腕から後ろへ一歩下がった。

「私、なんだか今セルゲイさんが分からないんです。色々あり過ぎて信用できないんです。だって考えてみたら私、セルゲイさんのことを全然知らない」

「俺とアレンだけは信じてくれ。もう二度とこんな目には合わせないと誓うよ」

　またきっと、言葉だけうまいこと言っているんだ。信じない。騙されちゃダメだ。

「私を利用しているんでしょう？　女性を喜ばせる言葉ばかり並べて、気があるみたいな芝居までして」

　不覚にも涙が出そうになるのを、歯を食い縛って堪こらえ、セルゲイを睨みつけた。

「リサだけが喜んでくれれば、俺は満足だ。信用してくれ」

「セルゲイさんの言葉は、口先だけの噓ばかりです。私が好きだなんて思ってもいないくせに」

　まずい。スパイかどうかを聞きたいのに、話が感情的になるのを抑えられない。

「そんなことするから、私はセルゲイさんを好きになっちゃったのに！　噓つき！　こんなの酷ひどいよ……」

　セルゲイの腕が私の肩をとらえ、次の瞬間には彼の腕の中にいた。一瞬喜びに似た感情が私の中を駆け巡り、けれどもすぐに反発心が芽生える。

　離れようともがいたが、セルゲイの力は強く、逃れられない。その私にセルゲイは熱っぽく語った。

「好きだ！　この気持ちは偽りなんかじゃない。確かに、最初は毛色の変わった子がいるな、と興味を持って面白半分で近づいた。でも、お前と一緒に過ごすうちにどんどん惹ひかれていったんだ！　信じてくれ……」

「──じゃあ、私のどこが好きなのか言ってみせて下さいよ！」

「言えば納得するんだな？　それなら言ってやろうじゃないか。リサは素直で表情が可愛い！　特に笑顔が可愛いんだ。あと幸せそうに食べる姿が愛らしい小動物みたいで、ちょっと狡ずるい！」

　抱き締められたままの状態でまくしたてられ、恥ずかしさのあまり口を挟もうとするが、その間がない。

「リサは頼りなさそうに見えて、結構冷静な見方をするし、芯が強い。でも実は恐ろしく謙虚だ。下らないと自分で言っているくせに、猛烈に真面目にこの仕事に取り組んでいるひた向きさが堪らない！　……ああ、もう、何ていうか、動きが、話し方が、仕草が、顔が全部可愛い！」

　ここでやっと私は、もう十分気持ちは伝わったからやめてくれ、と口を挟むことができた。

「あの茶髪に、動揺させられているんじゃないか？　護衛の俺を疑ってどうする。大神殿には内通者がいるのかもしれない。だがそれは断じて俺じゃない。……俺は大神殿に内通者がいる疑いがあることを一部の高神官から予あらかじめ知らされていた。あわよくばその人物を洗い出し、関係者を一網打尽にしようと思っていた。だから、殺してはいけないと分かっていたんだ。なのに、あいつらを……」

「本当に？　信じていいんですね？　今度怪しい真ま似ねしたら、大神官様にセルゲイさんは間諜だと言いつけますよ」

　セルゲイは苦笑した。

　そのまま私の頰に口づけた。

「好きだ。今の俺には他の女性なんて、本当にどうでもいいんだ」

　私の身体に密着したセルゲイさんの胸の辺りから、彼の心臓の激しい鼓動が伝わる。

　セルゲイさん、凄くドキドキしてるんだ……。

　私達はしばらくの間、そうやって抱き合っていた。




　獣道を抜けて馬車の轍わだちが幾重にも刻まれた小道に出ると、デフレー神殿からの迎えの馬車とようやく落ち合うことができた。

「秘書様！」

　馬車から飛び出て来たのは、髪を振り乱して私に駆け寄るマドレーヌだった。蒼そう白はくな彼女の滑らかな頰には掠り傷が数本走っていた。攫われそうになった時についたものだろう。

　最有力候補の顔に傷をつけてしまった。大神官付秘書として情けない。カリスマ大神官からお叱りを受けかねない。だがマドレーヌは私の前まで来ると、両手を組み胸に当て、膝を折った。

「秘書様。わたくしと間違われて賊に攫われたと伺いました。わたくしのせいで、申し訳ありません！」

「そんなこと仰おっしゃらないで下さい、マドレーヌさんのせいなんかじゃありませんから」

　厳密に言えば間違われたのではない。あの男達ははなからマドレーヌではなく、大神官付秘書の私を狙っていたのだ。最有力候補というのは情報が混ざったのだろう。今冷静に考えれば、地元で有名なマドレーヌと、容姿が全く異なる私を間違えるとは考えにくい。だが内容が内容なだけに、今それを話したくはなかった。

「マドレーヌさんこそ、お怪我はありませんか？」

「ありません。大神殿騎士様のお二人に、すぐに助けて頂きましたので」

　アレンが私とセルゲイにだけ聞こえる小さな声で、耳打ちした。

「マドレーヌ様と神殿長を襲った男達は、皆捕らえて街の自警団に引き渡しました」

　自警団とはこちらの国にある街ごとの警察みたいなものである。

「リサを攫った奴らは全員殺した。すまん」

　セルゲイがそう漏らすと、アレンは一度軽く目を見開いてから、呆あきれたように溜め息をついた。

「遺体はどうなさったのです？」

「森の中に捨てた。武器以外は何も持っていなかった」

「それでは背後関係や目的が分かりませんね。マドレーヌ様達を襲った男達とグルならば話は早いですが。神殿長がきつく取り調べをさせると言っていましたから、早晩明らかになるでしょう」

　私を攫ったあの男達が皆殺されたと聞いても、私は同情など欠片も抱かなかったし、寧ろセルゲイに感謝したいくらいだ。しかし黒幕が野放しになるのは絶対に嫌だ。

　セルゲイは少し考え込む仕草をした。

「どうかな。……自警団はそれほど信頼に足る組織じゃない」

　神官達が一台の馬車の扉を開けると、彼らの手を借りてゆっくりと馬車を降りる人物がいた。

　神殿長だ。

　彼は地面に降り立って顔を上げるなり、私を不思議な顔で見た。軽い驚きを含んだような、困惑が滲にじみ出ているような顔だ。

　私が誘拐されたことに動揺しているのだろう。

　小刻みに歩を進めて私の正面に来ると、神殿長は言った。

「ご無事で何よりです。この地に不ふ埒らちな輩がおりましたこと、デフレーの神殿の長として深くお詫わび申し上げます」

　神妙な面持ちで神殿長は頭を下げた。








第七章　デフレー神殿の怪









　デフレーは聞きしに勝る大きな街だった。

　規模や雰囲気は王都と非常によく似ていた。南の王都と呼ばれているのも大いに納得できる。

　街の中心に位置する広場も広く、賑にぎわいを見せており、買い物客で溢あふれていた。赤茶色の石畳を敷き詰めた広場の奥に、堂々と聳そびえる大きな建物が神殿だった。

　灰色の塔がぐるりと周囲を囲み、その上部に白い長方形の建物が乗った、不思議な形をした神殿だった。

　中に入るとあちこちに観葉植物が茂り、やたらマイナスイオンを感じられる神殿だった。壁には所々タペストリーが掛けられ、通された応接室らしき部屋にも大きな絵画が飾られ、なんだか神殿というよりも城の様相を呈している。

　私は座った革張りのソファを撫なでた。肘掛けは細かな彫刻のされた光沢ある木でできていて、セットになっている机も象眼細工らしきものがされており、実に高級そうだった。南の神殿は随分と羽振りがいいらしい。

「迎えの馬車もかなり立派なものだったな」

　私と同じことを考えたのか、セルゲイが呟つぶやいた。

　扉が開かれ、神殿の職員が入って来た。

　私達三人の目は、ほぼ同時にその若い女子職員が持つ銀色のトレイに注がれた。どうやら初うい々ういしくも緊張しているらしく、トレイにのったカップがカチャカチャと音を立てて揺れている。中身が零こぼれていないとしたら奇跡だろう。私達を接待する役目を担になっていることが嬉うれしくて仕方がない、というはちきれんばかりの笑顔を見せている。その職員が恭うやうやしく提供してくれたのは、お茶とクラッカーみたいなお菓子だった。お茶は見事にソーサーに零こぼれていた。

　私達は目に見えて落胆した。カップが持ち手まで濡ぬれていたからではない。

　身に余る贅ぜい沢たくは慣れるものらしい。毎回各地の神殿で豪勢な食事と酒で歓待してもらっていた為ために、つい同じレベルのものを無意識に期待してしまっていたのだ。私達はこの時点でかなり空腹を感じていた。

　それにしてもなぜにクラッカー。

　もっと気の利きいた茶菓子はなかったのか。例えばクッキーとかケーキとか。黒い森でのキャンプで携帯用クラッカーを二食連続で食した私達には、毒の効いた冗談にしか思えない。

「リサ、クラッカーに穴が開くぞ」

　笑い交じりにセルゲイに注意され、私はハッと目をクラッカーから離した。それを見た若い職員は軽やかに笑って言った。

「どうぞ、ご遠慮なさらずお召し上がり下さい！　つまらないものですが」

　本当につまらないものだ。是非遠慮したい。

　私達がカップに残った茶をチビチビとすすっていると、神殿長と数人の神官達がマドレーヌを連れてやって来た。彼らは浮かべていた愛あい想そ笑わらいを瞬時に消失させて、ビショビショのカップとソーサーを凝ぎょう視しした。まさか私達が飲み散らかしたとは思っていないと信じたい。

　対する私はマドレーヌが先ほどとは違う、青いドレスを着ていることに驚いた。とてもよく似合っている。サラリとしたシンプルなデザインが、彼女のスタイルの良さを上う手まく引き出している。

「大神官付秘書様、大神殿騎士様。お待たせいたしました。……デフレー神殿へようこそおいで下さいました。まずはこの偉大な歴史を持つ神殿の中をご案内いたしましょう！」

　そう言うなりデフレー神殿の歴史について嬉き々きとして語り始めた神殿長を、マドレーヌがやんわりと制止した。彼女は私達を見つめてから、神殿長に提案した。

「まずは皆様にお食事を召し上がって頂いては？　秘書様はとりわけ入浴をされたいのではありませんか？」

　なんて気が利く女性だろう！

　私は是非ともお願いします、と頷うなずいて神殿の浴場を借りることにした。




　神殿の奥にある浴場に案内されると、私は安あん堵どで顔を綻ほころばせた。

　森でかいた大量の嫌な汗を、気持ちよく流す。

「生き返る……」

　汚れを洗い流して白い大理石調のバスタブに浸つかっていると、浴場に誰かが入って来た。

　こんな日中の時間に他に人が来るとは思っていなかったので、驚いて出入口を見ると、ドレスを着たままマドレーヌがこちらへやって来るではないか。

　まさか私の背中を流しに来たのだろうか。

　特異な状況に言葉を失っていると、マドレーヌはバスタブに浸かる私の近くに屈かがんで、囁ささやいた。

「秘書様。お手伝いいたします」

　──て、手伝う!?

「な、何をでしょうか……！」

「お身体からだと御髪おぐしを洗わせて下さい」

　私の頭の中は真っ白になったが、マドレーヌはあくまでも真剣な顔をしていた。これは私に対するゴマスリの一種なんだろうか。それとも南では客の身体を洗う風習があるのだろうか。

「せ、折角ですが……どちらも洗い終えましたので、お手伝い頂かなくとも結構です」

「いいえ、洗わせて下さい」

　断ったにもかかわらず、凛りんとした表情のままマドレーヌは手て桶おけにバスタブの湯を汲くみ、豪快な音を立ててタイルの床に撒まいた。再び湯を汲くみ床に撒きながら、マドレーヌは私の耳元に顔を近づける。

「秘書様。デフレーの上辺だけをお信じにならないで下さいね」

　何のことか、と聞き返そうとする口をもう片方の手で塞ふさぐ仕草をされたので、私は黙った。マドレーヌはもう一度汲んだ湯を床に撒きながら、口を開いた。

「この南の地の神殿の者は、大神殿の秘書様ですら、心の中では見くびる者が少なくありません」

　私はこの時点でやっと気づいた。マドレーヌは他の人に聞こえなくする為に、床に湯を撒いているのだ。こんな方法を使ってまで、私と二人きりになり緊急に伝えたい何かがあるということか。

　落とされた湯がバシャバシャとタイルの上を跳ね、薄うっすらと湯気を立てていく。

「この神殿は腐敗が進んでいます。幹部の人間は私腹を肥やすことしか頭にありません」

　私は目を見開いた。腐敗──などという単語を神殿で聞くとは思わなかった。ましてやこの神殿が大神官の奥様候補に推挙する女性神官の口から。

「この神殿をよくご覧になって、現状を遠い王都の大神殿にお伝え下さい」

　バスタブの湯を殆ほとんど床に撒き終えるとマドレーヌは一礼して浴場から退出した。

　私はすっかり浅くなった湯の中でしばし考えた。マドレーヌはこれまでの候補者達とは全く違う女性だった。自分を推す神殿を告発するなんて。

　マドレーヌが言ったことは本当なのだろうか。

　ふと嫌な胸騒ぎがして、バスタブを飛び出す。

　浴場を出ると、脱衣所にタオルを持った女性職員が立っていた。彼女は慌てて出て来た私を見てびっくりしたのか、一瞬目を丸くしたが、すぐにおずおずと笑みを見せて抱えていたタオルを差し出してきた。

　お礼を言いつつも、疑念が首をもたげる。タオルなんてその辺に置いておけばよいではないか。わざわざ待っている必要性はないだろうに。

　急いで服を着ると、同じ女性職員が今度は新しいミニタオルと櫛くしを手に近づいてきた。

「御髪を乾かしましょう」

「いえ、ちょっと急いでいるので結構です」

「秘書様。髪に良い香油も用意してございますれば……」

　私は脱衣所の出口を塞ぐような場所に立って食い下がる職員を無視し、濡れた髪のまま廊下へ走り出た。お待ちを、と狼狽うろたえる職員の声を背に、全速力で自室まで駆け抜ける。まだ足の裏が湿り気を帯びていて、靴が皮膚にくっついて気持ちが悪いが、それより部屋に早く帰る方が大事だ。

　真しん鍮ちゅうのノブに手を掛けて一気に回すと、止まることなくノブは回りきり、呆あっ気けなく扉が開いた。

　鍵をかけてから出たのに！

　緊張と恐怖で息が止まりそうになる。そっと扉を押し、廊下から部屋の中を覗のぞき込んだ。

「ここで何をしているの……？」

　私の部屋の中には若い女性職員がいた。私の荷物の前に座り、私が戻って来たことに気づくとビクリと身体を震わせ、何かを上着のポケットに押し込んだのが見えた。そばかすが鼻や頰に散った顔を白くして、小さな唇を震わせている。赤く柔らかそうな髪が風もないのにそよぎ、彼女の動揺を表しているみたいだった。

　黙ったままの職員にもう一度言う。

「私の部屋で、貴方あなたは何をしているの？」

「あの、お部屋を片づけようと……」

「十分片づいているじゃない。鍵はどうしたの？」

　職員の顔が一層白くなった。

　この若い職員が独断で部屋の鍵を借りられるわけがない。背後に誰かがいるのだろう。

「誰に頼まれて私の持ち物を探っていたの？」

「た、頼まれてなんていません！　それに探るだなんて」

　私は大股で歩み寄り、制止を振りきり彼女のポケットの中に手を突っ込んだ。中からは紙の束が出てきた。

　今度は私の手が震える。それは大神官の妻候補の名が書き連ねられた、例のリストだった。以前、謁見の間の奥にある部屋で大神官から直接貰もらったものだ。

「これをどうするつもりだったの？　どうしてこれを盗とろうとしたの！」

　相変わらず職員は顔を白くしたまま、唇を真一文字に嚙かみ締めて口を開かない。

「黙っていないで答えなさい！」

　堪たまり兼ねた私が怒鳴ると彼女は再びビクリと身体を震わせ、その重そうな口を開いた。

「王都の大神殿の、それも大神官様の秘書をなさっているリサ様は、あたしには雲の上の方だから……。ど、どんな物をお持ちなのかなと思ったんです」

　溜ため息いきが出た。下手な噓うそだ。

「お返ししますから！　ごめんなさい。もうしません」

　深く頭を下げて、部屋から逃げようとした彼女の腕をすぐさま摑つかみ、部屋の扉を内側から閉める。謝って済むなら、警察はいらないのだ。

　私も随分舐なめられたものだ。どう見ても私は彼女より五つは年上だろうし、何より私の肩書きを考えれば、己の人徳のなさに切なくなるような展開だ。

「まだ話は終わってません。貴方はどうしてこのリストを狙ったの？」

「リストなんですか？　知りませんでした。何のリストなんですか、それ？」

　質問をしているのは私だというのに、たいした度胸だ。

　彼女は目を不思議そうにパチパチと瞬まばたき、都合の悪さを見せかけの無知で誤魔化し、追及を逃れようとしていた。

「リストを一番欲しがるのは、この神殿では、候補者を出している責任者の神殿長でしょうね。貴方、神殿長に頼まれたの？」

「違います！」

「貴方は頼まれたら、何でもするの？」

　彼女はただ首を横に振った。赤い髪がフワフワと揺れ、炎みたいだ。自分が黒い森で放火の上、殺されそうになったことを思い出す。

　──何なのもう、許せない。

「貴方は泥棒なの？」

「違います！　私はただ……」

「やり方が手ぬるいですよ、リサ様」

　突然部屋に入って来たのはアレンだった。

　アレンの部屋は隣だったのだが、私は食事を先に貰っているものだと思い込んでいた。彼も私と同様、入浴を優先させたらしい。しかも彼の髪もまだ濡れていた。まさかマドレーヌの不穏な助言をアレンまで貰って、急いで部屋に戻ったのだろうか。一瞬、全裸で湯浴みするアレンの耳に口を寄せ、囁くマドレーヌを想像してしまい、絶句した。どちらも驚くほど平然としていそうだから怖い。

　アレンは自分を睨にらみつける若い女性職員の手首をサッと摑むと、目にも留まらぬ速さでそれを後ろにねじり上げた。若い女の子特有の、黄色い悲鳴が上がる。

　彼女の額に脂あぶら汗あせが滲にじみ、痛みに顔を歪ゆがめるが、同情は禁物だ。うかうかしていると今度はこちらがまた殺されかねない。

「黒幕は誰だ。痛みが身体に残らずに済むうちに言え」

　だが職員は歯を食い縛り、首を横に振る。アレンは面倒そうに小さく舌打ちをした。

「右か左。選べ」

　彼女の瞳が恐怖に見開かれた。

「それも答えないのか。ならば左にしてやる」

　コキっ、とくぐもっただが決して小さくない音が彼女の肩からしたかと思うと、一層甲高い叫びが部屋に充満した。彼女の左腕がおかしな形に垂れていて、解放された右手で必死にそれを押さえている。

　こ、これは拷ごう問もんというやつでは……!?

　流石さすがに私も焦あせり、目の前で苦しむ職員を正視できず、目を背そむけて言う。

「アレンさん、あの、大神殿騎士団ではいつもこんな、ご、拷問を？」

「時と場合によります。それに尋じん問もんと言わせて下さい。骨を折ってはいません。関節を抜いているだけですから」

　それなら安心だわ、と考えるのは酷こくなくらい、彼女は痛みに悶もん絶ぜつしていた。

「答えねば次は右だ。不便になるな」

「い、言いますっ！　言えばいいんでしょっ！　だからやめて！」

　涙と鼻水で顔をグチャグチャにしながら彼女は叫んだ。私は心底安堵した。

「早く言え。時間稼ぎか？」

　アレンが再び職員の右手を摑む。

「し、神殿長ですっ！　秘書様が仰おっしゃった通り、神殿長に命じられて、お部屋を物色しました！」

　アレンは彼女を放した。

　私は念の為確認をした。

「本当に？　なぜこんなことを神殿長が？」

　ゼエゼエと肩で息をしながら、彼女は私を睨にらんだ。拷問の片棒を担かつぐ悪人秘書にでも見えているのだろう。最も早はや仕方がない。

「質問には迅じん速そくに答えろ。右もか？」

　アレンの淡々とした声色が逆に恐ろしい。彼女は恐怖に顔を引きつらせて口を開いた。

「秘書様もマドレーヌ様と同じく、実は候補者のお一人なのだと、神殿長が仰って……。その証拠を、持ち物の中から見つけて来いと命じられたのです！」

　恐れていた事態だった。

　やはり大神殿の内通者からの情報が、この地まで流れていた。そればかりでなく、私は新たな疑問を抱いた。

　まさか私を攫さらうよう黒い森の盗賊に頼んだのは神殿長か……？　いやいや、南の王都と呼ばれるほどのデフレー神殿の神官達を束ねる人間が、そんなことをするはずがない、と思いたい。

　私は手の中のリストを念の為、確かめた。最後に書き連ねられていた私の名前は、以前私が黒く塗り潰した為に判別不可能になっている。

「それは神殿長の誤解です。私は候補者なんかじゃありません」

「ですが……神殿長は、我が神殿のマドレーヌ様が大神官様のお隣に並び立つ可能性が一番高かったはずなのに、最近秘書様が最有力候補に変わった、と憤ふん慨がいされてました」

　私の疑問は確信に変わった。

　あの誘拐劇の黒幕は神殿長だ。

　手の中のリストをキツく握り締める。

　私を攫った男達の、人間性の欠片かけらも感じさせないあの目。火に取り囲まれて助けを求める私を、何の躊躇ためらいもなく見殺しにしようとしたあの後ろ姿。

　僅かに思い出すだけで、胃に痛みが刺し込むほどの残酷な行為。あれをやらせたのが神殿のトップ……？

　大神官の予感通り、私はこの地で確かに悪意を向けられていた。それも命を奪われかねないほどの強烈な悪意だ。その主体が神殿長とあっては、まさに私は火の中に飛び込んだ虫に等しいではないか。しかも私が最有力候補だという誤報から始まっている。その内通者が恨めしい。今や私はその人物に明確な殺意を抱いていた。

　ああ、大神官すら憎らしくなってきた。

　私が心配だ、とか何とか耳に唇を押しつけんばかりの距離で囁いていたくせに、結局私がデフレーで危険な状況にいるのは全部あのカリスマのせいではないか。

「リサ様。この娘どういたしましょう。人知れず始末することも可能ですが」

　左肩を押さえて泣いていた若い女性職員は、絶望で目を昏くらくした。同時に私もどっと疲れた。私の部屋で職員が一人忽こつ然ぜんと消えたら、それこそ神殿長につけいる隙を与えるだけではないだろうか。

　私は大神殿騎士団に対する認識を変えざるを得なかった。

「アレンさん……。私は今まで、大神殿騎士達って、貴族の若い男性が煌きらびやかな衣装と顔でお飾りよろしく大神殿の前に立って、申し訳程度の警備をしている集団なんだと思っていたんですけど」

「その認識に誤りはありませんよ」

　いやいや、誤りだらけでしたよ。

　地球でいう、ヨーロッパのお城の前にイケメン兵隊がいて、観光客と写真に収まっている光景がずっと私の頭の中にはあったのだ。しかし実際は、少なくとも私が知っている大神殿騎士は、バリバリに神力が使えるし、サクサクっと些いささかの躊躇いもなく人を斬り捨てる。

　全然、お飾りなんかじゃない。

　ああ、というか、悲しいかな私こそがお飾りだし。

「リサ様？　遠い目をされてどうなさったのです。現実逃避なさらないで下さいね」

　アレンさん、と私が呻うめくと、それまで痛みからか俯うつむいていた職員がガバリと顔を上げた。

「アレン……。もしかして、貴方はあの有名な大神殿の鉄壁の騎士様ですか!?　リード侯爵家のご嫡ちゃく男なんの……？」

　なんだそれは。

　アレンは私にとって氷崖の騎士であって、鉄壁の騎士などではない。勝手にアダ名をつけないで欲しい……。

　謎の反発心に燃える私を尻目に、当の本人は問いかけに対し首を縦に振って同意した。

　えええ!?

　あんた、鉄壁の騎士とやらなの？　全国的に有名な騎士なの!?

「アレンさん、何なんです、その鉄壁の騎士って？」

　アレンがそれに答える前に職員が床に突っ伏し、まるで寒さから身を守るかの如ごとく盛大に身体を震わせて慟どう哭こくし始めた。

「お、お許し下さい！　どうか命だけは助けて下さい！　私だってやりたくてこんな真ま似ねをしたのではありません……！」

　彼女の豹ひょう変へんぶりに、私が呆気にとられた。

　だがボンヤリしている場合ではない。私はまずアレンに彼女の肩の関節をなおすよう、頼んだ。アレンはいかにも不服そうな顔をして言った。

「それがリサ様のお望みならば」

　アレンが彼女の身体を押さえ、強く左肩を押し込むと、一瞬悲鳴が上がった。顔を覗き込むと、彼女の表情はもう痛みに歪んではおらず、代わりに恐怖に引きつっているだけだった。

　彼女の正面に膝をつき、語りかける。

「ねえ、貴方。名前は？」

　パンジーです、と囁くような小声が返ってきた。

「ねえパンジーさん、神殿長に命令されたからって、何でも言うことをきく必要はないんだよ？　あなたも物の善悪はつくでしょう。いざとなれば他の神殿に移ることだってできるんだし」

　パンジーはコクコクと頷いた。同意というよりは、単に許してもらいたくてそうしているのだろう。

　この職員を神殿長に突き出すべきか悩んだが、シラを切られたらおしまいだ。

　私はまず自分の仕事を優先させなければならない。マドレーヌを大神殿に連れて行くか否いなか。それまではイザコザを起こしたくなかった。

　神殿長を追及するのは彼女の証言だけでは難しいし、今はその時期に相応ふさわしくない。

「パンジーさん。神殿長にはこのことを内緒にしましょう。互いの為に。貴方は特に目ぼしい物は何も見つけられず、私やアレンにも見つからなかった。そう神殿長に報告できる？」

　パンジーは額を床に擦こすりつけながら、ハイ、仰る通りに、と答えた。

「それと、もう一つ教えて欲しいんだけど。鉄壁の騎士って何？」

「リサ様。そんなことはどうでもよろしいではありませんか」

　不満を挟むアレンにチラリと視線を送り、少々気にした様子ながらもパンジーは小さな声でしゃべりだした。

「鉄壁の騎士様は、デフレーでもそのお名前が知れ渡っています。大貴族のご子息ながら、武芸に恵まれ、入団間もなく異例の早さでご出世されたとか。千人の敵を相手に一人で打ち負かし、その警備は鉄壁の守りを誇り、大神殿に侵入するものはペンペン草一本許さないとか」

「ペンペン草……」

　私の呟きを無視して、パンジーは続けた。

「泣く子も黙る鉄壁の騎士様、誇り高き栄光の大神殿騎士様にして国王陛下の甥おいであらせられるアレン様。そのアレン様とは知らず、とんだ狼ろう藉ぜきを……」

　国王陛下の甥？

　私はギョッとして隣に立つ氷崖の……じゃない、鉄壁の騎士を見た。

　私はパンジーにもう一度、神殿長には何もなかったと報告せよと言い含めると、哀れにも生まれたての子鹿のようにまだ震えている彼女を部屋から追い出し、鍵を内側からかけた。そのままアレンに向き直る。

「アレンさんは、王様の甥なんですか？」

「リサ様は、ようやく私にご興味を抱かれたのですか」

　言われてみれば図星だった。確かにアレンに身の上話を聞こう、とは思っていなかったし、それどころか世間話すら早々に諦めていたけど。しかも同行者の強烈なインパクトにすっかり霞かすんで、私の中で影みたいなポジションになっていたけれど。

「いや、アレンさんこそ、セルゲイさんしか眼中になかったし……」

「私の母親は現国王の妹なのです。ちなみに国王の正妃は私の父の姉であり、どちらの意味でも私は国王陛下の甥です」

　アレンは涼しい表情を一ミリも崩さずに驚くべき事実を言った。サル村の人間にとっては、国王なんて最早存在するのか疑わしいほど、遠い存在だった。その甥を目の前にしているなんて。

「国王って、本当にいるんですね」

「私としては大神官様の屋や敷しきを壊す人間が存在する方が、感動的でしたよ」

「そんな、ご謙けん遜そんを……」

「別に謙遜をしたつもりはありません」

　奇妙な沈黙が流れた。

　私はアレンの濡れた髪に目を走らせた。

「アレンさんは先に食堂に行かれたのかと思っていました」

「食卓は皆で囲む方が楽しいではありませんか。愛おしくも大事なリサ様をお一人で寂しく食事させるわけにはいきません……」

「えっ、アレンさ……」

「……と、セルゲイ様が仰ったものですから。私は瀕ひん死しの腹の虫を叱しっ咤た激励して入浴を優先させたまでです」

　私は一瞬アレンにさえ殺意を覚えた。人を不当にいい気にさせておいて、突き落とすのが得意らしい。無性に苛いら立だたしいのはお腹なかが空いているからだろう。落ち着け、私。

「セルゲイさんは？」

「髪を乾かすのに時間がかかっています。じき戻られますよ」

　そうか。

　私より長い見事な黒髪なのだから、乾かすのに時間がかかって当然だ。きっと職員から香油攻撃にあっているに違いない。

　私はもう一つ気になって仕方がないことを聞いた。

「アレンさんはどうして髪が濡れたままなんです？　まさか、お風ふ呂ろ場にマドレーヌさんが現れたとか？」

　するとアレンは金色の眉を軽く跳ね上げた。

「よくご存知で」

　──ええええええっ！　それはマズイよ、マドレーヌさんっ！

　いくら事情があっても、男性の浴室に入ったら駄目でしょう！

　呼吸の仕方を忘れたかの如く、あわあわと妙な息継ぎを繰り返す私を、アレンは不審そうな冷めた目つきで見ながら言った。

「大広間で食事の支度をしてもらっているはずですので、先に行きましょう。マドレーヌによれば神殿長は大変な大食漢で、早く行かねば私達の食事がなくなるそうです」

「……そんな伝言をわざわざマドレーヌさんが？」

　私への伝言とは随分違ったものだったらしい。ならばアレンはそんな伝言を受けて、髪も乾かさずに急いで部屋に戻ったのか。余程空腹に耐えかねていたのか。気になることは、今聞いてしまえ。

「ま、まさかセルゲイさんとアレンさんは、二人一緒にマドレーヌさんに背中を流してもらったり髪を洗ってもらったりしてないですよね？」

「リサ様がそのような想像をなさるとは意外です。彼女は男性職員を通して伝えてきただけですよ」

　──ああ、なんだ、そういうことか！　よかった……。

　私は心からホッとして胸を押さえた。

　アレンには私の品性が今疑われたかもしれないが、それよりも私がマドレーヌの品性を疑わずに済んでよかった。




　大広間では神殿長とマドレーヌが何食わぬ顔で席に着き、私達を待っていた。床には一面に真紅のふかふかの絨じゅう毯たんが敷き詰められ、転びそうになる。

　マドレーヌは今度は黄色いドレスを纏まとっていた。また着替えたらしい。

　最早お色直しと呼ぶに相応しい。

「ささやかではありますが、お食事をご用意いたしました。南の料理がお口に合うとよいのですが」

　にこやかにそう微笑ほほえむ神殿長に促され、私達は席に着いた。白い木製の大きなテーブルには所狭しと皿が並べられ、肉や魚料理、色鮮やかな野菜や果物がふんだんに盛られていた。中には私が見たこともない、黒くて艶つややかな卵みたいなものや、蛍光色の果実もあった。

　背の高い、容量の小さなガラスの器は酒を注ぐ為のものだろう。セルゲイが喜びそうだ。彼は間違いなくザルだった。

　素晴らしい料理から目を上げれば、ドヤ顔の神殿長と目が合った。

　私を殺そうとしたのかもしれない人物だ。どう接していいか分からない。湧き上がる怒りを抑えようと、私は自分の無駄に襞ひだの多い制服を固く握り締めた。神殿長に対して、とりあえず引きつった笑みで応えてみた。

　間もなくセルゲイがやって来た。

　それを機に職員によって次々と温かいスープが運ばれ、酒がなみなみと注がれると、宴会が始まった。

「秘書様、今までお会いになられた候補者達は、どのような女性でしたか？」

　神殿長が肉汁滴したたる分厚いステーキを口に運びながら、興きょう味み津しん々しんといった顔つきで尋ねてきた。私は不用意なことを口走らないように細心の注意を払いながら答えた。

「皆さん年齢も性格も、出身階級も様々でしたよ。それぞれ特技もお持ちで、披露して頂いたりしました」

「特技！　大神官様は特技をご所望か！」

　いいえ、と私は毅き然ぜんと言い放った。

「大神官様は第一に、神力に重きを置かれています。そして、ふた心なく大神官様のお傍そばにいること。そして、大神官様の配偶者として相応ふさわしい条件を兼ね備えていることです」

　胸を張って説明すると、神殿長は身を乗り出して聞いてきた。見れば皿に盛られていた肉がもうない。濃いワイン色のソースまで、舐め取りでもしたかのように綺麗に消失していた。付け合わせの野菜は食べる気がないらしく、手をつけられることなく、給きゅう仕じ役の職員によって運び去られていった。

「秘書様、その条件とはいかなるものなのでしょうか？」

　言えるわけがない。

　私は勿もっ体たいぶって首を横に振り、もっともらしく言った。大事な選考基準なので話せない、と。

　私がそれを話す間も、次々に食べ物が神殿長の口の中に消えていき、そのスピードたるや目を見張るものがあった。いつ咀そ嚼しゃくしているのだろう。喉に歯がたくさんついているのだろうか。あまりの食べっぷりに度肝を抜かれ、共感者を得ようと両側に座る騎士達に視線を走らせた。

　セルゲイは軽やかに酒をあおっていた。喉の動きを感じさせない速さでグラスの中身は彼の形のいい口へと流し込まれていく。

　セルゲイはザルだ。それも網目のないザルだ。ワクしかないザルだ。

　諦めてアレンを見ると、なんと神殿長の皿を凝視していた。私はついにアレンと心を通わせることに成功した。

　マドレーヌは実に気が利く女性だった。細やかに平等に話を皆に振り、逃げ出したくなるほどつまらない神殿長の話にも、さも楽しそうに相あい槌づちを打てる女性だった。かといって浮ついたところはなく、いかにも仕事ができそうな大人の女性、といった雰囲気を持っていた。どちらかと言えば、今までの候補者の中ではそれほど綺麗な顔立ちをしている方ではなかったが、物腰や話し方といった醸かもし出だすオーラが美人だった。雰囲気美人、とでも言うべきか。華美な目鼻立ちをしているわけではないが、鼻の描くラインが美しく、横顔がとりわけ印象的だった。

　もっとも、大事なのは神力だ。お飾りに過ぎない私が唯一発揮できるのは、歩く神力計測器としての能力なのだから、ここは気合いを入れて見極めなければならない。何人もの神力を見てきた私は、今では具現化した神力の大小が分かるようになっていた。




　食事が終わると私はマドレーヌと二人きりで話したい、と提案した。神殿長は最初難色を示したが、私が毎回そうしていると発言すると引き下がった。

　私はマドレーヌに神殿の中を案内してもらいながら、二人で話した。どこで誰に聞かれているか分からないので、内容には気を遣った。

　神殿内部は広大なだけではなく、非常に豪華だった。内装から調度品、飾られる花々に至るまで高級な上に手が行き届いていた。広いですね、と私が溜め息交じりに呟くと、横を歩くマドレーヌは言った。

「この神殿は何度か大きな建て増しをしています。外観からもお分かり頂けますが、元々の灰色の建物の上に乗る白い部分は皆、増改築した部分なのです」

　私はなるほど、と神殿の外観を思い出しながら頷いた。

「王都の中央神殿と同じか、下手をしたらそれ以上の大きさがあるかもしれませんよ。そんな空間を一体、何に使っているのですか？」

　僅かな間を置いて、マドレーヌがそっと答えた。

「神殿内の高位の神官や、幹部の親戚や友人に提供されています」

　えっ、と言ったきり言葉を継げなかった。通常神殿内部に住めるのは極めて高位の者達だけで、その親戚や友人にまで提供されるなどあり得ない。

　私はふと思いついてマドレーヌに聞いてみた。神殿長のご実家は花屋さんですか？　と。

　するとマドレーヌはにっこりと微笑んだ。

「ご明察。ですが神殿長のご実家ではなく、副神殿長のご実家です」

　人があまり通らない廊下の隅々まで観賞用の花や木が置かれているのは、無駄遣いとしか考えられなかった。副神殿長は実家の花屋を不当に儲もうけさせているのだろう。なんだか叩たたけば叩くほど埃ほこりが出てきそうな神殿だ。目に見える部分で既に埃だらけなのだから。

「庭園もこの神殿の自慢の一つなんです。ご覧になります？」




　他の神殿とは異なり、デフレー神殿には中庭がなく、代わりに建物の裏手に華麗な庭園があった。中央には円形の噴水があり、弾はじける笑顔で壺つぼを持った、躍動感溢れる子ども達の白い像があり、その壺から水が噴き出して小さな虹を作っていた。

　私達は噴水の前で立ち止まった。

　ふと何の前触れもなく、マドレーヌが聞いてきた。

「大神官様はどんなお方ですか？」

　──どんな……？

　それはかなり返答に困る質問だった。そもそも人じん智ちを超越した外観と性格をしているから、人の世界の凡ぼん庸ような言葉ではあの人物を表現しきれないのだ。

「お会いになれば分かりますよ。百聞は一見にしかず、と言うではありませんか」

「わたくしはお目通りが叶かなうのかしら？」

「マドレーヌさんも……、お小さい頃から大神官様の奥方に、と周りから言われてきたのですよね？　あの、やっぱりお会いしたいですか？」

　マドレーヌは私からそっと目を逸そらして子どもの像を見た。考えごとでもしている様子で、若干の間があいた。

「どうでしょう。とても名誉なことなのだろうと思いますわ。世話になった神殿の恩に報むくいることも、期待に添うこともできます。……一方で、わたくしは幼少の時分から将来が決められていたのですが、人の考えた道をただ歩くだけでいいのか、と疑問に思う時もありますわ。……神職を極めたい、と望む自分の気持ちを無視してよいのか、と」

　私は今まで見た、ライバルを蹴落とそうと必死に自己アピールしていた女性達や、大神官の地位に焦がれた少女達の顔を思い出した。マドレーヌはそのどれにも当てはまらなかった。

　マドレーヌは壺から噴き出る水しぶきを眺めていた。その後ろ姿を見ながら、私は彼女を噴水に突き落とすべきか悩みあぐねていた。

　神力を見極めるには、もってこいのシチュエーションではないか。ややこしい噓をついてまでバケツを借りて、重い水を運ぶ必要もない。ただ、今マドレーヌの背中を押せばいいだけだ。

　一歩マドレーヌに近づき、私は思い直した。マドレーヌは私にこの神殿を悪く言っていたが、それは果たして正義感からなのだろうか。彼女はどういう人物なのだろう。安易に彼女を信じるのはどうかと思われた。やたらに人を疑いたくはないが、例えば犯罪に加担するような人間を、私も推薦するわけにはいかない。彼女が本心から腐敗を正したいと考えているのか確かめる方法があった。

　一緒に神殿長を訪ねるのだ。




　マドレーヌと私は、神殿長の執務室を訪ねた。

　執務室の奥には壁一面にガラスケースがあり、中には金銀器が陳列されていた。神殿長の趣味だろうか。博物館にでも迷い込んだかと錯覚できるほどの量に、目がチカチカする。

　神殿長は私とマドレーヌの顔を交互に見比べてから、口を開いた。

「デフレー神殿はいかがでしたかな？　庭園までご覧になったとか」

　ええ、と肯定しながら私は目の前の神殿長をより一層不審に感じた。私達の後を誰かにつけさせていたのか。

　神殿長は先ほどの食事の間だけでは語りきれなかったのか、再びデフレーの自慢を語りだした。私はかなり食傷気味のその話題を阻止すべく、本題に入った。

「私を誘拐した者達のことは、何か分かりましたか？」

　神殿長は笑顔を消して、いかにも残念そうな顔つきを作って答えた。

「今自警団が、私とマドレーヌを襲った男達を取り調べていますが、秘書様を襲った者達のことは知らないと申しておるそうです。……どうやら別口だったようですな。なぜ秘書様を襲ったのかは分かりません。おそらくマドレーヌと間違えたのでしょう。マドレーヌを誘拐して、身みの代しろ金きんを要求する輩やからが絶えないのです」

「その証言は……信用できるのでしょうか。別口にしては、示し合わせたみたいに随分タイミングが良過ぎたと思うのですが」

　神殿長は困った子どもに言い聞かせるかのように私に言った。

「恐れながらそれはあくまで秘書様の主観でございますれば。取り調べはデフレーの優秀な自警団にお任せ下さい」

　私が被害者なのに、口を挟むなということか。この神殿長に任せておいたら、事件自体を揉もみ消されても不思議はなさそうだ。第一、私は事件の様子を自警団から聞かれてすらいない。それでどう取り調べるのか。

「私は本当にマドレーヌさんと間違われたのでしょうか。あの男達の目的は、私を殺害することにあったのですよ？」

「お気の毒です。男達は途中で過あやまちに気づき、方針を変えたのでしょう」

「襲撃者達の遺体は見つかったのでしょうか？　セルゲイが森の中に放置してきたらしいのですが」

　神殿長は尚なおも質問する私に対して、困った人だとでもと言いたげな顔で軽く溜め息をつきながら答えた。

「まだ報告は上がってきていません。……大神殿騎士様が、秘書様を誘拐した狼藉者達を皆殺しにしてさえいなければ、もっと真相究明は容易だったのですけれどねぇ」

　あからさまな嫌味にムッとした。

　マドレーヌがやんわりと口を挟む。

「神殿長、騎士様達があの場にいなかったら、わたくし達だってどうなっていたか分かりませんわ」

「おお、それはそうだった！　感謝せねばなるまいな」

　大おお仰ぎょうに頷く神殿長を見て、私は唇を嚙んだ。私の誘拐が仕組まれたものだとすれば、神殿長へのあの襲撃は自作自演だったのだろう。

　元々自分達の命が危ない、なんて露ほども思っていなかったのだ。マドレーヌ達を守ろうとした神殿の職員や神官達にも多数の重軽傷者が出たというのに、悲しんでいる様子がない。

　二人を襲ったのは金目当ての盗賊で、黒い森を根城にする有名な一大盗賊団の一つなのだという。身分高い人間を標的にしては、多額の身代金を毟むしり取ることを頻繁に繰り返しているらしい。

「それにしても噂うわさに名高い大神殿騎士の腕前はたいしたものですね。あれほどの人数相手に無傷で、相手には壊滅的な被害を与えていらっしゃる。私とマドレーヌを襲った賊は、再起不能でしょうなあ……」

　語尾が悔しげに聞こえるのは考え過ぎだろうか。王都と南の大きな街デフレーを結ぶ途中にある黒い森にいる盗賊団には、デフレーの街の人々も悩まされてきたはずではないのか。そうではなく、まさか神殿長と黒い森の盗賊団は、今回の件だけでなく、ずっと前から深く繫つながってきたのだろうか？　もしや黒い森が要所にあるにもかかわらず切り開かれないのは、実際は数々の怨おん霊りょうの噂のせいではなく、盗賊団の根城を権力者が守っている為なのではないだろうか？

　だとすれば神殿長と黒い森の盗賊団とはギブアンドテイクの関係にあることになる。

　サスペンスドラマでも、大物政治家と黒い団体がよろしくない関係にあるのは定石ではないか。

　だがまさか神殿長に向かって今、私を殺そうとしたのか、などと聞くわけにはいかない。




　神殿長と別れるとマドレーヌが改めて私に声を掛けてきて、丁寧な口調で言った。

「ご気分を害されたようでしたら申し訳ありません。思ったことをあまり配慮なく口にされる方ですので……」

　私はしばし返事をしなかった。

　代わりに艶やかな深緑色をした葉を大きく広げて茂る観葉植物の陰に身を寄せて立つと、マドレーヌに小声で尋ねた。

「例の腐敗と黒い森の盗賊は、関係があるのですか？」

　マドレーヌは目を剝むいた。

「盗賊と？　いえ、まさか」

「多分繫がっていますよ。なぜなら私を攫って殺害せよと依頼したのが腐敗の大元だからです」

「まさか……盗賊団と!?　それに秘書様を……？　本当に……？　秘書様に向けられた怪しい動きは感じていましたけれど、今朝の一件はわたくしを標的にしたものだと思っていたのですが……全て仕組まれたものだったと？」

　口元を押さえたきり言葉を継げないマドレーヌは、眉根を寄せて私を見つめ返していたが、対する私は緩ゆる々ゆると口角を上げた。

　マドレーヌの肩先から神力が具現化していくのが見えたのだ。

　めでたい純白のウェディングベールを彷ほう彿ふつとさせる、白く透き通ったその揺らめくオーラは、今まで私が見てきた他の候補者達のそれらより桁違いに大きかった。揺らめくレースのカーテンにも似ていて、実に美しい。

　私が豪華客船の中で見た自分自身の神力は、残念ながらマドレーヌの神力より大きかった気がしないではなかったが、マドレーヌの神力の方がずっと綺麗で目の保養になる。

　マドレーヌは今、明確に怒りを抱いた。

　これでバケツの水をかけなくて済む。

　いや、それより何よりもマドレーヌが純粋な正義感を持っていてくれたこと、私が彼女までもを疑わなくてよいことが分かって嬉しかった。街の住人や神殿の為を思って、自らの候補者としての立場を顧かえりみず、この機会を利用して中央にこの神殿の堕落を訴えたマドレーヌ。

　彼女こそ、大神官の奥方に相応しい。

　私は今や満面の笑みで頷いた。

「ああ、でもマドレーヌさんは何もご心配なさらないで下さい。私は命を張ってここまで来た甲か斐いがありましたよ！　私の旅もきっとこれで終わりです。今度こそは、私の予感が当たる気がします！」

　真剣な面持ちでマドレーヌは私に説明を求めたが、私は自分の命がこれ以上狙われないように、悪の親玉を早々に安心させたかった。

　踵きびすを返して神殿長の執務室に戻ると、時間をあけずに再びやって来た私に神殿長は少なからず驚いていた。

「秘書様、どうなさいました？」

　私は神殿長が向かっていた大きな机のすぐ前まで歩くと、咳せき払ばらいをした。

　──この大事な話をよく聞くがいい。そして間違った情報に踊らされて、私のいたいけな命を狙うのはもう勘弁してくれ。

「マドレーヌさんを、大神官様の御前にお連れします。彼女は現時点で最も有力な候補者です」




　私はセルゲイの部屋に行ったが、ノックをすると姿を現したのはアレンだった。

「あれっ……。すみません、部屋を間違えました」

　これだからウッカリ者はいけない。自分にガッカリしながら退散しようとすると、アレンが私を引きとめた。

　アレンが身体を扉の隙間から少しズラすと、部屋の奥にセルゲイがいるのが見えた。どうやら二人でコソコソ何ごとかお話ししていたらしい。仲のいいことだ。

　部屋に招き入れられると、寝台の奥に置かれたソファに深々と腰掛けていたセルゲイは、嬉しそうに顔を綻ばせた。小さな丸い木のテーブルを挟んで寝台があり、座るところがないので私はそこにとりあえず座らせてもらった。アレンはそこに座っていたらしい。まだ人の温ぬくもりが残っていた。

　寝台の枕元には分厚い本が一冊置かれており、私は興味を引かれた。セルゲイが寝る時にでも読んでいるのだろうか。意外な一面を目にした思いだった。

　私は正面に寛くつろいで座るセルゲイに、視線を戻した。

「神殿長に、マドレーヌさんを大神殿へ連れて行くと言いました」

「そうか。そう言うと思っていたよ」

　私は寝台の片隅に腰を下ろしたアレンの方を見て言った。

「アレンさん、温泉の街では一本取られましたけど、今度こそ私達の旅が終わるという気がするんです。賭けてもいいですよ！」

「その賭けは成立しませんね。私も同感だからです」

　えっ、と私は口くち籠ごもった。

　まさかアレンに同調してもらえるとは、予想していなかったのだ。それはつまり、マドレーヌは誰が見ても素晴らしい女性だ、ということだろうか。

　セルゲイがテーブル越しに手を伸ばして、膝の上に置かれていた私の両手を捉えた。

「晴れてリサも自由の身だな。もうジコハサンじゃなくなるな」

　私はこの言葉に急に嬉しくなって、何度も頷いた。以前、最年少候補フェリシテに期待しながらも大神官にフェイントをかけられた例があったので、期待し過ぎまいと自分に言い聞かせてはいたが、二人にそう言われると、私の個人的な予感などではなく本当にこれでこの仕事が終わりそうだ、という現実味を帯びたものに感じられる。

　頭の中にサル村の光景が蘇よみがえる。皆私がいつ帰ってくるかと心配しているだろう。

　セルゲイが私の手を握る力を強くした。

「大神官付秘書の地位から普通のリサに戻ったら、王都にとどまる気はないか？　……俺は、この先もリサと一緒にいたい」

「セルゲイさん……。でも私はもう王都にいてもやることがないし、村に帰らないと」

「やることなんて探せばサル村よりもたくさん見つかるだろう。せめて収穫祭までは王都にいないか？」

　収穫祭は秋の行事だ。二ヶ月くらい先になってしまう。それは先過ぎる。生活費がもたない。サル村でも収穫祭は一年の中でも最も盛り上がるイベントで、皆楽しみにしている。王都で行われる収穫祭はそれとは比較にならないくらい盛大でさぞかし見ものだろう。興味はあったが、そこまで待てない。

　一度村に帰ってからまた王都に戻ろうか？　──いや、距離と時間を考えるとそれは無理だろう。この国は広過ぎるのだ。

「王都の収穫祭は私も見てみたいですけど、色々と問題が……。大神官付秘書でなくなって神殿を出たら、王都に二ヶ月も住むところありませんし」

　セルゲイの瞳が輝いた。

　内側から光るようなこの青い宝石の瞬またたきは、ズルいと思う。誰であっても見み惚とれてしまうに違いない。

「そういう心配なら無用だ。俺は何軒か使っていない家を持っている。好きなところを使ってくれ。なんなら、リサが好きな場所に新しく建ててもいいんだが、それだと間に合わない。すまない」

「全然謝るところじゃないですよ」

「そうか？　ならよかった。とにかく、考えておいてくれ。楽しいぞ、収穫祭は。朝から晩まで王都中が明るい祝祭の雰囲気に包まれる。子どもから大人まで繰り出すし、大神官も大神殿を出て、街中を行列するんだぞ。祭式の一つだからな。王都の各地域から選ばれた聖女や聖人に扮ふんした美男美女達が、その行列の先頭に立って花弁を道に撒きながら歩くんだ。美しいぞ」

　そうなのか。ああ、見てみたい。

　面白そう。きっと美お味いしい屋台もたくさん出るんだろうな。

「セルゲイさんとアレンさんが聖人に選ばれたらたとえ二ヶ月先でも、残って見たいですけれど」

　私が冗談交じりにそう言うと、セルゲイはどこか少し悲しそうに笑った。

「それは無理だ。俺は……聖人にはなれないし、アレンは以前一度選ばれている。二度聖人役はできないんだ」

　いや、二人とも今年の祭では聖人を務めるんだ、とか言われても困るだけだから、そんなに切ない表情をしないで。

　今までずっと一緒にいたのに、別れることを想像すると、私も今から辛つらかった。もしサル村に帰ってしまえば、きっともう私は王都に出て来ることはできない。それが分かっているだけ余計に悲しい。

　けれど、セルゲイの熱のこもった力強い眼まな差ざしに居心地の悪さを感じてしまうのは、私が彼の気持ちに真面目に答える術をまだ持たないからだ。私のこの世界での故郷はサル村なのだ。私はセルゲイに誠実さを求めながら、その実私こそが逃げている。

　私はもう、自分がいつの間にかすっかりセルゲイに気持ちを持っていかれてしまっている事実を否定しようとは思わなかった。

　私はセルゲイを見ていたい。近くにいたい。もっと彼と色々なことを話したいし、彼のことを知りたいのだ。

　でも……。

　もし王都に残留を決意した後でセルゲイに捨てられたら、目も当てられない。

　私は表情を引き締めると、本来この部屋にやって来た目的を思い出した。

「セルゲイさん、私を誘拐させたのは多分ここの神殿長ですよ」

　急に話を変えられたことに驚いてセルゲイは目を見開いたが、すぐにそれを深く閉じて長い息を吐いた。

　握っていた私の両手を放し、腕を組むと、声を落とした。

「ああ。神殿長が怪しいというのはアレンから聞いた。動機が一番あるのは確かに神殿長だな」

　セルゲイはそう言った後でどこか遠くを見る目つきで部屋の中を見渡し、胡う散さん臭くさい神殿だ、と呟いた。

「だからきちんと調査してくれているか心配なんです。セルゲイさん、一緒に今から自警団に行きませんか？」

　セルゲイは一瞬その青い双そう眸ぼうを見開くと、絶句した。

「あの、何か変でした？」

「いや、ちょっと感動した。お前は時々突拍子もないことを言い出すな」

　実際に賊に会えれば何か少しでも情報が得られるかもしれない。殺されかかったのに、泣き寝入りはしたくない。

「二人で出掛けるのも悪くないな。俺達だけで深入りするのは良くないが、様子を見るくらいはできるだろう」

　私達の会話を黙って聞いていたアレンが口を挟んだ。

「夜は神殿の広間にデフレーの有力者を集めて、大神官付秘書のリサ様の歓迎会が行われるそうですので、お二人ともそれまでにはお戻り下さいね」

　私はセルゲイとアレンにお礼を言った。

　恥ずかしい限りだが、私一人では何もできないのだ。




　自警団の詰つめ所しょはデフレー神殿からそう遠くなかったので、私達は歩いて向かった。街の広場から五分ほど歩いたところにそれはあり、灰色の簡素な二階建ての建物には、窓という窓に黒い鉄てつ格ごう子しがつけられていて、なかなかに陰気な外観だった。外観の印象は、詰所というよりは拘置所といった方が近いだろう。

　正面に着くとセルゲイは私に尋ねた。

「さて、どうする？」

「入りましょう。ここまで来たんだから」

　いかにも門前払いをされそうな気はする。だが、無理だと思ってもやってみなければ分からないし、やらなければならない時もある。胸いっぱいに息を吸い込んでから、ゆっくりと吐き出して緊張をなんとか解ほぐすと、私は詰所の中に入った。

　入口のすぐ近くには大きなカウンターが一つあり、そこに座る若い男性が気だるそうに、どうしました、と私達に声を掛けてきた。

　私は簡単に自己紹介してから、自分を襲撃してきた者達について詳しく話したい、と勇気を奮い立たせて言ってみた。若い男性のボンヤリとした目つきは、その間一向に変化がなかった。お世辞にも頭の回転が速そうではない。

　男性は目を擦りながら悠長な口調で答えた。

「その件につきましては、神殿から詳しく聞いておりますので、結構です。お任せ下さい」

「でも私は誘拐された時のことを、神殿には全然話していないんですけど」

　すると私を無気力に見上げている若い男性の後ろで急に扉が開き、新たに二人の男性が出て来た。揃そろいの薄水色の上下を着ており、どうやらこれが自警団の制服らしい。二人のうち一人は愛想笑いを浮かべながら、私達に言った。

「行き違いがありまして申し訳ありません。どうぞ奥へお入り下さい。詳細を伺いたいと思います」

　もう一人は背の低い中年で、顔中から滝のように汗をかいていて、絶えずそれを拭ぬぐいながら私達二人を奥の部屋へ案内した。

　そこは小さな応接室のようになっており、私はセルゲイと手近な椅子についた。

　向かいの席にはいまだ汗を垂らす男性が座り、ノートを開いてペンにペタペタとインクを付け始めた。

「ど、どうぞお話し下さい」

　私は神殿長とマドレーヌが乗った馬車に続いて、自分がどう襲われたのかを順を追って細かく話した。

　中年の男性はノートに私の証言を書き連ねながら、ほーう、ほーうと逐一相槌を打った。まるでフクロウみたいだ。

　とりわけ自分が火にまかれたくだりを話す時は、当時の恐怖が蘇ってしまい動揺しそうになったが、隣に座るセルゲイがそんな私の手を大きな手で優しく包んでくれた。溢れ出る感情に冷静ではいられなくなりかけても、彼の手に包み込まれると、今はその恐怖は去ったのだ、安全なのだとその温もりに支えられる気がした。

　ひとしきり話し終えると、ようやく汗が引いた中年の男性は、まとめるような口調で言った。

「ご協力、感謝いたします。本日頂戴しました証言を、捜査に活いかして参りたいと思います」

　間違いなく彼らは突然の私の来訪に戸惑っている様子で、私の話が終わった後はさっさと帰って欲しそうだった。彼らは鉄格子のはめられた窓の外を無意味にちらちら見たり、手を不必要に揉み始めていた。

　時折吹く強い風が窓をガタガタと揺らし、沈黙を埋める。

　どうせならもう一歩、踏み込みたい。私は更に畳みかけた。

「神殿長を襲った男達はこちらに捕まっているんですよね？　あの、会わせて頂くことはできませんか？」

　二人は殆ど同時に瞠どう目もくした。どう好意的に見ても、素敵な申し出だとは受け止められてなさそうだ。中年の男性は食い入るように私を見てから、激しく睫まつ毛げを揺らしておどおどした声で答えた。

「いくら王都からの秘書様であっても、それはできません。危のうございます。捜査権のある方にしか、直接会わせるわけにはいきません」

　声は困惑していたが、彼らの態度はきっぱりとした拒絶だった。私も会わせてもらえるとは思っていなかったので、それほど落胆はなかった。だがもしかして男達を逃がしていやしないかが気がかりだった。

　私は断りにくくする為に敢あえて断定的に質問した。

「顔を遠くから見るだけなら大丈夫ですよね。案内して下さい」

　二人は顔を見合わせた。反応から察するに迷っているようだ。

　更にひと押ししようと私が椅子から立ち上がった上で、お願いしますと頭を下げると彼らは渋々承知して、建物奥へと連れて行ってくれた。

　応接室を出た長い廊下の先は安っぽいクリーム色の木の扉で仕切られており、その先が拘留スペースになっていた。その扉に開けられた小さな窓から覗かせてもらうと、奥には空間が広がり、幾つかの団体房が並んでいた。どの空間も縦に走る鉄格子で四角く区切られた狭い造りをしており、手前の房は無人だったが、奥の方にはいかにもならず者といった風情ふぜいの男達がたくさん閉じ込められていた。

　灰色の石の床に座り込む者や、立ったまま格子を握り締めこちらを睨む者など、様々だった。全員が盗賊団の一味なのかは分からなかったが、何人かには薄っすらと見覚えがあった。

　私はとりあえず盗賊達が確かに捕らえられている事実に一安心し、覗き込んでいたクリーム色の扉から離れた。

「無理を言ってすみませんでした。お忙しいところ失礼いたしました」

　二人の職員に礼を言い、私はセルゲイと自警団の詰所を後にした。




　外に出ると夕暮れ時になっていることに気がついた。広場を取り囲んで建つ石造りの高い建物に隠れて落日は見えなかったが、西の空は朱あかく染まり、じき夜が来ることを告げていた。

　薄暗くなった街中ではポツポツと街灯がつけられ始めている。無数の小さな羽虫が、点灯した街灯に群がっていた。

　夕方特有の涼しい風が吹き、私のスカートの襞ひだを揺らす。

　どこからか夕ゆう餉げの支度の匂いが漂っている。歩く人々も帰り道なのか、心なしか急いでいるみたいに見える。

　私達はトボトボと帰り道を歩いた。

「リサ、どうしたんだ？　急に静かになって」

　そう尋ねながらセルゲイは相変わらず何の予告もなく、勝手に手を繫いできた。

「いえ、私って無力だなあって思って」

「無力？　屋敷を壊したり、人の神力が見えたりするリサが無力？」

「茶化さないで下さい！　そういうことを言っているんじゃなくて。そんなのは意味のない能力なんです」

　セルゲイは悪戯いたずらっぽい表情を消し、神妙な顔つきになった。

「詰所まで足を運んだ甲斐があったじゃないか。少なくとも襲撃者達が詰所にいるのを確認できた」

「違うんです。私は何の役にも立っていないんだな、と最近思うんです。セルゲイさんやアレンさんはテキパキ仕事をこなしているし、候補者の女性達は己の欲ほっするところを知っていて、ちゃんと努力しています。マドレーヌさんなんて、もう素敵過ぎるし。私なんて浮いた肩書き背負って右往左往してるだけじゃないですか。いっそいなくていいくらいです」

　その挙句に無意味に殺されかけているし。一体、何なのだ。そう思うと悔しくて悲しくて、目頭が熱くなってきた。サル村を出て以来、どうにでもなれ、と思ってがむしゃらに走ってきたのが、ここへ来てナーバスになっているみたいだ。

「リサだって頑張っているじゃないか。……リサ、役に立ちたいと思って行動している限り、不要な人間なんていない。一生懸命やっている姿は皆に伝わっているぞ」

「そうでしょうか。私の代わりなんて、たくさん……」

「リサの代わりなんていない！　リサはリサだろう。お前が大好きなサル村の住民にとってリサは何だ？　リサはたった一人の大事な存在だろう。俺にとってもそうだ。誰もリサの代わりなんてできないんだ」

　私達は広場の真ん中で手を繫いだまま、見つめ合って立っていた。

　じんわりと心に響く言葉だった。どうしてセルゲイには、私が言って欲しいことが分かるのだろう。

　自然とゆるゆると笑みが戻り、弱音を吐き過ぎてしまったことが面目なく思われて、俯きながらも私は肩をすくめた。もう一度視線を戻してセルゲイを見上げると、彼の綺麗な顔があまりに真しん摯しなまでに真剣で、胸を衝つかれる。

　私は胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り締め、笑顔で言った。

「ありがとうございます。……なんだか、急に勇気が湧いてきました」

　セルゲイは時間をかけて表情を崩した。穏やかに微笑むと彼は小さく首を左右に振った。

「リサは立ち直りも早いな。あっちを向いたと思ったら、今度は全然別の場所にいるようだ」

　風がセルゲイの長い黒髪を靡なびかせ、後ろで一つに括くくる飾り紐ひもから抜け出た髪の束が、彼の白く滑らかな頰を叩く。

　私は手をゆっくりと伸ばして、その髪を後ろに払ってやった。艶があり柔らかなセルゲイの髪は、絹のように滑らかでありながら、手にするとしっかりとした強さがあった。こういう風に彼の髪を触るのが好きだった。何か物もの凄すごく得え難がたい特権のように思えるのだ。

　互いに見つめ合っていると、セルゲイの瞼まぶたが微かすかに揺れた。

「セルゲイさんにも、悩みってあるんですか？」

「ないような聞き方をしてくれるじゃないか。目下俺は、恋の悩みに苦しめられている」

　私は思わず苦笑した。

　セルゲイが恋で悩むなんて。一番あり得なさそうだけれど。

　茶目っ気を発揮する青い瞳を見つめていると、不意にそれはなりを潜め、眼光鋭い視線が私を射抜いた。強い力を持ったそれは、何度となく見た、私が彼を遠く感じる得体の知れない雰囲気を纏っていた。

「俺が負う重荷を下ろすのはただ一人の前と決めている。──リサ、お前にその一人になって欲しい」

「セルゲイさん……」

　ぐいっと手が引かれ、あっという間に私は広く温かな胸の中にいた。セルゲイの両手が私の後ろに回され、力強く抱き締められる。

　ドクドクと自分の心臓が体中の血流を激しく動かしているのが分かる。身体を寄せ合うセルゲイからは、甘い良い香りがした。

「秘書としての任務が終わったらすぐに村に帰るなんて、言わないでくれ。サル村にはいつでも帰れる。もう少し俺の傍にいてくれないか？」

「……いたい」

　私がそう呟くとセルゲイは素早く身体からだを離して私の顔を覗き込んだ。両手を私の肩に置くと、どこか獰どう猛もうさを奥に秘めたような妖よう艶えんに輝く瞳で言った。

「口づけてもいいか？」

　私は場違いにも少し笑ってしまった。するとセルゲイは少し不安げな表情を覗かせた。

「まずかったか？」

「そうじゃなくて。だって以前は断りもなく、してきたのに」

「あれは……失策だった。恋愛に人の助言など借りるものじゃないな」

　──助言？

　私は目を丸くして瞬いた。

「女性は押して押しまくるものだと、俺に囁いてきた女殺しがいてね」

　嫌な予感がした。

　セルゲイに余計な助言をしそうな人物は一人しか思い浮かばない。鉄壁の騎士だ。

「もしかして、その当たらずも近からずな助言をしたのはアレンさんですか？」

　セルゲイは眉を軽く持ち上げた。感心した表情で私を見下ろす。

「よく分かるな」

　女殺し？　あのアレンが？

　それは世間の女性を次々と籠ろう絡らくしていく、女性に不自由しない男性のことだろうか。

　それとも神殿に侵入しようとした不届きな女性を次々血に染めた、文字通りの女殺しを言っているのだろうか。

　どちらがマシであろうか、としばし本気で考えた。

　……女殺しの鉄壁の騎士。私の氷崖の騎士であった頃の面影は最早微み塵じんもない。一抹の寂しさが否めない。

「アレンさんは、モテるんですか？」

「アレンの話はもういいだろう。リサまであいつに惚ほれないでくれ」

　そう言うなりセルゲイはぐっと顔を寄せてきて、私の唇にその唇を押しつけた。柔らかなその感触に頭がクラクラとする。

　まだ返事をしていないのに、卑ひ怯きょうじゃないか。わざわざ聞かれた意味がない……そう思いながらも、彼を押しのける気など、今の私にはさらさらないのも事実だった。
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　──村長、クリス兄さん、ごめんなさい。私、セルゲイを好きになっちゃったよ。今はまだ離れたくないよ……。

　数秒で離されたそれは、僅かな時間を置いて再び押しつけられた。

　ようやく私を解放したセルゲイは、高らかに宣言した。

「次からはもう、いちいち許可を取らない」




　夕暮れの広場をノロノロと二人で歩いた。

　神殿に辿たどり着くまでの二人きりの時間を少しでも長く味わうように。

　私は夕焼けに郷愁を誘われたのか、自分が元いた世界のことをポツポツと話した。話したかったのか、自分が思い出す為に口にしたかったのか、よく分からない。だがセルゲイは要所要所で相槌をくれ、たまに地球に関して質問をしてくれた。

「こんな話、興味ないですよね。すみません」

　私がひとしきり話し終えた後で苦笑いすると、セルゲイは真剣な眼差しで横を歩く私を見た。

「そんなことはない。リサのいた場所について、俺は知りたいぞ。異世界から来たからといって、何も隠すことなんてない」

　私を見つめるセルゲイと目が合うと、胸がどうしようもなく、きゅうっと絞られるように痛んだ。

　私達はその後の道のりを、黙ったまま歩いた。その沈黙は決して気まずいものではなく、寧むしろ心地よくさえあった。

　やがて賑にぎやかな広場にぶつかった。入ってすぐの広場の一角に、布製のカラフルな屋根を連ねて並ぶのは、雑貨を売る屋台だった。その屋台の横を歩いていると、アクセサリーを売る屋台に目が引きつけられた。何気なく店主を見ると、ハツラツとした三十歳くらいの短髪の女性である。

「お似合いのお二人さん！　ちょっと見ていかない？」

　セルゲイは通り過ぎようとしていたが、私は興味を引かれて足を止めた。

　屋台の商品台一面に敷かれた黒い布地の上には、様々なデザインの銀色のネックレスや腕うで環わ、指輪がたくさん並べられていた。何時の間にかセルゲイも横に立ち、商品を眺めている。

「ここにあるのは、全部私の手作りなんだよ」

　店主が自慢げにそう言い、私は目を見張った。中には繊細で凝こった形のものもある。

「凄すごいですね。全て銀製ですか？」

「そう、全部銀。白金モノが欲しかったら、残念ながら屋台じゃ売ってないよ。あはは」

　いやいや、私がいた村では銀は屋台はおろか店ですら売っていなかった。軽やかに笑うその店主と一緒になって、私も笑った。商品に白い糸で括りつけられた小さな値札の一つを見ると、日本で言えば五千円くらいだった。私の全財産を思えば決して安くはないが、手が出ないわけではない。

　並べられた商品の中に、綺麗な青い石がはめられた、太く厚い指輪があった。石の周りには蔦つたの模様が彫られて、どこか野生的な印象を与える。私の視線に気づいてか否か、店主はその青い石の指輪を指すとセルゲイを見た。

「これなんて、そっちのとっても男前のお兄さんによく似合うよ。目の色に石がピッタリだ。特に指が長い男性には、ゴツイ形の指輪が似合うからね。お勧めだよ」

　はめてみなよ、と店主に促されるままにセルゲイの指にはめてみると、彼の薬指にサイズがピッタリだった。

「ほらね、まるでお兄さんの為に作ったみたいだ！」

　店主は手を叩たたいて喜んだ。私は無性にセルゲイにその指輪を買ってあげたくなった。日頃買って貰ってばかりいたからだろうか。

　他の商品も手に取って見てみたが、なんだかセルゲイにはしっくりこない。やはりこの青い石の指輪がいい。

「これ、買います」

　私が薄っぺらい財布を出しながらそう言うと、礼を言いながら喜ぶ店主とは対照的にセルゲイはあからさまに焦っていた。

「いや、リサが出すことはない。そんなに気に入ってくれたのなら、俺が買おう」

「私がセルゲイさんに買ってあげたいんです」

　強気でそう言うと、セルゲイも何も言わなかった。押しきる形でそのまま指輪を買うと、今度はセルゲイが私に指輪を買うと言い出した。

「白金のを買うよ。どこか宝飾店に入ろう」

　にこやかに私の耳元で言ってから、セルゲイは屋台に背を向けた。首を巡らせて辺りを窺うかがっているのは、手近な宝飾店を探しているのだろう。セルゲイのことだから、高級そうな店しか目に入っていないに違いない。

　でもこれ以上高価なものを貰うのは謙虚な私の流儀に反するし、何より私はそんなものが欲しいのではない。

「セルゲイさん、ここで買って下さい」

「いや、でも……」

「セルゲイさんとお揃いのが、欲しいんです」

　するとセルゲイは軽い驚きを見せた後で、すぐに目尻を下げて微笑んだ。

　残念ながら全く同じデザインのものはなかった為、結局私達は互いによく似たデザインの指輪を買って、屋台を後にした。

　後から考えれば、大金持ちのセルゲイにとっては、それこそオモチャ同然の指輪だったのかもしれない。だが私は非常に良い買い物をした、と満足感でいっぱいだった。








第八章　瓦解









　デフレー神殿に戻ると、待ちわびていた職員によって即刻広間に案内された。

　広間に入るなり私は豪ごう奢しゃな衣装に身を包んだ老ろう若にゃく男なん女にょに囲まれ、人の波に溺れるかと思った。

　広間は結婚式会場にも負けない勢いで生花が飾りつけられ、またもや副神殿長の実家が大繁盛したことを窺うかがわせた。

　壁沿いに並べられた銀色の蠟ろう燭そく台は一つ一つに込み入った装飾がされていた。広間の奥には毎度の通り、立食形式の食事が準備されており、その豪華さは予想を裏切らないもので、見ているだけでお腹なかがいっぱいになれそうだった。

　私が今まで訪問した神殿にも、こうした広間は当然ながらあった。しかし、華美さにおいてデフレー神殿はそれらの中で群を抜いていた。神殿がこんなに贅ぜい沢たくでいる必要があるのか。

　これは神殿じゃない。お城だ。

　そしてそのお城の主は神殿長だ。

「ようこそデフレーにいらっしゃいました」

　遠く王都から来た私に挨拶をする為ために集ってくれた人々はひきも切らず、それぞれに自己紹介をしてくれて私に握手を求めてきた。あまりの人数に、とても名前など覚えられない。

　私は毎回この仕事に付随するこういった場が、苦手だった。そもそも私は決して社交的な人間ではない。その私が、職業も年代もバラバラな初対面の人々と、楽しくコミュニケーションを取るのはなかなか難しい。特に毎回客はその土地の有力貴族や豪商だったので尚なお更さらだ。なるべく当たり障さわりない話題を選び、絶えず頭の中で次に振る話題を練らなければいけない。表層をただ上滑りするような話題を懸命に続けて、その間も笑顔を絶やすことがないよう、気をつけるのだ。

　一時間も経たつ頃には、体力も精神力もごっそりと失っていた。

　このような機会に酒の力を借りるというのは非常に有効だった。私はそれまでアルコールに頼ったことなどなかったが、酒の助けを借りると緊張感がある程度和らぐことが分かった。それに口も滑らかになるので、給きゅう仕じが持ってくる酒を次々と頂いた。かつて喉の渇きを訴えた大神官に水を提供したことがあるが、あれは完全に私の不勉強だった。いや……、もっともあの後大神官はフェリシテと二人で中庭に消えたから、飲ませ過ぎなくてよかったのかもしれない。

　飲酒しながら色々な客と話すうちに、私は頭の中と身体からだが多少ふらついてきたので、休憩も兼ねてトイレに行くことにした。

　広間を出て用を足し終えると、広い廊下をゆっくりと歩いた。広間に繫つながる大きな扉からは、その中の喧けん騒そうが廊下まで漏れ聞こえていた。

「秘書様。こちらにいらっしゃいましたか」

　神殿長の声に呼び止められて、私は振り返った。たまたまトイレに行ったら神殿長と出くわす、なんて運が悪過ぎる。

「こちらの方は今取材でデフレーにいらしているんですよ。秘書様とお知り合いとか」

　そう言いながら神殿長は自分自身の背後に立つ人物を指し示し、実に重そうな身体を横にズラして道をあけた。私は自分の目を疑った。

　そこには作家のクリストファーがいたのだ。

　──ああ、神殿長。貴方あなた本当に怪し過ぎるから。

　よりによってこの場で、神殿長からクリストファー・ラングと引き合わされるとは思っていなかった。確かにクリストファーは以前、取材でデフレー神殿を訪問する、と船上で言っていた。セルゲイは彼のことを、有名作家を騙かたる偽にせ者ものだと断言していたが、結局真相が分からないうちに私は彼と別れていた。

「またお会いできて嬉うれしいです」

　手を差し伸べて颯さっ爽そうと握手を求めてくるクリストファーは、やはり表面的には紳士にしか見えない。おずおずと差し出した私の手を握り返す手の力も、優しい。

「立ち話もなんでしょう。どうぞ、そちらの応接室をご利用下さい。ははは」

　私とクリストファーを不気味な笑顔で眺めながら、神殿長は広間の斜め向かいにある応接室を短い腕で指し示した。だが妙に気が利きく中年の男には、何か下心があるに決まっている。なぜなら普通、中年の男は私と同じくらい気が利かないからだ。長年のカンが私に警鐘を鳴らしていた。

　だが、クリストファーとじっくり話をしたいのも事実だった。彼からはまだ聞いていないことがあったからだ。──大神殿の内通者について、だ。

　クリストファーが私にどんな意図があって接近してきたのか、はたまた意図などなかったのか、それも知りたかった。

　見たところクリストファーは武器らしいものは何も持っていなかった。彼は茶色い革張りの鞄かばんを左手に提さげているだけだった。セルゲイやアレンのように、常時長い剣を腰にぶら下げているわけではない。

　しかも今はたくさんの客が集う、デフレー神殿の中だ。神殿の中で私に万一のことがあれば、デフレー神殿にとっても責任問題に発展するのだから、ここで私に何か危険が待ち受けているとは思えない。

「応接室に行きましょうか？」

　神殿長の提案に乗り、私はクリストファーを誘った。

　応接室に通じる扉を開けると、私は入口に立ったまま面食らった。二十畳ほどの広さの部屋の壁全面に、神殿長をモデルにした大小様々な肖像画が飾られていたのだ。

　自信に満ち溢あふれた面差しでこちらに向かって微笑する神殿長。かなり実物より美化されている。

　逞たくましい白馬に跨またがり、森の中を駆ける神殿長。あの体型で馬に乗れるとは驚きだ。

　ベールを被かぶった謎の美女と並んで得意顔の神殿長。奥様だとしたら奇跡だ。

　大勢の幼児達の後ろに立ち、神の教えが載る聖典を広げる神殿長。無表情な幼児達の顔だけが妙にリアルだ。

　気を取り直そうと私は顔を激しく左右に振り、頭の中から絵画の残像を振り落としてから、部屋の中央に置かれたソファに腰を下ろした。念の為、私は入口に一番近いところに座った。クリストファーも後に続く。

　彼は私の向かいではなく、すぐ隣に腰を下ろした。

「随分奇抜な応接室ですね」

　思わずのようにそう漏らしたクリストファーに、私はつられて笑った。目を絵画から離して笑い返したクリストファーの目は、私には相変わらず誠実そうに見えた。

「神殿長から聞きました。お仕事でこちらにいらしたとか」

「はい、そうなんです。クリストファーはいつデフレーに？」

　彼の話によれば、川岸の街に一泊してからこちらに来たのだと言う。黒い森なぞで一泊した私とは大違いだ。

　私達は少しの間、世間話を楽しんだ。

「あの。私、クリストファーにお聞きしたいことがあるんです」

「何でしょう？」

　何でも聞いて下さい、と言わんばかりの笑顔でそう切り返された私は、緊張にゴクリと喉を鳴らしてから続けた。

「前にクリストファーは、情報を流してくれる人物が大神殿にいると教えてくれました。それは、誰なのか教えて頂けないでしょうか？」

　クリストファーはゆっくりと微笑を浮かべた。私は拳こぶしをギュッと握り締めて返事を待った。

「冥めい土どの土産に、教えて差し上げましょう。大神殿の職員である文書係長ですよ」

　息が止まった。──冥土の土産？

　急速に張り詰めた空気の中、私達は僅かな間無言で見つめ合った。

　私が出口である扉に視線を投げた一瞬のことだった。クリストファーは即座に屈かがむと、座っていたソファの下から何かを取り出し、気がつくと私はスラリと輝く切っ先を喉元に当てがわれていた。

　剝むき身の剣が、私に向けられていた。

「驚きましたか？」

　クリストファーは穏やかな口調のまま、小首を少し傾かしげて私に尋ねた。

　全身の神経が痛いほどに冴さえていく。

　剣先は私の喉の皮膚に軽く触れていた。ほんの少しでも動けば、クリストファーが持つその長い剣が私の肌を着実に切ることができそうだった。

「どう、して……」

　首筋に当てられていた硬い感触が、少しだけ離れたのが分かった。

「リサのことはとても気に入っていたのですけどね。貴方は大神官の奥方の最有力候補だそうですね。ここの神殿長に貴方を消してくれと、頼まれたのですよ」

　私はバレないように、扉の方へ少しずつ滑らせるようにジリジリと足を動かしたが、クリストファーの剣が私の首筋に再び当てられ、それ以上動くのを許さなかった。私はソファから立ち上がることすらできなかった。

　急速に渇いていく口を、どうにか動かした。

「再三言っているのですが、それは誤解です。最有力候補はマドレーヌさんです」

　するとクリストファーは私に剣を向けているとは思えない、いっそ愛情すら感じさせる熱心な目つきで私を見つめた。

　すっ、と彼の手が私の顔に伸ばされ、頰に触れる。その手はスルスルと滑り下り、私の唇に辿たどり着いた。そうしてクリストファーの親指が私の唇を撫なで、堪たまらず身じろいだ。

　目を細めながら、ふっと彼が微笑する。

「リサの言うことよりも、内通者から得た情報の方が信頼度が高い。それに最終的に判断するのは、大神官様ご本人でしょう？」

　どうやら私の言動はかなり軽んじられているらしい。確かに、決めるのは大神官様だけれど……。

「こ、こんな神殿の真ん中で私に何かあったら、デフレー神殿の責任が問われるんじゃないですか!?」

　震える声で必死に訴えると、クリストファーは囁ささやいた。まるで恋人に優しく語りかけるように。彼の親指は今や私の口の中に侵入を始めていた。私はその異物感に、命の危機とは違った恐怖を感じ始めた。

「そう。だからリサは客船で親しくなった私と、駆け落ちをしたことにするのです。幸い、貴方が広間を自分の足で出たところは、大勢の客人が目撃していますし。ちなみに正面出口からリサが私と出て行く証言も出る予定です。こちらは捏ねつ造ぞうですが」

　誰が駆け落ちなんてするか！　そんな不名誉な死に方は絶対にご免だ。

　私は首を激しく振って、口内をいじりだしていたクリストファーの親指を振り払った。

　大声を上げて助けを求めようと息を吸い込むと、すかさずクリストファーは言った。

「叫んでも外には聞こえませんよ。この部屋は防音室なんだそうです」

　防音室！

　そんな、学校の音楽室みたいな設備がなぜ神殿にあるのだ。入った時からロクな部屋じゃないとは薄々感じていたが、予想通りではないか。

　絶体絶命の危機の中、ギイと軋きしむ音を立てて、おもむろに扉が開いた。

「なんでお前がここにいるんだ！　偽作家！」

　はっ、とクリストファーが身を強こわ張ばらせ、剣先が私の首筋から離れる。私はその一瞬の隙を見逃さなかった。勢いよく床を蹴り、大きく開けられた扉の横に立って睥へい睨げいしているセルゲイのもとに駆け寄った。

　セルゲイは私の二の腕を摑つかむと、後ろに庇かばうように引いた。その間にクリストファーはテーブルを踏み台にして軽やかに飛び、そのまま剣をセルゲイに振り下ろした。間一髪で剣を抜くことに成功したセルゲイはどうにかそれを受け止め、僅かに押された後、身体からだを反転してクリストファーの剣を流した。

　両者は部屋の中で剣を掲げたまま睨にらみ合う形になった。

「セルゲイさん、大神殿の情報を漏ろう洩えいしていたのは、文書係長だそうです！」

「ふん。やっぱりな。大神殿にいる高位の神官は、長年仕える素姓の確かな者達ばかりだ。他に候補者の名前を知ることができるのは、機密文書に触れる機会のある文書係くらいだからな。どうせこの偽作家はそこからリサの出身を聞いて、リサに近づく為に異世界に詳しいふりをしたんだろう。臭い芝居をしたもんだな」

　文書係といえば、私がアイギル小神官からの手紙の行方を聞きに行ったところだ。

　まさかあの一件も関係あるのだろうか。

「私宛ての手紙を盗んでいたのも、その係長かもしれません！　若い文書係の男性に聞いた時は、手紙なんてないと言われたんですけど……」

「その若いのは味方だ。リサ宛ての手紙が誰の手にも渡らぬよう、俺が命じていた」

　誰の手にも……？

　本人にすら渡らないことには問題はないのか。

「リサ。こいつが現れたことを、アレンに知らせてきてくれ」

「そうはさせませんよ！」

　クリストファーが私に向かって踏み込み、下から剣を突き出したが、セルゲイが身体ごと割り込み剣で剣を薙なぎ払ってくれた。

　急がなければ。

　助けを呼ぶのだ。私がここにいてもセルゲイの足手まといになるだけなのだから。

　私は残していくセルゲイを気にしつつも、剣の応酬舞台と化した応接室を飛び出した。

　パーティ会場である広間に戻ると、入ってすぐのところに神殿長がいて、私達の目が合った。

　……ああ、この表情！

　困惑と驚きを混ぜた神殿長の表情には、見覚えがあった。私が馬車の中から数人の男性達によって攫さらわれて、間一髪助け出されてから顔を合わせた瞬間に浮かべたものと同じだ。

　なぜあの時分からなかったのだろう。

　この表情は、消したと思った私が再び登場したことに対する驚きょう愕がくを意味していたのに。

　目を丸くする神殿長を無視して、私はアレンを探した。見つけると彼もこちらを視線でひたと捉えており、客人でごった返す広間を早足で縦断して私の前に来てくれた。

「アレンさん、クリストファーさんが応接室でセルゲイさんと剣を交えているんです！　すぐに行ってあげて下さい！」

　アレンは冷静を保ったまま、一度コクリと頷うなずいた。

「リサ様はその神力で、セルゲイ様の助太刀をなさって下さい。私は応援を集めて参ります。少しの間なら大丈夫でしょう。セルゲイ様はお強いですから」

　応援って？　と聞き返す私を無視してアレンは広間を駆け出た。私は慌てて廊下の先まで追いかけたが、セルゲイを一人にしてよいものかと思い直し、アレンを追うのをやめて応接室に戻った。




　応接室の扉を開けると、中をそっと覗のぞき込んだ。

　私は戸口付近で絶句した。

　部屋の中には既に誰もいなかったのだ。そこはもぬけの殻だった。

　セルゲイとクリストファーはどこに行ったのだろう？

　部屋をさっと見渡すと、一枚の大きな絵がまるで扉みたいに開いた形で、壁から離れていることに気づいた。それは等身大の神殿長の絵だった。そろそろと近づき、開きかけたその笑う神殿長の絵の額縁を摑むと、内側へ更に引いた。驚いたことに、絵の背後にはもう一枚の茶色い扉が隠されていた。まるで昔のカラクリ屋や敷しきみたいだ。

　その扉もきちんと閉まってはおらず、微かすかに開いた状態で、外から吹く風が隙間から零こぼれていた。

　セルゲイ達はここから出て行ったのだろうか？

　逸はやる気持ちで胸をいっぱいにして、私は隠されていた扉を開けた。夜の冷たい空気が一気に私の全身を包み込む。扉の向こうは神殿の庭と繫がっていたのだ。

　日が沈み今や完全に暗い庭園には、黒い葉を揺らす木立や、丸い形に綺麗に刈かり揃そろえられた木々が点在していた。私が出てきた応接室は庭から一段高くなっていたので、飛び降りるようにして応接室の中から外に踏み出すと、足元には芝生が敷き詰められていた。

　二人の姿は見えない。どちらに行ったのだろう、とキョロキョロしながらたたらを踏んでいると、空気を切り裂く爆音が上空を走り、思わずビクリと身体を震わせてしまった。ロケット花火に似た音だった。

　今のは何だったのだろう？

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていると、左手側から人が争う声がした。

　弾はじかれたように私は声の方角へ走った。芝の上を走るとその先には、赤い花を咲かせる植物が絡からみついた木製の格こう子し型のパーテーションがあった。人の背丈近くあるそのパーテーションを迂う回かいすると、その裏にセルゲイとクリストファーがいた。

　二人は硬質な音を夜の庭に響かせながら、向かい合って剣を互いにぶつけていた。私が登場しても、二人は隙を作らない程度にチラリと視線を向けただけだった。

「偽作家。さっきの発砲音を聞いただろう。アレンが間もなく手勢を引き連れて、ここに駆けつけるぞ。もう降参したらどうだ？」

　発砲音──、さっきのロケット花火は、アレンが放った合図だったのだろうか。しかし、手勢ってなんだろう。

　クリストファーは顔を歪ゆがめて笑った。

「その前に決着をつけますよ。……流石さすがは大神殿の騎士ですね。しかし、私の敵ではない」

　クリストファーは右上から踏み込むと見せかけて、防御の姿勢を取ったセルゲイの無防備になった逆側を突いた。ギリギリのところでセルゲイは素早くそれをかわした。

「リサ、ここから離れろ。こいつの狙いはお前なんだぞ」

　そう言うセルゲイの頭上にクリストファーの剣が振り下ろされ、二人の剣が激しく衝突する。睨にらみ合いながら、合わせた剣を押し合い、シャラ、という冷たい音を響かせて互いに横に振り払う。

「偽作家。お前、なかなかやるな……何者だ」

　そう悔しそうに呟つぶやくセルゲイの額には、既に汗が滲にじんでいた。

　素人しろうと目めには二人の腕前は互角に見えた。時間が経過して疲労が蓄積すれば、いずれ勝負がつくのだろうか。

「私は一人でこれで稼いでいるのですからね。たくさんの味方と神殿を警護する貴方とは、経験が違います」

　カン、カン、と矢継ぎ早に剣を繰り、セルゲイを追い立てながらクリストファーは攻め立てていった。ジリジリとセルゲイが後退を余儀なくされていく。

　セルゲイの後ろには、ツツジが大量に植えられた大きな花壇が広がっていた。これでは背水の陣も同じだ。

　──アレンさん、早く！　早く来てよ……！

　私はなす術もなく二人の近くを徘はい徊かいした。──ああ、嫌だ。私はまた何もできないのだ。

　作家だと名乗っていたはずのクリストファーは、作家ではあり得ないと確信できるくらい、想像以上に強かった。剣術になどまるで詳しくない私であっても、彼の動きには全く無駄がなく、力強いのに速さがあり、かつ流れるような圧倒的なリズムを持っていることが理解できた。

「私を殺さずに捕らえようという甘い考えは、捨てるべきでしたね」

「俺は無駄な殺せっ生しょうをしたくないんだ」

　追い詰められてもなお、セルゲイの発言は強気だった。いっそ、流石と褒めてやりたいが、彼が殺生をしてくれなければ、私と彼が殺生されそうだという展開を読んで欲しい。

「隙あり！」

　クリストファーが嬉しそうに叫び、大きく剣を払うとセルゲイの剣を地面に叩たたき落とした。そのまま剣を再度振り上げて斬りつけようとした寸前、セルゲイは素早く前転して難を逃れ、落とした自分の剣を拾うのに成功した。

　危なっかしくて、とても見ていられない。

　アレンは間に合わないかもしれない。

　私はセルゲイに守ってもらってばかりだ。今こそ私も彼の役に立たなければ。

　私は息を大きく肺に吸い込むと、右手をクリストファーに向かって掲げた。

　手の平に風は十分に感じられる。きっと、大丈夫だ。あの時大神官に教わったことを思い出すのだ。

　──今度こそ、私はできる！　私はこの神力とやらを、使いこなしてみせる!!　大神官様、どうか私に力を！

「出ろ、私の神力！」

「うわっ……！」

　突然セルゲイの身体が空高く吹っ飛び、次の瞬間彼は重力に引き戻されて、バサッと音を立てて花壇の低木の上に落下した。

　──噓うそだ、噓だ……。クリストファーに照準を合わせたのに……！

　目の前で起きた飲み込めぬ事態に、クリストファーが驚いて動きを止めていたのは、ほんの短い間だけだった。すぐに彼は花壇に向けて駆け出し、剣を持ち換えて刃先を下に向けると、助走をつけて軽やかに花壇を乗り越え、セルゲイが落ちた低木の群生目がけてジャンプした。

「やめてぇぇぇーっ!!」

　私の懇こん願がんは悲鳴に近かった。

　言葉に力があったなら。

　まるで覚めない悪夢の中にいるようだった。無我夢中で二人に駆け寄り、けれど私は何もできなかった。

　セルゲイは動けなかった。

　高い所から落下した衝撃で彼の身体は低木の中に深く食い込み、その細かな枝葉が彼の動きを封じていた。低木の中に仰向けに浮かぶ身体をセルゲイがやっとのことで起こしかけたその時、クリストファーが彼の上に躍おどりかかった。

　クリストファーの剣はセルゲイの胸の真ん中目がけていった。暗がりの中、太く銀色に輝くその剣は、勢いよくセルゲイの胸に深く突き立てられた。苦痛に顔を歪めながら、その衝撃にセルゲイが再び低木の中に埋まっていく。そんな中でも、セルゲイは残る力で剣を振り上げ、それは身体の上に乗るクリストファーを掠めた。二人はもつれるように低木の上で反転し、やがてセルゲイは緑色の葉に沈み込み、うつ伏せたまま動かなくなった。クリストファーは低木を激しく揺らしてもがきながら、絡みつく小枝を振り払い、身体を起こそうと、顔を真っ赤にしていた。

　この時、私は彼に明確な殺意を抱いた。

　心の中に強い怒りを抱いて、クリストファー目がけて突進すると、花壇に踏み込み、摑みかかってやろうと両手を上げた。その刹せつ那な、紫色の花々と葉を巻き上げて、クリストファーの身体が空中に跳ね上がった。彼はまるで冬場に枯れた落ち葉が風に飛ばされるように、放物線を描いて軽々と高く飛ばされ、途中で高い木の枝に衝突してから、芝生の地面の上に鈍い音を立てて落ちた。

　それきりクリストファーも微動だにせず、捨てられた人形の如ごとくその場に転がっていた。落ちた高さと衝突音を考えれば、少なくとも骨の一本や二本は絶対に折れたに違いない。

　……ああ、今、……今更ちゃんと神力を使えても、もう全てが遅いのに……！

　私がこの力を上手に使いこなせなかったせいで、最悪の結末へと向かっていた。




「セルゲイさん、……セルゲイさん！」

　彼の名を呼びながら、私は低木の上に必死に身を乗り出し、震える手を伸ばしてセルゲイの手に触れた。

　うつ伏せたセルゲイの横顔が僅かに見える。瞳は閉じられ、薄く開いた口からは赤い血が一筋流れ、彼の白い顎あごを汚していた。

「セルゲイさん！　どうしよう、私、ごめんなさい……」

　私が神力の矛ほこ先さきを間違えたりしたから。セルゲイの身体を飛ばしたりしたから。

　だからこんなことになったのだ。

　ぶるぶると震える手でセルゲイの手を強く握り締めると、彼の瞳が薄く開いた。青い瞳は弱々しく少し彷徨さまよってから、私に注がれた。

「リサ……。お前が、好きだ……」

「私もっ！　私も好きだから、待ってて下さい。今誰か人を……」

　早く手当てをしてもらわなければ。でないと、でないと……。辺りを見回し、身体を離しかけた私の手を、セルゲイがぎゅっと握ってきた。

「どこにも行かないでくれ。ここに……俺の傍にいて欲しい」

　そう呟つぶやきながらセルゲイの瞳は、帳とばりが下りていくようにゆっくりと閉じられていった。

　私は泣きながら叫んだ。

「行かない！　どこにも行かないし、ずっと傍にいるから、だから置いていかないで!!」

　セルゲイの瞳がついに閉じた。

　絶望に胸を塞ふさがれ、彼の身体にしがみつきそうになった矢先。唐突に背後から声がした。
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「セルゲイ様。小芝居はそのくらいになさって下さい」

　ぎょっとして振り返るとアレンがいた。

　セルゲイの最さい期ごを看み取とっているという場面なのに、アレンは腰に両手を当てて私達を見下ろし、その表情は相変わらず冷めていた。

　……小芝居？

　視線をセルゲイに戻すと、なんと彼は軽やかに上体を起こした。ゆさゆさと低木が揺れ、その重みで枝がパキパキと下の方で折れる音がする。

　クリストファーの剣を受けたはずのセルゲイの胸には、血の染しみどころか服にも傷一つない。

　私は彼の胸元を食い入るように見つめた。確かに、クリストファーの剣が深々と刺さるのを、この目で見たのに。どうなっているのだ。

　目を丸くして言葉を失う私の前で、セルゲイは服に着いた葉を払い落とした。同時に彼の胸の辺りから、銀色の細かな砂みたいなものがサラサラと落ちていく。

「身体に当たった剣の部分は、神力で砕いたんだ」

　一瞬ばつが悪そうな顔をしてから、セルゲイはどこか楽しげに報告してきた。彼は近くの枝葉の中に沈み込んでいたクリストファーの剣を拾い上げた。剣は真ん中から先が折れでもしたみたいに、消失していた。

　何？　何ともなかったの!?　そんなことって……。

「俺は大丈夫だよ。この通り。……ずっと傍にいる、か……」

　私は空気を食べているみたいにパクパクと口を動かした。

　セルゲイの瞳は純粋無む垢くな少年のそれみたいに、キラキラと輝いていた。

　なんでセルゲイはこんなに嬉うれしそうなんだ。私は怒るべきか、喜ぶべきか分からない。

「騙だましたなんて、酷ひどいです！　どれだけ心配したかと……」

「いや、剣から加えられた熱量は全部胸で受け止めたんだぞ。物もの凄すごい痛みと熱で、正直気を失うかと思ったくらいだ。思わず口の中を嚙かんでしまったよ。……それとも男の勲章として、剣の傷の一つくらいある方がよかったか？　アレンは凄いぞ？」

　何が凄いんだ。

　私は腹が立ち、手を伸ばし渾こん身しんの力を込めてセルゲイを突き飛ばした。

　セルゲイは引っくり返って、うわ、と呟きながら三み度たび低木の上に沈んでいった。

「手を貸してくれ。謝るから。リサ、すまなかった。ちょっと調子に乗り過ぎた」

「ちょっと？」

「いや、だいぶ、調子に乗り過ぎた。お前があんまり心配してくれるから、つい……」

　私は仕方なくセルゲイの腕を摑み、彼が埋もれていた低木から抜け出すのを手伝った。私達が花壇から下りると、男性二人が落ちた衝撃で、ツツジの花々は見るも無む惨ざんに散っていた。

　セルゲイがしっかりと立ち、自分の剣を鞘さやに収め直すと、私は安あん堵どのあまり無意識に口に出していた。

「よかった……。本当に、死んだのかと……」

「いや、本当に死ぬところだったぞ？」

　苦笑交じりにそう言いながら、セルゲイは視線を後ろに投げた。そこにはアレンに後ろ手に縛り上げられた格好で、芝の上を引きずられてこちらに連れて来られるクリストファーがいた。

　クリストファーは骨折でもしているのだろう。歩けずに苦しそうに呻うめいていたが、アレンは容赦なく彼を引いていた。

　落下地点が花壇でなければ、あの状態になっていたのはセルゲイかもしれなかったのだ。

　今度は私がセルゲイに謝罪する番だった。私は慌てて深く頭を下げ、ごめんなさい、と詫わびた。そもそも私のせいでセルゲイは胸に剣を受けたのだ。

　セルゲイは私の頭を黙って撫でた。

「セルゲイ様。他の者達は皆、神殿の正面入口前に集合しております。後はご随意に」

「ご苦労だったな。膿うみはサッサと掃除してやろう」

「リサ様。この茶髪──殺し屋を今から神殿長に突き出します」

「私も一緒に行きます！　あの妖怪を問い詰めてやります！」

　アレンは我が意を得たり、といった風情ふぜいで深く頷いた。

「大神官付秘書と大神殿騎士を亡なき者にしようとした不届き者は、我々が厳正に処罰しましょう」

　アレンは応接室までの道のりを、まるで芋の入った麻袋でも引きずるように、クリストファーを引いてスタスタと歩いた。

　味方ながら私は確信した。

　アレンにとって、大神官の奥方候補達にバケツの水をかけることなど、朝飯前だったに違いない。

　隠し扉を開けて応接室に戻ると、そこには神殿長が立っていた。広間の客の接待は放棄してきたらしい。いても立ってもいられなかったのだろう。

　彼は青白い顔で私達三人を見て、棒立ちになっていた。ようやく紡つむがれた言葉は不自然に震えていた。

「そ、その作家殿をどうなさったのです？」

「白々しいことを言わないで下さい。クリストファーは、……っていうか本名は分かりませんけど、彼を雇って私を殺そうとしたのは貴方なんでしょう？」

「なんと。その男はそんな戯たわ言ごとを申したのですか？」

「貴方は大神殿の文書係長を内通者に仕立てましたね？　調べれば分かることですよ」

　するとアレンが口を挟んだ。

「この男の身柄は我々が預ります。捜査の為に王都まで連行しますので」

　神殿長は今度こそ血相を変えた。

「デフレーで起きた犯罪は、デフレー自警団が解決いたします！　捜査権はこちらにあります。ましてや、この神殿内で起きたことは……」

「揉もみ消すつもりでしょう？　黒い森で私を襲わせた時みたいに」

　神殿長は目を見開いた。

　どうやら黒幕が自分であることを、隠し通せると思っていたらしい。

　彼は驚愕の表情を徐々に元に戻すと、次には不敵な笑みを見せた。

「秘書だかなんだか知らんが、態度に気をつけるのだな。ここは、デフレーですぞ。私はこの神殿の、神殿長ぞ！」

　私は権力に溺れて驕おごり高ぶる中年男の異様な威圧感に危うく気け圧おされそうになりながら、自分を奮い立たせた。

「貴方のような自分のことしか考えられない人間は、神殿長どころか神官としてすら相応ふさわしくありません。神の御前で自分がしてきたことを包まず述べなさい！」

　その時だった。

　廊下に繫がる応接室の扉が乱暴に開き、神殿の職員が転がり込んできた。

「し、神殿長、大変です！　神殿の正面に、大神殿騎士団の大軍が押し寄せています！」

「なんだと!?」

　神殿長は戸口に立つ職員を突き飛ばす勢いで廊下に飛び出て、神殿の入口目がけて走って行った。私も急いでその後ろ姿を追う。




　デフレー神殿は上を下への大騒ぎに包まれていた。

　呆然と立ち尽くす者、恐怖に怯おびえながら抱き合う者、何が起きたのかと口々に叫ぶ者。老若男女の神官達や職員達の反応はそれぞれ異なれど、皆等しく慄おののいて神殿の正面入口を見ていた。

　神殿の正面入口前には、騎乗した大神殿騎士団が大挙して押し寄せていた。茶色い毛並みの大きな馬に乗った、精せい悍かんな騎士達は狭い前庭には入りきらず、街の広場にまで彼らの一部ははみ出していた。

　デフレーの街の平穏な日常は吹き飛んでいた。八十騎ほどの騎士を引き連れてその先頭に堂々といるのは、セルゲイだった。

　こんなにたくさんの大神殿騎士達が、いつの間に……。

　そして、人員をこんなにデフレーに割さいて、大神殿の警備は逆に大丈夫なのか。

　神殿長は集まった職員や神官を乱暴に押しのけながら前へ進み、全開になっていた正面玄関の大扉から外に出た。もつれる足取りでセルゲイの近くに歩み寄り、全身を振り乱して、最も早はやすっかり狼ろう狽ばいと困惑しきった声色で叫んだ。

「これは何ごとだ！　我が神殿を、武力で制圧でもする気か!?」

　セルゲイは問いを受けて、馬を数歩進めた。同じ歩数分、神殿長が後ずさる。

　普段は愛あい想そ良くにこやかな気のいい青年にしか見えないセルゲイが、今や王者然とした風格を万人の前で見せていた。少しも臆することなく、堂々としたその姿は、見る者全てに威厳を示すことに成功していた。

　見上げた自信家だ、と思った。私にも、彼の自信の爪の垢あかだけでも恵んでもらいたいくらいだ。

「我が神殿と言ったか？　この神殿は既に大神殿の直ちょっ轄かつ下かに入った。お前は長としての任を解かれたのだ」

「な、何を戯たわけたことを！　そんなはずがあるか！」

　声を割りながら神殿長は怒鳴った。神殿長を馬上から見下ろすセルゲイの顔は、私がいまだかつて見たことがないほど、無表情だった。神殿の玄関に集まった職員達の間に、さざ波のように困惑した囁きが広がっていく。広場を通りかかる街の人々も、何ごとが起きたのか、とその人口密度が膨らみだした。

　セルゲイが胸元から一枚の紙を恭うやうやしく取り出した。それを広げて、よく通る声で読み始める。

「デフレー神殿長、ユーゴ・ケルンテン。その任を解き、以後は身柄を王都へ移す。取り調べに神妙に応じるがいい。これを見よ！　上意である！」

　セルゲイは読み上げた紙を神殿全体に向けて突きつけた。その紙の下の方には、朱い大きな印鑑が押されていた。私からは遠過ぎて読めなかったが、巨大なその印章はどう見ても国家君主か大神官が押したものとしか思えなかった。そんなものを、一体いつ用意したのだろうか。

　神殿長は紙をセルゲイから毟むしり取るようにして奪い、食い入るようにそれを見た。彼の両手が盛大に震えている。

　神殿長から視線を離すと、セルゲイが続けた。

「またこれに伴い、今後抜本的な人事の刷新が行われるだろう！　おのおの身辺整理に努め、覚悟を決めておくがよい！」

　やがて音もなく、神殿長は膝から崩れて床にへたり込んだ。

　極限まで空気が張り詰め、沈黙が周囲を支配する中、神殿長は突然壊れたように笑い出した。

　私達はしばらくその場に、痺しびれたように立ち尽くした。

　ふと振り返るとアレンがいた。

　彼はまだクリストファーを引きずっていた。

「アレンさん、あの騎士達はどこから湧いてきたんです？」

「騎士達は温泉ではありません。従って彼らは湧いてきません。彼らは皆、私達と共に大神殿から客船に乗り、ここへやって来ました。船の中では一般客に紛れ、リサ様の警護をしておりましたよ」

　私は神殿前に勢揃いする圧巻の騎士達を、目を剝いて見つめた。

　あっ、と声が漏れた。

　確かに、船上で見かけた男性が何人かいるではないか……！

　私の警護をしていた？　そういえば、私は船内でやたら人の目を感じていたけれど。あれは、そういうことだったのか！

「でもいくらマドレーヌさんが狙われているという前情報があったにせよ、多過ぎませんか？」

「南の王都などと、図に乗り過ぎて鼻につき過ぎたのですよ。悪い噂は漏れ伝わるものです。どこが上位にあるのかを、知らしめる必要がありましたからね」

「それじゃ最初からそのつもりで？　大神官様はそんなことを全然教えて下さいませんでした。デフレーまで今回も三人だけで行くのだ、と」

　私だけが何も知らず、蚊か帳やの外だったのか。もう、私はお飾りにすらなっていない気がする。小学校の学芸会で演じたプリン宇宙人の役を思い出した。台詞せりふ一つなかった。

「これは我々の任務であって、リサ様がお気になさることではありませんから」

　そう言ってから少し考えた様子で、アレンは続けた。

「私とセルゲイ様がいれば、一騎当千ではありますが、やはり二人だけでは不測の事態を収拾できかねますから。リサ様は、私達二人をさぞ心もとなく思われていたでしょう？」

　そんなことありませんよ、と私は引きつった笑みを浮かべてぎこちなく否定した。

　でもなんで教えてくれなかったのか、と聞いてみると、アレンは飄ひょう々ひょうと答えた。

「リサ様。どこに敵がいるかあの時点では分かりませんでしたからね。貴方は噓が下手そうですし。……それに、愛いとしい女には、大勢を頼るより、自分だけを頼っていて欲しいではありませんか。それが愚かな男心というものです」

「ええと、そうセルゲイさんが言ったんですか？」

　私が問うとアレンは珍しく悪いた戯ずらっぽい笑みを見せた。

「さあ、どうでしょう」










　騎士団の一部はそのままデフレーの自警団に向かい、捕らえられていた盗賊団の身柄を引き受けた。盗賊達の主犯格は神殿長やクリストファーと一緒に王都まで連行し、大神殿騎士団自らが調査に乗り出すのだという。

　あのキツイ尋問とやらが待ち受けているのだろう。

　これで南の大きな神殿であるデフレー神殿が抱えていた闇が、明らかになるに違いない。

　私はマドレーヌを探した。

　いまだ大騒ぎの渦か中ちゅうにある神殿の玄関周りや、客の集っていた広間のどこにも彼女はいなかった。神殿の中を駆け回ってあちこちを捜し、私はやっと彼女を見つけた。……神殿の祈りの間で。

　神殿内部の喧騒が噓かと思うほど、祈りの間の中は静寂に包まれていた。

　マドレーヌは広間で着ていたドレスを着替えたのか、神官の衣装を纏い、祭壇の前に膝をついて両手を顔の前で組み、静かに祈りを捧ささげていた。

　私が扉を開けた音や足音に気づいているだろうに、気にする様子もなく、熱心に祈りを続けていた。

　やがて垂れていた頭こうべを静かに起こし、立ち上がると私を振り返った。

「リサ様。貴方がいらして下さったことを、心から感謝いたします。今、王都の大神官様に感謝のお祈りを捧げておりました。大神官様は全てをご存知だったのですね」

　悪事はどこからか漏れるのが世の常なのかもしれないが、大神官や大神殿が全てを知っていたとは思えない。それにそもそも、私達をここへ呼び寄せたのは、大神官の奥方候補であるマドレーヌの存在だ。

「マドレーヌさんは、昔からずっと、この神殿が良くなるように、お祈りしていたのではありませんか？　きっと、そのお祈りが通じたのです。マドレーヌさんの不正を糺ただしたいと思うお気持ちがあったからこそ、今回のことに繫がったんですよ」

「リサ様……。自分でも説明がつかないのですけれど、なぜか今分かったのです。わたくしは、これでもこの神殿を愛しているのだ、と。愛着あるこの神殿が、正しくあるべき姿に再生していく様を、わたくしはこの目で見たい、と切に感じてしまうのです」

　──ええと、それはどう解釈したらいいのだろう。愛するのはこのデフレー神殿ではなく、是非王都の大神官にして欲しい。あのお方も、考えようによっては、愛すべきお方だ。多分。

　あのカリスマ大神官のご尊顔を拝見すれば、全てを投げ出して身を捧げたくなるか、泣いて逃げ出したくなるかのどちらかだろう。

　残念ながら私は後者であった。

　だが、マドレーヌには期待したい。祈りが叶かなった感謝から生まれる男女の愛もあるだろう、きっと。

「マドレーヌさん。明日、私達は陸路でここを立ちます。王都まで、一緒にいらして下さいますね？」

「……ええ。参ります」

　そう答えてくれたマドレーヌの瞳に浮かんでいた心中は、何だったのだろう。

　覚悟か、混乱か、はたまた私には思いも寄らぬ決意か。

　いずれにしても、私にはその後それを問う機会がなかった。








第九章　大神官、妻を選ぶ









　豪華客船で河を下るのはなんと優雅で、楽であったことか。

　私は馬車でデフレーから王都まで向かう道中、いかに往路が恵まれていたかを痛感した。南と王都を繫つなぐ道は、森や河川に恵まれ過ぎて道が悪い上に、今回は大量の騎士達を連れている為ために、身軽に動けなかった。途中の街で借りた馬車が壊れたり、全員が泊まる宿が見つからなかったり。

　挙句には、行方不明になる大神殿騎士までいた。もっとも彼は半日後に酔い潰れた姿で場末の飲み屋で無事発見され、かつて氷崖の騎士だった鉄壁の騎士によって、厳しく制裁を受けていた。

　私は確信できる。あの騎士は二度と酒を飲まないだろう。

　道中後半の数日は、もう記憶が曖昧だ。

　ひたすら馬車に揺られて、とうに飽きた窓の外の過ぎ行く景色に、死んだような目を向けていた気がする。

　それは誰もが同じで、マドレーヌですら王都に着く頃にはやつれていた。彼女は最初、一日に三度は服を変えていた。おそらくかなりの潔癖症なのだろう。しかしながら、旅が進むにつれてその回数は二回、一回へと減っていき、ついには朝から晩まで同じ服を着ている、という後退という名の進歩を見せた。疲労は潔癖症を凌りょう駕がするのだ。

　この一件は、いかに復路が辛つらかったかを、何より如にょ実じつに表していた。




　王都に到着したのは、デフレーを出てから二十日後だった。

　王都の街並みを再びこの目にできた時は、ある種の感動すら覚えた。

　一部の大神殿騎士達とデフレーで捕らえた者達を乗せた馬車は、大神殿には向かわず、中央神殿でとまった。取り調べは中央神殿で行われるのだという。流石さすがに盗賊達に、大神殿の神聖な土地を踏ませるわけにはいかない。

「マドレーヌ様も、まずはこちらでお降り下さい」

　私とマドレーヌが乗る馬車の扉を外から開けて、アレンが言った。

　──ここで？　なぜ大神殿に直接向かわせないのだろう。

　マドレーヌが中央神殿で降りる必要性が分からない。

　私が眉根を寄せてアレンを見ていると、彼は続けて説明した。

「中央神殿では直ちに重要な取り調べが行われる予定です。大神殿騎士団長御おん自みずから、取り調べをなさるのです。その際に、マドレーヌ様の証言も頂きたいのです」

　マドレーヌは神妙な顔つきで頷うなずくと、馬車を降りた。私は一刻も早く大神官と彼女を会わせたかったし、その場面を目撃したかったので、この展開を非常に残念に感じた。

　残された私は馬車で大神殿に向かう坂道を登った。大神殿の正面に辿たどり着くと、私達をレストラ高神官が迎えた。私が馬車から降りようとすると、先にセルゲイが降り立ち、私に手を差し出してくれ、降りるのを手伝った。その時、セルゲイは私にそっと耳打ちをした。

「リサ。今夜、お前の部屋に行ってもいいか？　大事な話があるんだ」

　私は何だろう、と一瞬戸惑ったが、それでもセルゲイに夜にまた会えると思うと、嬉うれしかった。突然ベランダに現れていたことを考えれば、断りをいれてくれただけでも素晴らしいではないか。

　私が快諾するとセルゲイはぎこちない笑みを見せ、頷いた。

　レストラ高神官にデフレーでのあれこれを聞かれながら、私は大神殿の中に入っていった。中に入ると、清浄な空気が私を待っていた。

　ここの空気はこうも清せい澄ちょうなものだっただろうか？　身体からだに纏まとわりついていた何か汚いものが、隅々に至るまで浄化されていく感覚があった。

　私がしばし入口で立ち止まっていると、レストラ高神官は訝いぶかしげに私を見た後、合が点てんがいった様子で大きく一度頷いた。

「リサも分かるようになったのか。この地の類たぐい稀まれな神聖さを」

　そんなバカな。私がなぜ神官体質に……。




　部屋に戻ると私は荷に解ほどきをした。大量の荷物を解体するのは、それだけでかなりの体力を消しょう耗もうした。猛烈にお風ふ呂ろに入って、身体を広げて眠りたかった。

　しかしその前に恒例の大神官様との謁えっ見けんが待っていた。私は呼ばれるまで部屋で待機していたのだが、あまりに疲れていたのでそのうち寝台に横になって眠ってしまっていた。




　謁見の間に行くように伝えに来た職員に起こされたのは、夕方だった。どうやら数時間は寝ていたらしい。

　寝ぼけ眼まなこも、久々にカリスマ大神官様に会うのだと思うと、真冬の南極の風に吹かれたみたいに吹き飛んだ。

　謁見の間に入るその時は、緊張で心臓が痛かった。何度経験しても慣れない。

　続けたら病気になれそうだ。

　大神官は奥の席に既に着いていた。右側の肘掛けに全身をもたれさせるように座っていて、いつも通り数人の高位の神官達を従えていた。

　一目見て、私はその異変に気がついた。

　崩れた姿勢はもとより、どこか疲れた顔をしていた。

　大神官は大儀そうに口を開いた。

「よく、無事に戻った。幾度となく困難に直面したと、聞いておる」

　はい、と言いながら私は頭を下げた。

「顔を上げよ。そなたの顔がよく見えぬ。そしてなぜそれほど遠くに座る。近ちこう寄れ」

「はい……」

　ずりずりと膝を擦すりながら、大神官の席へ少し進んだ。すぐに止まってから顔を上げる。目が合うと大神官は、もっと寄れ、と言いたげに強く手招きした。大神官はかなりの近眼らしい。

　大神官が満足する位置まで近寄ると、私は滲にじむような笑顔を浴び、硬直した。美貌は健在だった。正気を保つ為に直視すまい、と気をつけながら私は大神官の言葉を待った。

「そなたには大神官付秘書としての任務を命じていたが、本日をもって解任することとなった」

　突然の宣言に、私は内容を理解するまでに時間がかかった。

　解任？

　私の仕事は候補者の中から大神官が気に入る女性を連れて来ることだった。それが不要になったのなら、それでは……。

「大神官様のご結婚相手が、決まったということですか？」

　大神官は、ああ、と実に気のない返事をした。

「マドレーヌ様ですね？　もうお会いになられたのですか」

　──しまった、私が昼寝をしている間に……？

　はしゃいで質問する私をよそに、大神官がおもむろに立ち上がった。大神官は居並ぶ神官達に剣けん吞のんな視線を向けると、簡潔に命じた。

「皆、席を外せ」

　神官達に軽い動揺が走る。

　皆で困惑気味に目を白黒させて、お互いの顔を見つめ合っている。

　どうすべきかまごつく神官達に、大神官は再び命じた。

「席を外せ」

　席を外せとは、私に対しても言っているのだろうか。私は突然の事態に、どうすべきか逡しゅん巡じゅんし、結局神官達に倣ならうことにした。出口へ向かって行く神官達に続いて私も出て行こうと腰を上げると、大神官が不機嫌そうな声を出した。

「そなたまで退席してどうする」

　違ったらしい。私は上げかけた腰を下ろした。

　大神官は私の目の前でふわりと床に膝をついた。大神官のみが着用を許される無駄に襞ひだの多い緋ひ色いろの神官服が、床に広がる。このまま部屋を動き回れば、床の掃除ができそうだ。

　次に大神官は両手を伸ばし、私の両手を取った。真剣に私の顔を覗のぞき込んでくるその金茶の瞳に映る自分は、固まっていた。

「そなたはサレ村に帰りたいと申していたな。だが、ここに残る気はないか？　残って私の妻になる気はないか？」

「すみません。疲れていて……よく聞こえませんでした。もう一度……」

「そなたは私が嫌いか？」

　苦手だが嫌いではない。私は頭をブンブンと振った。大神官は至極満足そうに微笑した。

　この微笑を誰かと分かち合いたい。一人では破壊的なこの威力を支えきれない……。

「では、私と結婚しないか？」

　頭が朦もう朧ろうとしてきた。何か重大な過あやまちが起きているようだ。

「大神官様は、マ、マドレーヌさんと結婚するんじゃないんですか？」

「デフレー神殿は一旦解体せねばならぬ。マドレーヌは逸材ゆえ、その前にデフレー神殿より引き抜いたのだ。彼女は中央神殿で勤めさせた後、デフレー神殿の再建に携わってもらう。ゆくゆくは初の女性神殿長となるかもしれぬ」

　うわあ！　マドレーヌさんが聞いたら喜びそう！　彼女、仕事に物もの凄すごく生き甲が斐いを感じていそうなタイプだから！

　なんて喜んでいる場合じゃない。私は彼女をヘッドハンティングしてきたわけじゃないんだけど。奥方候補として連れてきたはずだ。これではあまりな行き違いじゃないか。それにしても、それじゃ、一体……。

「どなたが奥方に？　やっぱりキャロンヌですか？　それともまさかのフェリシテですか？」

「他の候補など、どうでもよいのだ。私はそなたが欲しい」

　私は心の中で悲鳴を上げていた。大神官の腕が背中に回され、私は力強く抱き締められていた。

　うわああ！　セクハラ、セクハラ……！　じゃないのか？　これはもしやまさかの、オフィスラブというやつだったのか!?　でも一方通行過ぎるんですけど……！

　では、大神官の奥方が決まった──というのは、まさか私のことか？　内通者が流した誤情報は、実は正しかったのか？　私は水を向けてみた。

「……あの、文書係長が、機密文書を漏ろう洩えいしていたのをご存知ですか？」

「知っている。あの者の身柄は既に中央神殿に移された。あの者は異世界人に対して良くない感情を持っているそうだ。デフレー出身というのもあって、そなたが有力候補になるのを何としても阻止したかったらしい」

「私はいつから有力候補に……」

　下げ僕ぼくにしか見えないんじゃなかったのか。

「そなたの神力は誰よりも大きかった。いつしかそなたは最有力候補になっていたのだ」

　いやいや、そんなの困るから！　私にはこんなカリスマ大神官様の伴侶になる気など、さらさらない。お屋や敷しきを破壊したのは本当に申し訳なく思う。だけど、自分の身を捧ささげるオプションは秘書の職務内容に含まれていなかったはずだ。

　私がこちらの世界に迷い込んでしまってから練り直した平凡な人生設計が、物凄い勢いで遠ざかっていく。

「だ、大神官様、考え直しましょうよ！　というか、よく考えて下さい！　ほら、イライザさんの歌、素晴らしかったですよね？　キャロンヌさんなんてそれは魅惑的な体型だし！　あっ、フェリシテなんて、奥様にしたら毎日あの妖精を愛めでられるんですよ！」

　思い出して欲しい、あの攻撃的なほどに女子力が高い彼女達を。

　必死な私をよそに、大神官は眉根を寄せた。

「愛する女から、他の女を薦められる辛さが分からぬか？」

　いや、そんなことを言われても。だってそれが私の仕事だったではないか！　その仕事をこんな形で終わらせるつもりなど、私にはなかった。

「大神官様、あの、色んな意味で本当にムリなんで……」

「大神官などと私を呼ぶな。私の名を呼ばぬか！」

　ええっ!?　そんなのムリだ。そもそも大神官の名前を知らない。

　私が困っていると、大神官は私の耳に、唇を押しつけながら吐息と共に囁ささやいてきた。

　アレクシス、と。

　私の耳から凄すさまじい熱が全身を巡り、腰の辺りが異常にムズムズした。顔から火が噴きそうだ。

「アレクシス様、放して下さい」

　名前を呼べば許してもらえるかと思ってかいがいしく呼んではみたものの、逆効果だったらしい。大神官は感激に胸震わせて、何を思ったのか私の額に熱烈に口づけ始めた。

　大神官様ってば、見かけによらず肉食系！

　私の脳内では激しく星が散っていた。

　──もう、死にそう……。

　大神官の両手が私の肩に掛かったかと思うと、そこに力が込められ、あれよあれよという間に私は後ろに押し倒された。頭が床にぶつかるゴンッという音と同時に、後頭部に痛みを感じる。衝突の直後は自分の頭が割れたかと心配になった。次々我が身を襲う展開に、目を丸くする他ない。

　──あれっ……噓うそ、噓。この位置関係はヤバくない？

　あろうことか大神官は仰向けに倒れた私の上に、のしかかってきた。金糸のように黄金色に輝く長く柔らかな髪が、私の身体の上に流れ落ちる。そのまま大神官の人間離れした秀麗な顔が至近距離に迫ったかと思うと、その柔らかな唇が私の唇に降ってきた。

　何をされているのか、しばらくの間本気で理解できなかった。というより寧むしろ、失神寸前だった。

　……そんなはずがない。

　私の勘違いかもしれない。この大神官が私に求婚をして、キスをしたりするわけがないじゃない。

　私はあり得ない現実をあり得ない方向に、無理矢理否定しようと踏ん張っていた。

　この状況が嫌だとか、もしくは嬉しいとか、そんな感情は僅かも生じなかった。

　あってはならない、という信じ難がたい気持ちと、美貌の至高の宗教指導者に対する畏い怖ふから、身体が全く動かなかった。

　大神官は私からゆっくりと顔を離し、私の髪を撫なでつけた。優しく髪に触れられるその感覚に、背中の辺りがぞわぞわとした。

　私を見つめる大神官の顔の距離が近過ぎて、焦点が定まらない。でも焦点が定まったらその瞬間に天に召されそうな気がする。

「抵抗せぬのか。少しは私にそなたの気持ちがあると考えてよいのか？」

　ないです。一ミリも。

　潔いさぎよく首を左右に振り、否定の意を明瞭に示したかったが、私を組み敷いて見下ろす金茶の双そう眸ぼうは狂おしいまでの色気と熱を含んでいて、怖くて指先一つ動かせない。

　大神官の手が私の頰に触れた。

「私はいつか、そなたが私を恨むだろう、と言ったな。きっとそなたは明日になれば私を嫌うだろう。その前に、私はこの思いを伝えたかったのだ。そなたを愛していると」

　大神官は私の肩に手をかけると、私を起こした。そうしてただじっと私の顔を覗き込んだ。私の思考は限界値を越え、この段階で完全にフリーズ状態にあった。

「驚かせたようだな。だが謝罪はせぬ」

　そう言い捨てると大神官は急に立ち上がり、困惑して床に座り込んだままの私を一いち瞥べつすると、神官服をはためかせて、幾重にも落ちるカーテンの中に消えて行った。

　──出て行ってしまった。

　私は自分の唇を無意識に触った。

　何だったんだ。人を煽あおるだけ煽って、去り際が唐突過ぎやしないか。ここで放置される身にもなってくれ。……いや、相手をされ続けてもそれはそれで困るけど。

　……本当に、カリスマ大神官が私を好きに？　そんなことがあるなど、夢にも思わなかった。私は不意に、以前ワイヤーからの帰りの馬車で自分に向けられていた妖よう艶えんな眼まな差ざしを思い出し、思わず身震いした。

　明日になれば大神官を嫌う……？　というより、明日まで私はここにいていいのだろうか？

　──だめだ、だめだ！

　明日になれば何が起きるのか分かったもんじゃない。分かるまでいてはならない。何はともあれ、私は弁済の為の職務を完遂したのだ。借金苦の生活は終わったのだ。選ばれた候補者がどうなろうが、大神官が有力候補にトンズラされようが、そこまでは知ったことじゃない。これで晴れて私は堂々とお天道てんと様の下を歩ける身なのだ。後ろめたいことは何もない。

「逃げよう……！」








第十章　暴かれた真相









　私は大神殿から逃亡することにした。

　超特急で部屋に戻ると荷物をまとめ始めた。ここで借りていた服や文具類を置いていけば、荷物はたいした量にはならない。

　サル村から持参したちょっと古風なワンピースを着ると、どうにか荷を一つの鞄かばんにまとめ、その布製の鞄を肩に担かつぎ部屋を出て、なるべく人に見つからないように廊下を走った。

　途中で何人かの職員や神官とすれ違ったが、彼らは日頃から私に話しかけてくることなどまずなかったので、急いでいる私を不思議そうな顔で見やるだけだった。

　せめてレストラ高神官には一言挨拶をしてから去りたかったが、短時間では見つからず、また引きとめられそうな気がしたので、断腸の思いで諦めた。

　しかし夜にはセルゲイが私を訪ねて来る予定だった。

　大神殿を出て行く前に、セルゲイには会わなければ。

　彼に、何があったのか打ち明けよう。何か助けになってくれるかもしれない。

　私は神殿の裏口から出て、建物の外をぐるぐると周り始めた。いつもなら大神殿騎士達がこの辺りを警備しているからだ。

　だがセルゲイはいなかった。

「何をなさっているのです？」

　突然背後から声を掛けられて、私は心臓が止まるかと思った。慌てて振り返ると私の後ろにはアレンがいた。

　彼は私の荷物をちらりと見ると、物言いたげに私を見つめた。

「セルゲイさんは、今どこにいますか？」

「申し訳ありません。分かりません」

　アレンでもセルゲイについて知らないことがあるらしい。これには驚かされた。

「あの……アレンさんには大変お世話になりました。今日をもちまして秘書ではなくなりましたので、大神殿を出て行くことにいたしました」

「リサ様は夜逃げならぬ夕刻逃げの最中でしたか。お邪魔して申し訳ありません」

　バレていたか。私は恥じ入りながら、アレンにお願いを一つすることにした。

「あの、セルゲイさんと夜に会う約束をしていたんですけど、私は今夜は街中の宿に泊まると思うので、七時頃に広場で待っている、と伝えて頂けませんか？」

　アレンは私の頼みを二つ返事で引き受けてくれた。セルゲイとの約束を守れることに胸を撫なで下おろす。

　アレンはそんな私を見て、口の端を歪ゆがめて小さく笑った。

「逃げても無駄だと思いますけどね」

　えっ、と聞き返す私に向かってアレンはヒラヒラと手を振った。

「私もリサ様と旅をするのは楽しかったですよ。ではお気をつけて」

　とりあえず早く大神殿を出たかった。

　アレンに別れを告げて敷しき地ちを出ると、王都の広場へと続く石畳の坂道を下りた。早足で道を下り、一度振り返って大神殿を仰ぎ見た。

　坂道の先の小高い丘の上で、白く輝く荘そう厳ごんな大神殿。

　そこに背を向けると私は丘の麓ふもとまで駆け下り、中央神殿の前庭に入った。もう一人、会っておかなければならない人がいた。アイギル小神官である。

　デフレーへと旅立った日に、私は彼と夕食の約束をしておきながら、すっぽかしてしまったのだ。そのお詫わびをしなければならない。それに何より、彼にはサル村から来る時に、とてもお世話になったのだ。無断で大神殿を出るのはいただけない。

　入口にいた職員は私の顔を知っていたらしく、私がアイギルさんに会いたい、と言うとすぐに取り次ぎに走ってくれた。

　私は重い鞄を床に下ろし、職員のいなくなったカウンターに寄りかかって彼が戻るのを待った。

　入口から伸びる廊下の先に目をやれば、デフレー盗賊団の取り調べがまだ行われているのか、中央神殿の中を大神殿騎士達がウロウロしているのが見える。セルゲイがいないか、その姿を目で探したが、やはりいなかった。

「リサ！　どうしたのだ」

　職員に連れられたアイギル小神官が、私目がけて小走りで走ってくる。息が完全に上がっている。結構な距離を走ってくれたのだろう。

　私も彼に駆け寄る。

「この間は、約束の場所に行けなくてごめんなさい」

　するとアイギル小神官は首を振った。

「デフレーへ行っていたのだろう？　後で叔父上に聞いたのだ。詫わびることはないぞ。しかしお陰で中央神殿は、今この騒ぎだ。……それにしても、その荷物は一体何だ？」

　私はデフレーで起きたこと、そして晴れて債務がなくなったので大神殿を出て行くことを話した。

　アイギル小神官は目を丸くした。周囲を気にする素振りを見せてから、私に尋ねてきた。

「リサは大神官様の奥方の選考をお手伝いしていたのだろう？　では、大神官様の奥方が決定したのか？」

　驚きつつも、それはめでたい、と顔を綻ほころばせながら彼は微笑した。私はあやふやに頷うなずき、自分が大神官に所望されたことは言わなかった。

　私はとりあえず街中に今夜は泊まり、サル村にいつ帰るかはまだ決めていないことを伝えた。

「そうか。帰る日が決まったら教えなさい。私も色々力になろう。サル村の人々も、さぞお前のことを心配しているだろう。早く帰って、安心させてあげなさい。……路銀はあるのか？」

　私は苦笑しながら、はい、と頷いた。

　するとアイギル小神官は安あん堵どに表情を緩めて、感慨深げに言った。

「正直、リサが大神殿に連れていかれた時は、どうなるかと思ったが……。無事にお許しを頂けてよかったな」

　私も初めて大神殿に連れていかれた時は、どうなることかと震え上がっていたのを思い出した。あの時はまさかこんな未来が待ち受けていようとは、夢にも思わなかった。

　私はアイギル小神官に同意した。

「はい。今は、肩の荷が下りた気分です。大神官様の女性の好みには本当に振り回されましたけど……。ご自分と同じ金髪に異常に固執されて」

　だいたい大神官はあれほど髪の色にこだわっておきながら、なんで急に私に好意を寄せるんだ。私のどこが金髪なんだ。どこをどうとっても、真っ黒じゃないか。

　アイギル小神官は私を見つめたまま、目をパチパチと瞬まばたいた。

　おかしな沈黙の後、彼は言った。

「金髪？」

「はい。大神官様は毎度金髪に妄執されて、それはもう、金髪でなければ女ではない、と思っていらっしゃるご様子で」

　驕おごる平家もドン引きだっただろう。

　アイギル小神官はまだ釈然としないような顔つきをしていたので、私は結論を下した。

「ナルシストなんですよ、大神官様は。ご自分の髪の色がいたくお気に入りなのでしょう」

　私は自分の結論に満足して大きく頷いた。だがアイギル小神官は眉根を寄せて、更に不可解そうな表情を浮かべた。

「言っていることがよく分からんぞ。大神官様は金髪ではないだろう？」

　今度は私が面食らった。

　アイギル小神官こそ何を言っているのだ。あれほど立派な金髪はそうはいないと思う。

「それは見事な金髪ですよ！　目の色も金みたいな薄茶をされていますし」

　アイギル小神官の瞳が徐々に曇っていく。

「私は叔父上から大神官様の容姿については聞いたことがある。去年の王都の収穫祭ではカーテン越しのお輿こしにお乗りだったからお姿を拝見できなかったが、何年か前にチラリと拝見したことはある。……大神官様の御髪おぐしの色は金色ではない。黒曜石のような長く美しい、黒色だった」

「ええっ？　そんなはず……」

　そんなはずはない。

　私が会っていた大神官は、確かに……。

「金髪ですよ！　確かに……」

「リサ、大神官様は黒髪に青い瞳をされているはずだ。お前がなぜそんなことを言うのか、さっぱり理解できんのだが」

　今度は私が眉間に皺しわを寄せていく番だった。こちらこそアイギル小神官がなぜそんなことを言うのか、さっぱり理解できない。しかし、まさかアイギル小神官が私に噓うそをついているとも思えない。

　この国の大神官の髪の色が、金髪ではなく黒髪？　ではそうすると、私が会っていたあのカリスマ大神官は何なんだ？　あれが、実は大神官ではない？　だとすれば、その黒髪の大神官とやらはどこにいる。

　私が今まで見ていた世界が、音を立てて崩れていく気がした。

　大神殿のどこに、そんな人が……突然私は稲妻に打たれたような衝撃を受けた。

　……なぜ気がつかなかったのか。

　歩く神力計測器である私が、凄すさまじい神力を持つはずなのにずっと具現化した神力を見ることがなかった人物がいたではないか。

　──セルゲイだ。

　彼は私の前で幾度か、確実に怒っていたのだから、普通なら私に神力が見えたはずだ。なのに私には見えなかった。私の神力では計測などが及ばないほどの神力を持っていたのではないだろうか？

　まさか。まさか？

「これ、ちょっと預かっていて下さい！」

　私は驚くアイギル小神官に自分の鞄を押しつけて渡すと、踵きびすを返して中央神殿を出た。そのまま、ついさっき下りた石畳の坂道を登り始める。一度は遠ざかった大神殿が、ぐんぐんと近づく。

　私は大神殿の正面玄関から建物の中に飛び込むと、走って廊下を奥へ、奥へと進んだ。あまりに急いで走ったので、角を曲がる時には靴が滑り、何度も転びそうになった。大神殿の奥には、高位の神官しか出入りを許されない、普段私が足を踏み入れなかった要人専用エリアが広がっている。

　そこへ繫つながる廊下へ真まっ直すぐに向かうと、私の存在に気づき、慌てた様子の神官が声を掛けてきた。

「リサ様？　これより先はご遠慮下さい！」

　制止は聞き流し、私はその神官が止める間もなく両開きの大きな扉を勢いそのままに、バタンと押し開けた。

　扉の先は、高い天井のホールになっていた。神聖な大神殿の空気には慣れていると思っていたが、その空間は一段と厳かな雰囲気が広がっていた。そこから先にも廊下が伸び、ドアが幾つか並んでいた。

　──どこにいる？

　捜さなければ。私は、片端から扉を開けていった。

　並ぶ扉の中で、ひときわ大きな木の扉の先を開けると、私は息を吞のんだ。

　ドーム型の天井を持つ楕だ円えん形の広い部屋の真ん中に、巨大な円卓と椅子があり二十人ほどの神官達が円卓を囲んでいた。突然の来訪者に驚いた彼らの視線が、一斉に私に注がれた。

　円卓の一番奥には、大神官の神官服に身を包んだセルゲイがいた。

　いつもは一つに結わいている長い髪は、結ばれることなく真っ直ぐに垂らされ、着崩した騎士の衣装ではなく、ゆったりとした緋ひ色いろの長い神官服を着ていた。それは一瞬別人ではないかと思うほどの、全く異なる雰囲気を醸かもし出していた。だが発光するような青い瞳と涼しい面差しは、紛れもなくセルゲイその人だった。

　全員の目は等しく、まるで幽霊とでも遭遇したかのような驚きょう愕がくと動揺をたたえて私に向けられていた。

　私は感情を抑制した声で尋ねた。

「大神官様はどちらにいらっしゃいますか？」

　張り詰めた沈黙の後、セルゲイが右手をすっ、と挙手した。

「──ここにいる」

　居並ぶ神官達は、瞬き一つしなかった。

　爆発が起きる前の不気味な静けさが空間を支配していた。

　──なぜだ。

　どうしてこんなことが起きている。

　頭の片隅で、落ち着くんだ、と冷静でいるよう主張するいい子な自分がいた。しかしそれに相反する感情も湧き起こり、見境なく混乱し怒り、暴れる私もいた。しばしの葛藤の後、後者が私の感情を埋め尽くした。借金を背負った従順な私はもういなかった。

　私は壮大な詐欺にあった怒りと戸惑いが、制御可能な枠から溢あふれ出すのを感じ、それを自分に許した。

　ズカズカと大股で円卓に近づいていく。次の瞬間、私は怒鳴り散らしていた。

「あんた達、どういうことなのか説明しなさいよ!!」

　怒声はビリビリと部屋を揺らし、高齢の神官達が、ひい～、と哀れっぽい悲鳴を上げて縮み上がった。

　軽く見渡すが、カリスマ大神官の姿がない。私はセルゲイを睨にらみつけながら言った。

「セルゲイさんが大神官ですって？　ずっと騙だましてたなんて！　じゃあ、私が見てきたニセ大神官はどこにいるのよ！」

「ここにいる」

　私が入ってきたばかりの扉が開き、元カリスマ大神官が現れた。私は彼の衣装をたっぷり十秒は凝視した。元カリスマ大神官は、いつも私が見ていた緋色の大神官服ではなく、青地の高神官の神官服を着用しているではないか。

　いつもは垂らされていた光り輝くご自慢の金髪は、三つ編みに編まれて一つになり、右肩から流されていた。

　──どうなっている。
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　私は元カリスマ大神官をやぶ睨みして尋ねた。

「あんた、誰よ!?」

「私は高神官のアレクシスだ」

　そんなことは聞いていない。あまりのことに、対処の範はん疇ちゅうを越えてしまい、聞くべきことが出てこない。話そうとして息を吸うのに、言葉がついてこない。過呼吸にでもなりそうだ。するとそんな様子の私を見かねて、セルゲイが説明を補足した。

「アレクシスは俺の双子の弟なんだ」

　ふたごのおとうと……？

　私はセルゲイとアレクシスを、何度も交互に見た。この二人が、血を分けた兄と弟？　なんてこと。

　……嫌な兄弟だ。

　双子だとしたら絶対に二卵性双生児に違いない。どんな神の悪戯いたずらでこんな二人が双子になったんだ。

　私は一瞬時と場を忘れ、セルゲイとアレクシスの両親の顔を死ぬほど見てみたくなった。

　私はアレクシスを指差しながら、驚きのあまり変に震える声で問うた。

「この人、セルゲイさんよりよっぽど大神官に見えたんですけど。なんでこんなに無駄に神こう々ごうしいんですか！」

　するとずっと押し黙っていた神官達が、ひそひそと囁いた。無駄に神々しいんじゃなく、無駄に美しいんじゃ、と。私がキッ、とひと睨みしてやると、彼らは慌てて口を噤つぐんだ。

「俺は社会勉強の為に敢あえて大神殿の外で──アレンの家に預けられて育てられたんだ。だがアレクシスはずっと大神殿の中で育ったからな。ちょっと浮世離れしているところがあるんだ」

　ちょっと、なんていう控えめなレベルだろうか？　かなり浮世離れしていると断言できる。だからこそ大神官の偽にせ者ものに仕立てるには逸材だったというわけか。アレクシスの怪演には悔しいくらい見事に騙された。

　なぜ大神官だなどと平気で私の前で名乗っていたのか、と聞くとアレクシスはしれっと言った。

「私は自分からそなたの前で大神官だと名乗ったことはない。これでも罪悪感は抱いていたのだよ。だからさっさと兄上の奥方探しを終えたくて仕方がなかった。なのにそなたが連れてくる女達といえば……。……だが、それでいて私は何よりこの日が来るのを最も恐れていた」

　ちょっと待て。名乗ったことが一度もない？　私は首を捻ひねった。

　そうだったろうか？　……いやいやしかし、私が勘違いしているのは明白だったのだから、それを訂正するどころか利用していたアレクシスも同罪だ。本人だってそれを分かっているからこそ、私に恨まれる日が恐ろしいと言っていたんじゃないのか。

　セルゲイが椅子から立ち上がり、宥なだめるような声色で言った。

「リサ、これには深いわけがあるんだ。聞いてくれ。今夜、きちんと全てを打ち明けるつもりだったんだ。……大神官に負い目を感じる秘書としてのお前にではなく、ただのリサに。だから、秘書としての任を解いたんだ」

「どんなわけがあるってのよ！　今ここで聞かせてもらおうじゃないの！」

　私とセルゲイの会話が始まったのに乗じて、神官の一人がこっそり椅子から立ち、コソコソと抜き足差し足、出口に向かおうとしているのが視界に入る。

「どこ行くのよ！　席に着きなさい！」

　私は素早く出口に駆け寄り、開いたままだった扉を、勢い良くバタンと閉めて皆の退路を断った。

「……お前が俺の屋や敷しきを壊したと中央神殿の使者から聞いた時、俺はお前に強く興味を抱いたんだ。そんな甚じん大だいな神力を持つ若い女性など、そうそういないからな」

　俺の屋敷……？　そうか。セルゲイが大神官だったのなら、私が爆破したのは……セルゲイの屋敷だったということになる。

　かつてチラリとだけ見た白い瀟しょう洒しゃな屋敷を思い出し、目の前にいるセルゲイに対して私は僅かに気まずさと罪悪感を抱いた。

「俺は両親の結婚の失敗を見てきたから、自分の結婚相手は時間がかかってもきちんと選びたかったんだ。だから、大神官とは名乗らずに代理を立てて、自由な身でお前に近づいて親しくなろうとしたんだ。一緒に旅をして同時に他の候補もじっくり見ることができる、素晴らしい発想だと思ったんだ」

　何が素晴らしいんだ。

「どうして噓をついたんですか！　大神殿騎士だなんて……」

　するとセルゲイは不ふ貞て腐くされた表情で答えた。

「ならばお前は『やあ、俺は大神官のセルゲイだ。神力の強い子を産めそうな女を探してる。早速だが結婚を前提に仲良くしてくれ！』と言ったら俺を相手にしてくれたか？」

　そんなの、決まっている。全力で関わりを避けただろう。っていうか出会い頭がしらのノリがなんでそんなに重たい上に軽いんだ。まあ確かに私とセルゲイの出会いはそんな感じの軽さだったけれど。軽過ぎて私が完全に引いていたっけ。

　セルゲイは言葉にしなくとも私の答えを見透かしていた。

「男の地位しか見ていない女性は妻にしたくない。そんな結婚生活は必ず破綻するからだ。俺の両親のように。だから、気楽な騎士の一人として候補者達に近づいたんだ。候補者達の目は選考人であるリサに行くだろうし。お陰で素に近い彼女達を知ることができたよ」

　そこまでする心境は私には分からなかった。理解しようにもできない。もしかしたら、生まれた時から特別で、いつも大神官という地位を通してしか周囲が自分を見てくれない立場にい続けたセルゲイにしか、分からない何かがあるのかもしれない。

　私はアレクシスを見た。

　彼は穏やかな眼まな差ざしで私を見ていたが、私はその黄金の髪を見てふとある疑問が湧いた。

「待って……、じゃあ、あの金髪碧へき眼がんナイスボディ美女にこだわっていたのは……」

「兄上だ。私の趣向ではない。その条件を出す度に、そなたが私を軽蔑に満ちた白い目で見てくるのが、本当に嫌だった」

　心底不快そうな表情でアレクシスが説明した。あれはセルゲイの女の趣味だったのか。なんだか妙に納得できる。いや、納得できるとともに、今度は別の腹立たしさをセルゲイに対して感じた。

　無意識に自分の髪に手を触れる。

「でも私、セルゲイさんの好みの女性とは全然違います」

「あれは──、俺が本当にそういう女性が好きなわけじゃない」

「えっ、何ですかそれ、どういうこと!?」

　驚いているのは私だけではなかった。

　私の後ろにいたアレクシスが、青筋を立てながらセルゲイに詰め寄った。かなり怒っているのだろう。般はん若にゃみたいな顔をしている。

「兄上、ご説明を」

「結婚相手を決めるまでなるべく時間をかけたかったんだ。──いっそ……もし候補者達の中に惹ひかれ合う人が見つからなければ、その中から無理に選ぶこともないと思っていた。だから、敢えて難しい条件をつけたんだ。そもそも俺が直接出向いたから、本来は条件など不要だった」

「確かに難しい条件でしたよ！」

「リサは候補であり、選考人でもあるという特殊な立場にあった。あの時点ではまだお前の性格が全く分からなかったから、リサがその立場を意識し過ぎないように、敢えてリサからはかけ離れた容貌を並べたんだ」

　そんな余計な心遣いを……。

　しかも円卓の神官達が私の全身を不ぶ躾しつけに眺めてから、ひどく合が点てんがいったように無邪気に頷き合っている。

「凹凸のない体型で、すみませんね！」

「兄上……。その条件のせいで、私がどれほど不名誉な思いをしたかご存知ですか？　リサから浴びせられる冷たい視線が、いかに屈辱的であったか」

「あんたは黙ってて！」

　一喝するとアレクシスは瞬時に口を噤んだ。

「失敗だったよ。俺は──恋愛を理解していなかった」

　セルゲイの弱気な発言に、今までの彼のふとした一つ一つの台詞せりふを思い出した。彼は唐突で強引で。それでいて時折、妙にぎこちなかった。

　私の脳裏にはあの日、アーモンド農園で私を見下ろしていたセルゲイの純粋に驚いた顔が蘇よみがえる。

　もう一つやっと腑ふに落ちたことがあった。

　私はアレクシスの方を見た。

　大神官の衣装に包まれていなくても、やはり目を細めてしまうほど眩まぶしい。

「アレクシスさんは、天てん真しん爛らん漫まんな女性が好きなんでしょう？」

　温泉の街での大神官の不可解な行動は、こういうことだったのだ。

　フェリシテを思い浮かべながらそう問うてみると、アレクシスは何も答えなかった。多分、図星なのだろう。

　アレクシスは代わりに説明を続けた。

「そなたが連れてきた女性を謁見の間で選んでいたのは、兄上だ。私は兄上の合図を受けてラトーヤを帰らせたり、キャロンヌ達を選んだりしただけだ」

「俺みたいなのが実は大神官だったと分かるよりもアレクシスを大神官だと思わせて帰す方が、彼女達の信仰心も薄れずに済むだろう」

　セルゲイは大真面目に不謹慎なことを言った。それを鼻で笑ってから、アレクシスが口を開く。

「マドレーヌを選ばなかったのも私ではない。個人的には、彼女の資質は申し分なく思う」

　するとセルゲイが不満げな声を上げた。

「実際一緒にいなかったからそんなことが言えるんだ。あれほど完璧な妻が家にいたら、落ち着かなくて仕方がない。リサぐらいボーっとしている方が丁度いいぞ」

　誰がボーっとしているんだ！

　私の怒りを感じてか、成り行きを見守っていた神官達の間ににわかに緊張が走った。最高齢と思おぼしき神官の一人は、頭を両手で庇かばっていた。まるで天井が落ちてくることに怯おびえているみたいだ。

　続けてセルゲイは驚愕の事実を説明してくれた。彼らを含めてここの職員達と神官達は、余計な情報を私に与えないように、セルゲイから近づくなと命じられていたのだという。だからあんなに頑迷に私は避けられていたのだ。

　大神殿にいる私を訪ねたアイギル小神官を門前払いにしたのもセルゲイの命令で、外部の人間が私に接触するのを防ぐ目的だったらしい。そうなると、アイギル小神官からの消えた手紙ももしや真の狙いはそこか。

「私宛ての手紙を全部押さえていたのは、私に余計な情報や繫がりを与えないためだったんですか？　自分の芝居がバレないように」

「そうだ。だがお陰でお前が俺の寵ちょう愛あいを受けているらしいと、大神殿全体に噂うわさが広まってしまった」

　寵愛というか、ストーカーの域に達していると思う。よく考えるとコワイ。

「みんな、セルゲイさんがこんな入れ替わりごっこをしていると知っていたんですか？」

「まさか。そんな危ない橋は渡らない。知っていたのは高位の神官達とキムだけだ。髪を結わいて騎士の衣装を着たら、大神殿の人間を含めて、驚くほど誰も気づかなかったぞ。だが、ワイヤーの街の神殿長は、子どもの頃から俺の顔をよく知っている神官だったんだ。万一バレたらまずいから、ワイヤー行きは断念してアレクシスに行ってもらったんだ。留守にし過ぎて仕事も溜たまっていたしな。リサ達が温泉観光をしている間、俺は寝る間も惜しんで働いていたんだ」

　私はワイヤーから王都に戻って来た時に見たセルゲイが、凄すごくやつれていたのを思い出した。あれは過労によるものだったのか。だが同情の気持ちは当然ながら欠片かけらも起こらない。だいたい仕事を抜け出してたんだから、自じ業ごう自じ得とくじゃないか。

　更に付け足すようにセルゲイが言った。

「ワイヤーの候補者には正直、興味がなかったんでね」

「そうですか。弟さんは大変ご興味をお持ちになったご様子でしたよ」

「リサ。ずっと騙していてすまなかった。傷つけたりするつもりじゃなかったんだ。ただ、俺という人間を先入観なく見て欲しかったんだ」

　セルゲイは一歩一歩を慎重に進みながら、私に近づいた。

「頼む。俺の傍そばにいてくれ」

　答えは決まっていた。私は考える間もなく、口を開いた。

「嫌です。私、ここを出て行くことにします」

「リサ……ずっと俺の傍にいると、デフレー神殿の庭で涙ながらに言ってくれたじゃないか」

「それとこれでは状況が違い過ぎます！　私、大神官様となんて結婚できないし！」

「お前も結婚相手を職業で選ぶのか……」

　あまりに鋭い切り返しに思わず言葉を失った。でも大神官様って職業なのか？　……職業か。

　私達の様子を窺うかがっていたアレクシスが、自信に満ちた微笑を浮かべながら、流れるような足取りで私の近くに来た。そのままとんでもない提案をする。

「大神官が相手では気が引けるというのならば、私ではどうだ？　私なら高神官だ」

　どうだ、って何を提示したいんだ。

　大神官も高神官も庶民にとっては普通、一生関わりがない存在だ。浮世離れし過ぎてその辺はピンとこないのか。

「どちらも遠慮しときます」

「リサ……。デフレーでのひと時は、あの時のお前の気持ちは、偽りだったのか？」

　セルゲイは左手の拳こぶしを握り締めて、悲しい顔で私にそう言った。その左手の薬指には、私がデフレーの街の広場で彼に買った、銀色の指輪がはめられていた。

　私はそれを目にした途端、どうしようもなく自分が恥ずかしくなった。私は、神職の頂点にいる大神官に、なんて安っぽい物をプレゼントしたのか。今目の前にいるセルゲイの身辺を飾るのは、大きな貴石がふんだんにはめられた黄金の首飾りや、太い腕輪だった。彼の額に回された黄金の華きゃ奢しゃな鎖には、青く輝く石が幾つもぶら下がっていて、私があげた指輪に乗る石とは、比ぶべくもない。私が買った屋台の指輪との歴然とした落差に、恥じ入るばかりだ。これでは、銀の指輪をもらう時にセルゲイもさぞ困っただろう。

　そう、それはまるでオモチャだ。

　私は堪たまらなくなって、頭を左右に振った。

「だって、セルゲイさんこそが偽りだったというのに」

「兄上、これ以上の無理強じいはおやめ下さい。兄上にはキャロンヌがおりますよ。彼女こそ、大神官の伴侶に相応ふさわしい」

　一瞬耳を疑った。さっきはマドレーヌを推薦していたのに。するとセルゲイが苛いらついた声でアレクシスに言い返した。

「お前こそ、ワイヤー神殿の小娘を呼び寄せたらいいだろう」

「フェリシテのことですか？　あれは愚かな気の迷いでした。リサの涙が私の目を覚まさせたのです。リサほど美しい女はおらぬというのに……！」

　またしても神官達がざわついた。アレクシス様の目は節穴じゃ、と誰かが言い、顔を見合わせて深く頷き合っている。それには同感だが外野に指摘されると腹立たしいものだ。私がひと睨みすると神官達は再びピタリと口を噤つぐみ、貝になった。

「リサ。俺とアレクシスのどちらを選ぶんだ」

「なんでどっちかを選ばなきゃいけないんですか。そんなことできません。究極の選択過ぎますから」

「そうか。それならば、どちらも選ぶ、という手段もあり得るな。どうせ私達は双子なのだから」

「アレクシス様。あんた馬鹿ですか？」

　重婚でも期待しているのか。どうせ双子だと割り切る女がどこにいる。何より本人はそれでいいのだろうか。

「馬鹿、か。確かに私は恋に目が眩くらんだ愚か者やもしれぬ。なんと罵ののしられようと、私はそなたが欲しい」

　目が眩くらむのはこちらの方だった。白磁の肌に金の髪を纏まとう美の生き神に、透けるような瞳で射抜かれながら、欲しい、と真っ直ぐに言われてしまい、私は危うく魂を吸い取られそうになった。

　危ない危ない。私は慌てて視線をアレクシスから引き剝がした。

「私には、セルゲイさんの神力が見えませんでした」

「俺は自分の神力が気取られないように、普段から制御しているからだ。いちいち俺の神力が具現化していたら面倒なことになるからな。──見てみたいか？」

　具現化すると面倒だとはいかなる意味だろうと疑問に思い、私はコクリと頷いた。一体どんな神力だというのか。

　その直後、真紅の炎が部屋を埋め尽くした。真っ赤な炎はドーム型の天井に軽々届く高さがあり、部屋の幅いっぱいに届いていた。この分だと隣の部屋にもはみ出ているかもしれない。一瞬にして火事にでもなったかのような、その炎の大きさと勢いに私は完全に圧倒され、我知らず後ずさっていた。

「全然違う……！」

　私が今まで見てきた神力とは、比較の意味すらなかった。かなり大きかったアレクシスのそれをも、軽く凌しのいでいる。こんなものを具現化していたら、しょっちゅう消防車を呼んでしまいそうだ。これでは制御できなければ、普通に生活できなそうだ。色にも大きさにも問題がある。気の毒なものを背負ったものだ。

　真紅の炎を目まの当あたりにして狼狽うろたえる私を見て、セルゲイは気遣わしげに言った。

「怖がらせてすまない」

「セルゲイさんは本当に大神官様なんですね」

　私はセルゲイが訪問する神殿で長居したがったり、候補者とやたら親しくしていたのを改めて思い出した。結局は、皆彼の嫁候補だったのだ。

　私が信用ならない目でセルゲイを見つめると、彼はまるで捨てられた子犬みたいな、悲しそうな顔をした。

「リサ。俺達は付き合っていたんじゃないのか？　……その、巷ちまたじゃ思いを伝え合った男女が二人で出掛けることを交際と言うんじゃないのか？」

　そんなことを改めて聞いてこないで欲しい。今まで軽い男だと思っていたが、本人の主張する通り、もしかして本当に硬派なのだろうか。大神官という立場を考えれば、或あるいは本人は本気でそのつもりなのかもしれない。単に女性との距離感の取り方が全然分かっていないのかもしれない。

　私とセルゲイが切なく見つめ合っていると、唐突にアレクシスが私を背後から抱きすくめた。アレクシス！とセルゲイが棘とげのある声で咎とがめると、アレクシスは歌うように滑らかな美声で言った。

「兄上のお好きにはさせません。私もリサを愛している。私とリサも浅からぬ仲なのですよ」

　──浅いから。

　ふと顔を上げると神官達が身を乗り出して、さも楽しそうに私達を見ているではないか。無邪気な笑顔に、好奇心がモロ出しになっている。ズレた眼鏡を掛け直して瞬き激しく凝ぎょう視ししている神官もいた。

「リサは俺の嫁候補だぞ」

「兄上。リサは私に」

　アレクシスがそう言った後、私の後頭部に何か柔らかいものが押しつけられた。

　──気のせいだ。気にすまい。

　全力で自分の五感を否定する私に更なる追いうちをかけるべく、私の顎に後ろからアレクシスの手が伸びた。抱きすくめられた格好のまま、斜め後ろ方向を向かされ、耳元に後ろから囁ささやかれた。

「そなただけを一いち途ずに愛すると誓う。兄上のように、そなたに好意を見せながらも他の女に靡なびいたりはせぬ」

「誰が靡いたんだ！」

「イライザとキャロンヌが来た夜、随分と盛り上がってらしたではないか」

「彼女達とは気が合ったから、楽しく宴会を催しただけだ。リサに誤解されかねない言い方はよせ」

「リサは私が大事にいたします」

　焦じれた様子のセルゲイがツカツカと私の前に来ると、私の顎にかかるアレクシスの指を剝がす。それを受けてアレクシスは私を抱き締める腕に一層力を入れた。

　リサを返せ、とセルゲイが私とアレクシスの間に腕を割り入れる。そのまま二人で、私の身体からだを奪い始めた。力強い四本の長い腕によって二つの方向にグイグイ引かれ、バーゲンセールの廉価品になった気分だ。俺のだ、私のだ、と互いに所有権を主張して譲らない。もう、どうしたらいいのか。しまいには私は二人に怒鳴られていた。

「お前はアレクシスより、俺を選ぶだろう？」

「そなたに相応しいのは、この私だ」

「はっきり決めてくれ！」

　──痛いから。

　暑苦しいし恥ずかし過ぎるから。神官達が生き返ったようにイキイキと見ているのが視界の端に見える。主婦がハマる泥沼が売りの昼ドラでも見ているみたいな表か情おをしているではないか。

　……っていうか何より、勝手過ぎるから!!

「ああもう、うるさいっ！」

　私は大きな声を出して両者の腕を振り払い、二人に向き直った。まずセルゲイを睨む。

「あのね、勝手に候補にされたのに、それに従う気なんてないから！　こんな壮大な結婚詐欺に、誰が納得するか！　あんた、私が『やったー、騎士だと思ってた彼氏が大神官だった！　ラッキー☆大神官ゲット！』と喜ぶとでも思ってたわけ!?」

　たじろぐセルゲイを尻目に、今度はアレクシスを睨む。元の世界の英単語を混ぜ過ぎて意味が伝わらなかったかもしれないが、憤慨は伝わったに違いない。

　アレクシスを睨むにはかなりの根気が必要だった。

「あと、あんたも！　よくもワイヤーでは散々顎あごで使ってくれたじゃないの！　だいたいねぇ、自分の顔をよく鏡で観察してから求婚しなさいよ！　その麗うるわし過ぎる顔が私と釣り合っているかよく考えて！」

　私の声が広い室内に反響し、辺りに響き渡る。誰も口を開かないので、余韻だけが部屋を支配する。私は怒りのあまりすっかり上がった息を整えてから続けた。

「私の存在に六年も気づかなかったくせに、展開が急過ぎるのよ！　シンデレラも泣いて逃げるっつーの！」

　私の力いっぱいの抗議にもかかわらず、皆なぜか私ではなく、私の後方に視線を投げていた。誰かいるのか、と急いで振り返るが、誰もいない。神官達をはじめ、セルゲイとアレクシスもどこか間の抜けたような、啞あ然ぜんとした表情で私の後ろを見ていた。

　ややあってから、セルゲイが口を開いた。

「リサ。お前の神力、強くなっているな」

　えっ、と聞き返しながら気づく。彼らは私の具現化された神力を見ているらしい。

　アレクシスがその形の良い眉を寄せて、幾分悔しげに言った。

「私の施ほどこした術がもう、解けかかっている。そなた、なんと末恐ろしい……」

　私が狼狽えながら視線を円卓の神官達に向けると、にわかに彼らの表情に戦せん慄りつが走り、彼らは一斉に頭を両手で庇った。さっきから何のつもりか。私がこの部屋を壊すとでも思っているんだろうか。この神官達とは、一度腹を割って話さねばなるまい。私のことを著しく誤解しているみたいだ。

　セルゲイが控えめな溜め息をついた。

「リサ。今度は俺が封印を施そう。そのままだとあちこち壊して回る羽目になるぞ」

　それは困る。是非封印してもらわないといけない。私は歩く大量破壊兵器ではない。私が歩いた後にはペンペン草一本残らない、とか妙な噂は立てられたくない。

　セルゲイは右手を持ち上げて私の額の前に掲げた。私はセルゲイに面と向かって神力を施されるのは初めてだった。念の為ため確認を取る。

「あの、ちゃんとできるんですか……？　失敗しないで下さいね？」

　するとセルゲイは、俺を誰だと思っているんだ、と眉を寄せた。

「じっとしていてくれ」

　確か破壊的な力を封印するというやつは、結構痛かったはずだ。私は来きたるべき痛みに備えて、目を固く閉じて待った。ややあって、セルゲイの指先がそっと私の額に触れ、二秒ほどですぐに離される。

「まだですか？」

　目を固く瞑つぶったままセルゲイに尋ねると、意外な返事が寄越された。

「終わったよ」

　えっと驚いて目を開ける。

「あれっ？　静電気は？　電流を感じなかったけど……もう終わりなの？　全然痛みがなかったけど」

　するとセルゲイは目を白黒させて言った。

「アレクシスのは痛かったのか？」

「それはもう、首が仰のけ反ぞるくらい。同じ術なんですか、これ？　信じられない……！　やる人によってこんなに違うなんて」

　驚くセルゲイとは対照的に、アレクシスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「リサ、そなた私の傷口に塩を塗りたいのか」

「俺の傍にいれば、リサの不安定な神力が暴走していつ封印が破れても、安心なんだが……。やはりここにとどまる気はないか？」

「……私もう、荷づくりを済ませているんです。今夜は街の宿に泊まります」

「そうか……。俺の子どもじみたこだわりは結局、全てを台無しにしたんだな。俺はどうしても手に入れたいものを、一番傷つけた」

　セルゲイは目を伏せた。

　微かすかに震える吐息を小さく漏らした後、不安そうに揺れる声色で尋ねてきた。

「……でも街に泊まって、明日はどうするつもりなんだ？」

　私は皆の顔を見た。神官達はもう頭を庇うのをやめ、私を神妙な面持ちで見ていた。アレクシスの表情は静かだった。セルゲイは私を食い入るように見つめていた。

　これは決まっていたこと。私は決して方針を覆くつがえすわけではない。ただ、もう収穫祭まで待つつもりはなかった。聖人や聖女に扮ふんした美男美女が王都の目抜き通りを行進する、年に一番盛り上がる祝祭。それはそれで心惹かれるものだったけれど。

　俺は、聖人にはなれない。

　セルゲイはあの時そう言った。それはそうだろう。私も滑こっ稽けいな想像をしたもんだ。セルゲイは収穫祭で大事な役割があり、彼は彼でその場にいなければならないのだ。大神官として。聖人になれるはずがない。

　……私にはこの世界で私を世話し、手を尽くして養ってきてくれた人達がいるのだ。彼らは私を心配して、今も待っていてくれている。

　正直に言えば、私は呆あきれるほど怒っていてもなお、セルゲイと別れ難がたかった。大神官の衣装を身につけ、長く艶つややかな黒髪を垂らすセルゲイは、さっき初めて目の当たりにした時は、私が全然知らない彼を見る気がして遠く感じたが、今は彼だと分かる。着崩した騎士の制服を着て剣をふるっていようが、大神官の緋色と豪ごう奢しゃな飾りを身につけていようが、セルゲイはやはり私の知っているセルゲイだった。

　でも自分の中で、答えを本当は分かっていた。

「明日の朝、駅馬車に乗って家に帰ります。村長達も絶対に心配していますから」

「リサ……どうしても帰るのか？」

　私はコクリと頷いた。

　セルゲイとアレクシスは目に見えて落胆した。

　私は並んで立つ二人に改めて目を向けた。それにしても似ていない兄弟だ。外見も内面も随分違う。美形という一点でしか共通点を感じられない。でもこんな人達は、元いた世界にも、サル村にもいなかった。

　きっと離れても、いつまでもこの二人のことを思い出すだろう。大神殿で過ごした密度の濃い日々と一緒に。たとえ私がはじめから騙されていたのだとしても。

　全部、片づいたのだ。私の大神殿での生活は、日々は、終わったのだ。

　私は膝を折り、大神官付秘書としてではなく、ただのリサとして片膝を床についてお辞儀した。そのまま深く頭こうべを垂れる。

「大神官様、高神官様。お世話になりました。これにて失礼いたします」

　顔を上げるとアレクシスが物言いたげに私を見下ろしていた。セルゲイの顔は青ざめていた。彼は椅子の背もたれに右手を掛け、体重を支えているように見えた。椅子の背を余程キツく握り締めているのか、指先がすっかり白くなっていた。

　私は立ち上がると、さっさと部屋を後にした。

　廊下を早足で歩き出すと、後ろから声がした。

「リサ、頼む。……考え直さぬか？」

　引きとめようと意図するその呼び声に、私は振り返らなかった。幾度かにわたるアレクシスの切ないその呼びかけを私は無視し、ずんずんと大神殿の一般エリアに向かった。

　私の決意は固かった。だが肩に後ろから手が掛けられ、そこでようやく私は後ろを振り返った。

　私のすぐ後ろに立つアレクシスは、駆けてきたのかやや息が上がっていた。私を追いかけてきたのは彼一人で……無意識に私は来た道を目で辿たどり、セルゲイを探してしまった。

　──彼はきっと、まだあの椅子の背を握り締めるようにして立ち尽くしている。そんな気がした。

　まだ呼吸が荒いまま、アレクシスは呟つぶやいた。

「リサ。本当にこのまま帰ってしまうのか？　これが別れになるなど、耐えられぬ」

「村に帰ることは、最初から決めていたんです」

「リサ。サレ村に帰ったら、また……」

「アレクシス様。いつ言おうかとずっと思っていたんですが、私がいた村は、サレ村じゃなくてサル村なんです。今更ですけど」

　虚を衝つかれたようにアレクシスの表情から緊張が抜ける。

「──私はずっと間違えていたのか」

「はい。……でも、それはお互い様ですね」

　急におかしくなって私は笑ってしまった。私だってずっと彼を大神官だと思っていたのだから。

　金茶の双そう眸ぼうはつられて笑うことはなく、寧むしろ不思議そうに私に注がれていた。

「そなたは、本当はそのように屈託なく笑うのだな」

　私ははたと笑いを収めた。

　言われてみればアレクシスの前ではいつだって畏かしこまり過ぎて、馬鹿笑いをしたことなどなかった。

「私も、アレクシス様が爆笑するところを見てみたかったです」

「……私をやはり恨むか？」

　恨む──？　それはいつか、温泉地の神殿で彼から聞いた言葉だった。

　少し考えた後、私は顔を上げた。

「恨んだりしませんよ」

　再びアレクシスにさよならを告げると、背を向けて大神殿の出口へと向かった。彼から別れの言葉は返ってこなかった。

　外は夕暮れの日差しが眩しかった。

　円卓の間での騒動が噓のように、白亜の建物の外は静寂が支配している。その音のなさに、私の過敏になってささくれだっていた心が宥められていく。

「終わった。──帰ろう、終わったんだから」

　確認するようにひとりごち、ようやく胸を撫で下ろした。




　大神殿を出て坂道を下ると、中央神殿の前に出た。アイギル小神官は急に飛び出した私を心配したのか、私が押しつけていった鞄を肩から提さげたまま、中央神殿の前庭で待ってくれていた。

　彼に駆け寄り、礼を言う。心配そうなアイギル小神官は、何があったのか私から聞きたそうにしていたが、私から話すまでは質問してくる気はなさそうだった。私も話したくなかったので、深々と頭を下げると、鞄を引き取ってお別れをした。

　こうして私は大神殿を後にした。










　王都の広場の周辺には大小様々な宿屋がひしめき、寝床探しには苦労しなかった。

　財布と相談しながら街中を歩き、小さくても小こ綺ぎ麗れいそうな宿を探す。

　私が惹かれたのは、ライムグリーンの外壁に白い窓枠を持つ可愛かわいらしい宿だった。入口横に置かれている木製の看板に掲示された素泊まりの値段も、なかなか手頃だった。

　早速チェックインした私は、部屋に入るとクリーム色のカバーが掛かった寝台に大の字になって横たわった。色々なことが一度にあり過ぎて、しばらく動きたくなかった。白い長方形の天井を、ただボンヤリと眺めた。

　どのくらいそうしていただろうか。

　じっとしていても、事態は変わらない。寧ろ時間だけは進んでいく。ある程度無気力な時間を過ごしたら、自分で区切りをつけて活動を開始しなければならない。

　長い溜め息と共に起き上がり、確認する為に声に出す。

「村長達に、お土産を買わなきゃ」

　自分自身に弾みをつけると重い身体に鞭むち打うって、部屋を出た。

　宿屋から広場は近距離にあったので、私はサル村への土産を物色すべく、広場をぶらついた。夕食の買い物をする為か、食材を売る屋台の周辺はたくさんの人出で混雑していた。

　──そういえば王都に来てからというもの、全然自分で料理をしなかったな。

　私はレストランとか、人が作ってくれたものばかりを食べていた。……振り返ればなんだか随分おかしな生活をしていたものだ。

　折角天下の王都にいるのだから、土産はちょっといいお店で買いたかった。

　倹約家の村長達のことだから、お土産も実用性のあるものがいいかもしれない。サル村では手に入らないような、素敵な服か小物にしよう。

　私は適当な店舗に目星をつけると、入っていった。

　いらっしゃいませ、と張りついた笑みを披露してくれる店員に愛あい想そ笑わらいを投げ返すと、私は紳士服を物色し始めた。

　村長とクリス兄さんのことだから、絶対にすぐに汚すに決まっている。スープとか色の濃い果物の汁とか、しょっちゅう零こぼすのだ。だから万一シミになっても目立たないように、色は暗めがいいだろう。クリス兄さんは村長より身長が高いから、少し大きいサイズを買わないといけない。

　──これなんか似合いそう。

　私は幾何学模様のついたグレーのシャツを手に取り、自分の前に広げてじっくり吟味した。

　黒髪と青い目をした、不敵な笑みにも似合いそう……？　そんな想像をしてしまった。

　──違う。

　これは彼に買うものではない。村長とクリス兄さんへのお土産なんだから。

　一生懸命村長がこれを着る姿を思い浮かべようとするのに、どうにも上う手まくいかない。気がつくと私は心の中で、黒髪の騎士の姿を追っていた。

　──騙されていたのに、私も未練がましいな。

　明日王都を発たつことを考えると、痛みに近いものが胸中を襲う。

　──服はやめよう。サイズがはっきりしないし。

　村長達に王都のお土産を選ぶのを、あれだけ楽しみにしていたのに。それなのに今、お店を回るのがなんだか楽しくない。

　あれほど帰りたかった村に帰れるんだ、もう安心していいんだから、と自分自身に何度も強く言い聞かせた。

　──クリス兄さんが、お土産を見て大喜びする顔を想像して。お土産なんていらないのに、リサの無事が一番の土産なんだから、とか多分言ってくれながら……。

　けれど脳裏には、悲しい顔で私を見る緋色の神官服を着たセルゲイの姿が蘇る。

　胸が軋きしむように痛んだ。

　明日、サル村に向けて出発したら、おそらく二度とセルゲイに会うことはないだろう。

　時が流れるに従い、そのうちセルゲイも私のことなんて忘れてしまうに違いない──、そう思うと辛つらかった。

　やがてセルゲイは、候補者の中から素敵な女性を選ぶのだろう。美男美女で、周囲も手放しで祝福するような。

　私でない誰かが笑顔で彼と並び立ち、これからの日々を過ごすのだと思うのは、とても苦痛だった。王都を出て行くと自分で決めたのに、情けない。

　もう終わったんだ、過ぎたことなんだと心の中で何度も繰り返した。私とセルゲイは、所詮身分違いも甚はなはだしかったのだ、と。

「お土産を選ばなきゃ」

　言い聞かせるように呟き顔を上げると、陳列棚には光沢が美しい、いかにも高級そうなベルトが並べられていた。私は村長達がいつも、手て垢あかのついた布製のベルトをしていたことを思い出し、結局革のベルトを購入することにした。

　何店舗か梯はし子ごをし、奥さんへの化粧品や村の人達に配れそうなお菓子を買うと、結構な荷物になった。

　重たくて仕方がない。早く宿に帰ろう。

　両手に紙袋を持ち、疲労から軽く前のめりになりながら広場を歩く。

　買い物をしているうちに外はすっかり暗くなっていた。夕食をどこかで取らなければ、と私はにわかに焦あせった。

　とりあえずこの大量の土産を宿屋に置きに戻らねばならない。私は紙袋を抱えて広場を歩いた。

「重そうだな。持つよ」

　聞き慣れた声がして弾はじかれたように振り返ると、セルゲイがいた。

　彼は神官服でも騎士の服でもなく、珍しくかっちりとした私服を着ていた。シャツはおろしたてのように真っ白で、首には一寸ちょっとの乱れもなく丁寧にクラバットが巻かれている。

　ボタンを開け過ぎていないセルゲイを、初めて見た気がする。

　イメチェンでも図っているつもりだろうか。

　長い黒髪は後ろの高い位置で一つにまとめられていた。

　彼の身を今飾るのは、私があげた銀の指輪だけだった。そんなセルゲイをこうして広場の喧けん騒そうの中で見ると、とても大神官には見えない。大陸一大きいこの国の信仰と崇すう拝はいの対象である絶対的な宗教指導者というより、彼は私にとって、やはり単なるセルゲイだった。

　どうしてここに、と聞こうとして思い出した。私はアレンにセルゲイへの伝言を頼んでいたのだった。七時に広場で待っていると……。あの後の衝撃ですっかり忘れていた。

「リサ……。もう、来てくれないかと思っていた」

　いやいや、そのつもりだったんだけど、っていうかたまたま通りすがっただけなんだけど……。

　セルゲイは心底安堵した様子だったので、私は黙っていてあげることにした。代わりに、抱えていた両手いっぱいの荷物をここぞとばかりに彼に押しつける。こちらの世界の紙袋は持ち手がないので、持ちにくいのだ。基本的に、古紙回収で新聞を詰めるみたいな紙袋しかない。なぜ持ち手をつけるという単純で目的明朗な発想が起こらないのか不思議だ。

　セルゲイは突然渡された嵩かさ張ばる紙袋の束を、取り落としそうになりながらもなんとか持ってくれた。

「抜け出して来て大丈夫なんですか？」

　今日長旅から帰って来たばかりなんだから、仕事が溜まっているんじゃないだろうか。まあ、帰ったその日のうちに仕事に戻るのも大変そうだけど。

「一時間くらいならいいと皆に言われた」

　皆って誰だ。

　さしずめ、あの円卓にいた、妙に私を怖がっている爺じいさん達だろう。

「宿は近いのか？　これを宿に置いたら、……何か……夕食を一緒に取らないか？　エデュなんかじゃなく、ちゃんとしたものを食べよう」

　なぜ私がエデュを食べようとしていたことが、分かったんだろう。まさか大神官の神力はそんなことまで見通せるのだろうか。

　一人でレストランに入るのは気が引けるが、エデュなら屋台でも買える。その上、パンの中には野菜がたくさん入っているので、栄養バランスもなかなかのはずなのだ。

　私達は宿屋までの道程を二人で黙って歩いた。

　こじんまりした宿屋の白い扉を開け、木の香りがする短い中廊下を歩く。私がチェックインした小さな部屋に入ると、セルゲイは入口で一瞬足を止めた。あまりの狭さに驚いたのだろう。

　小さな部屋には寝台と木の椅子が一脚置かれているだけで、尚なお且かつそれだけで部屋の中はいっぱいだった。

　セルゲイは運んでくれた買い物を寝台の上にのせた。私達はそのまま何をするでもなく、視線を交わし合った。

　互いに見つめ合った後、セルゲイが私を急に抱き寄せた。彼の硬く広い胸に顔がドスンとぶつかる。間を置かずに彼の腕が背中に回されたのを感じる。

　セルゲイからは甘い上品な香りがした。そういえば、旅の間も至近距離にいた時、時折セルゲイからはこの香りがしていた。甘く、けれどどこか大人っぽい野生的な香り……。なんだかこの香りを、どこかで、別の機会に嗅いだことがある気がする。私はパチパチと瞬きをして記憶を手繰り寄せた。

　一体、いつだろう？

　……ああ、と思わず吐息が漏れた。

　これはお香の香りだ。かつてキム先生の講義で教わった、大神官の為だけに使われる、高価なお香の。なぜずっと気がつかなかったんだ！

　セルゲイが大神官だと気づけるヒントはこんな近くに転がっていたのに。

「離したくない。離したくないんだ」

　セルゲイが私をかき抱きながら、熱に浮かされたように繰り返す。そうして彼は私の額から頰に唇を滑らせると、唇と唇を重ねた。

　──私ったらバカだ。

　なんだって別れたばかりの元カレを部屋にあげるみたいな真似をしてしまったんだろう。

　こんなのは良くない、と頭の片隅では分かっているのに、セルゲイを払いのける気が全然起こらない。そんな未練がましい自分に呆れてしまう。

　──いや、違う。未練がましい、とかじゃない。そんなんじゃなく、私はまだハッキリと彼のことが好きなんだ……。

　重ねられた唇の隙間から、セルゲイの舌が侵入してきても、私は抵抗できなかった。正確に言えば、拒絶する気が僅かも起こらず、……それどころか喜びさえ感じている自分がいた。

　そのままセルゲイは私を抱え上げて寝台の上に下ろした。背中に柔らかいベッドカバーを感じ、はっと顔を逸そらした私の頭を、再びセルゲイは上向かせ、素早く私を組み敷くと離れた唇を押しつけてきた。私の反応を確認するように覗き込んでくるセルゲイに、非難がましい声を上げる。

「どうして騙したの？　……狡ずるいよ、狡い！」

「リサ……。許してくれ。頼む。いや、許してくれなくたっていい。傍にいてくれ。俺は自分が作った産うぶ声ごえの聖地を埋める手伝いを、リサにしか頼みたくないんだ」

　──産声の聖地？

　ああ、そうか。王都の川下りで見たあのクレーターは、つまりはセルゲイが誕生時に作ったものだったのか。そしてそれを埋めるのは、次代の大神官となる赤子が生まれた後なのだっけ。

「どんなに嫌われても、お前しかいない」

　切ないその声色と眼差しに誘われるように、手を伸ばしてセルゲイの黒髪に指先で触れてしまう。

「自分で自分が嫌だ……私、まだセルゲイさんが好き」

　我慢できずに口をついて出てしまった告白を受け、セルゲイは一瞬虚を衝かれたように青い双眸を見開いて私を見下ろした。その力強い瞳に、一種憑つかれたような衝動的な光が浮かぶ。

　──あ、まずい。

　予感は的中し、セルゲイが私のワンピースに手を掛け、胸元を留めるボタンを外し始めた。

　思わず身体を捩よじる。その拍子に私の視界に、足元の方に転がる紙袋の束が飛び込んだ。

　──みんなへのお土産！

　急激に現実に引き戻される。

　私は一時の情に流されて、何をしようとしているんだろう。今ここにいるのは、大神官なのだ。

「やっぱりダメ！」

　寝台に手をついて起き上がろうとすると、セルゲイに片手で元の位置に戻され、私の頭は再びベッドカバーの上にボスン、と落ちた。

「セルゲイさん、私は明日帰るんです。こんな形でお別れするのは、ダメです」

　セルゲイを押しのけながら再度上半身を起こすと、彼はピタリと動きを止めてまるで怒っているように眼光鋭く私を見てきた。

「分かっている。……そんなのは俺も嫌なんだ……」

　深く息を吐くと、セルゲイは視線を床に流して呟いた。

「お前にこのまま帰られたら、サル村に巨大な雷でも落としてしまいそうだ」

　私はシャレにならない告白に、目を剝むいた。クレーターを産声で開けられる人間にとっては、雷を落とすことなど朝飯前だろう。

「そ、それは脅迫ですか!?」

「……違う。そんなことをしたらお前にもっと嫌われるじゃないか」

　吐き捨てるように言うと、セルゲイは脱力して私の身体の上に崩れ落ちた。私の平たい胸の上に彼の頭が乗り、青い瞳はゆっくりと閉じられた。

　──重い……。

　セルゲイの重さに閉口したが、彼はそれ以上何もしてこなかったので、私も動かなかった。

　どのくらいそうしていただろうか。

　私は身体の上に広がるセルゲイの長い黒髪をいじりながら、徐々に彼は眠ってしまったのではないかと不安に感じた。

　セルゲイさん、と小さく呼びかけると、彼は頭をゆっくりと私の身体の上から起こした。

「どうしたら……俺は許してもらえる？　言ってくれ。何でもする」

　いつもの自信に溢れた光り輝く海の色の瞳は、すっかり明るさを失い、暗い色を帯びていた。私はチラリと視線を足元の買い物袋に投げてから、努めて冷静な口調で言った。

「セルゲイさんの誠意を見せて欲しい。私がサル村に帰ったら、その後ちゃんと他の候補者の女性達や各地の神殿に説明して、奥方探しの話はきれいに終わらせて、──それでも私に会いたい、と思うのなら私をサル村に迎えに来て。……ニセモノの騎士としてじゃなくて、大神官としてですよ？」

　セルゲイの頰が強こわ張ばった。

　大神官である彼が、この国の地の果てにあるサル村に行くのは、到底不可能なのだろう。しかも彼は自ら先頭きってデフレー神殿の解体を強行したばかりで、これからその再建に取り組まなければならず、今まで以上に忙しくなるのだ。そんなのは私も百も承知だ。だが、それでも敢えて言っているのだ。

　セルゲイが結婚相手との出会いと関係の築き方に普通を求めたならば、私だって同じことを要求しても罰は当たらないはずだ。

「私と結婚したいなら、きちんと私の親に挨拶に来て下さい。私の元いた世界でも、サル村でも、結婚とはそういうものです」

　この場合、私の親とは村長を意味した。

　そんなことは大神官のセルゲイにできるわけがない。私は実現不可能な条件を突きつけて、彼を拒絶しているようなものだった。

「……分かった。じゃあ、俺が迎えに行くまで待っていてくれ。必ず行くよ」

　いや、セルゲイは来られないだろう。私はそう確信していた。だが私は彼の温ぬくもりを身体の上に感じながら、束つかの間ま自分に都合のいい夢を見るのを許した。

　やがて私から身体を離して寝台を下りると、セルゲイは言った。

「夕食を食べに行かないか」




　セルゲイが夕食の為に選んだのは、いかにも高級そうなレストランだった。

　私は食事が運ばれてくるまでの間、内装をせわしなく見渡していた。

　木目調の店内は一つ一つの座席の間隔が広く取られており、贅ぜい沢たくな空間の使い方をしていた。

　給きゅう仕じがテーブルごとに一人ずつつくらしく、テーブルから二メートルほどしか離れていないところにピンと背筋を伸ばしてずっと張りついてくれるので、気が休まらないったらなかった。セルゲイは慣れているのか、チラリとも給仕を見ない。

　セルゲイが注文してくれた前菜が運ばれてくると、私はナイフとフォークを取り、鮮やかな色のサーモンの上に乗る黄色いジュレを口に運び始めた。

　流石さすが大神官の選ぶ店だった。コクがあるのに後味はあっさりとしていて、サラリと口の中で溶けた。

　テーブルの上の銀色の蠟ろう燭そく台に灯ともされた火が、二人の間で揺らめく。私達は静かに食べた。

　言いたいことはたくさんあるはずなのに、何も出てこなかった。私は食べながら向かいに座るセルゲイをただチラチラと眺めていた。セルゲイは実に綺き麗れいな所作で食べていた。彼のことだから、私に観察されているのは気づいているだろうに、何も言ってこなかった。

　私は気がつくと言っていた。

「セルゲイさんとアレクシスさんは、似ていませんね」

「そうだな。俺は父上に、……アレクシスは母上に似ているんだ」

　一旦人ひと懐なつこい瞳を私に向けたセルゲイは、母上、という単語を口にする時にその目を逸らした。私はついアレクシスの顔をした女性の姿を思い浮かべてみた。頭の中のアレクシスにワンピースを着せてみる。

「お母さんは、お綺麗だったんでしょうね」

　──バカなことを言った。

　私は口をついて出た率直な感想を、即座に後悔した。

　セルゲイの表情から感情がサッとかき消え、どこか冷たく張り詰めた空気を感じた。

　きっと母親のことは聞かれたくないのだろう。

　だが後悔と同じくらい、私は彼の両親の話を聞きたかった。候補者の女性達を巻き込んだ、一大詐欺の大きな要因がそこにある気がしたからだ。最大の被害者としては、是非とも知りたかった。

　それに、私を大切だと思う気持ちがあるなら、隠さずに教えて欲しい。

　セルゲイは軽く左手を上げて給仕を呼ぶと、彼を遠くに下がらせた。

「俺は母上の顔を覚えていない。だがそうだな、母上は裕福な貴族の出で、当時の社交界では有名な美人だったらしい。神力に恵まれていたから、神殿に入れてハクをつけてから何ど処こかの貴族に嫁がせようという親の軽い考えで神殿に入ったんだ。だがめきめき出世して、気がつけば大神官の嫁候補になっていた。結婚が正式に決まると、名誉なことだと一族をあげて喜んだらしいが……蓋ふたを開けてみれば、母上は奔ほん放ぽうな性格で、厳格な父上とは合わなかったらしい。二人は俺達が生まれるまでは……大神殿近くの屋敷に住んでいたんだが、……」

　その屋敷とはおそらく私が消し去った白い瀟洒な館のことだろう。言葉を濁すセルゲイの妙な気遣いがかえってこそばゆい。

「母上は王都に知り合いもいなかった。夜しか帰宅しない父上とはどんどん不仲になり、寂しさからか、旅にばかり出るようになったんだ。父上は父上で悪かった。母上に子どもができると、仕事にかまけて殆ほとんど帰らなかったそうだから」

「そうだったんですか……」

　陳腐な相あい槌づちしか出せない。

　だが私は悪者だとなぜか決めつけていた彼の母親に、若干同情を覚えた。

「修復を試みた父上が無理矢理大神殿に母上と俺達を移したんだが、貴族の女らしく、子育てする気もなかったらしい。母上は出て行った。母上はどんなに説得しても戻ろうとせず、血相を変えた実家の両親が母上によく似た妹を差し出してきたらしい。馬鹿馬鹿しくて笑えるだろ？」

　セルゲイは口の端を歪めて笑った。その投げやりな笑い方に私がつられて笑うことはなかった。

「更に愚かしいことに、父上はその提案をのんだ」

　私はあまりの展開に驚いてしまい、取ろうとしていたワイングラスを目測を誤って倒してしまった。テーブルクロスの上に倒れたグラスは割れなかったが、中身のワインは華麗に飛び、一部はセルゲイのシャツに見事にかかった。

　ああ、よかった。赤ワインじゃなくて。

　事態を離れたところから目撃していた給仕が、ナプキンの出番だとばかりにこちらに駆け寄ろうと動きかけたのを、セルゲイは振り返りもせずに片手で制止した。

　大神官の視野は後ろにも広がっているのか。

　セルゲイは膝の上のナプキンで、自分の胸元とテーブルを拭いた。

「別に父上が義理の妹に一ひと目め惚ぼれしたわけじゃないぞ？　断れない状況になっていたんだ。大神官のもとから逃げた娘のせいで、母上の一族は家が取り潰されそうな事態にまでなっていた。世間から見れば、母上は絶対的な悪者だった。混乱を収拾する為に叔母上は大神殿に来たんだ。叔母上は俺達の乳母みたいなものだった。俺達が四歳の頃、世間が静かになったのを見計らって、父上は叔母上を実家に帰した。……俺達はそれはそれで悲しかった」

　そこまで聞くと、極上の料理も喉を通らなくなった。大神官と離婚するのは、そんなに大変なのか。一族が袋ふくろ叩だたきにあうらしい。

　その大神官の求婚から逃亡しようとしている私は、大丈夫なんだろうか。

　サル村は元々潰れているみたいな村だから、心配ご無用だろうか。

「……お母さんにはその後、会っていないんですか？」

「前に言ったが、俺は優秀な大神殿騎士を代々排出するアレンの家に預けられてね。五歳から、十三歳の誕生日までいたんだ。ちゃんとした修業を積む為に大神殿に戻る少し前に、俺は母上にこっそり会いに行った。母上は俺の顔を見ると、父上の名を叫んで逃げ出してしまった。俺が余程父上に似ていたのか、それとも息子の名を忘れたのか」

　セルゲイは遠い目をしていた。

　その目からは表情が窺えず、彼がどう感じたのかは私には分からなかった。

　まあ、ろくでもない母親だったよ、と吐き捨てるとセルゲイは手を上げて給仕を呼び戻した。




　食事を食べ終わり、店を出る頃にはかなり時間が経たっていた。

　セルゲイは宿の入口まで見送りに来ると、私に紫色の布にくるまれた塊を差し出した。一瞬私はまたおにぎりをくれたのかと思ったが、手に取ると紙の束のような感触だった。

「アイギルからリサに宛てられていた手紙だ。留め置いてすまなかった。今更かもしれないが」

　私はコクリと頷いた。

「明日は何時の駅馬車で発たつんだ？」

「朝一の便で出ます。……一人で発たちたいので、見送りには来ないで下さいね」

「分かった。気をつけて帰ってくれ。……必ず、迎えに行くから待っていてくれ」

「……皆さんによろしくお願いします。さようなら」

　私はセルゲイに背を向けて宿の中に入った。

　宿に戻ると、セルゲイから受け取った布の包みを開けた。几き帳ちょう面めんな字体で私の宛名が書かれた手紙が紐ひもで束ねられていた。その束を手に取ると、その下に更に封筒があった。

　困った時は使ってくれ

　そう書かれた封筒を開けると、中にはお札がギッシリと詰められていた。










　一人で旅をするのは、誰かと一緒に行動するよりも気楽だった。次の目的地までは何時の便で行こうか、とか何を食べてどこに泊まるかも自由に決められるのだから。

　しかし、王都からサル村への旅を始めて数日で私は一人旅に音を上げ始めた。話し相手がいないので、あまりに退屈なのだ。ただでさえ馬車に長時間揺られるだけなのだから、これはきつかった。

　行きはアイギル小神官が全てまかなってくれたので気づかなかったが、長距離移動の旅は非常にお金がかかった。食事や移動費はもとより、宿泊代が最も高くついた。女の一人旅なので治安の悪そうな地区や、安全面が心配な安宿には泊まれなかった。

　そんな理由もあり、私は行きと同様になるべく旅程を急いだ。

　資金面ではセルゲイの餞せん別べつのお陰で困ることはなかったので、ある意味長い観光をしているような贅沢な時間だとも言えた。日本で言えばバスのような役割を果たす駅馬車は、時に乗り合いだったり、時に一人きりだった。

　考える時間はたっぷりあった。

　旅の前半は王都で過ごした日々をあれこれ思い出した。王都からどんどん離れ、街の規模が小さくなり、森や草原、田畑といった地域が目立ってくると次第に私はサル村について考える時間が増えた。

　私は村の収穫祭には間に合いたい、と思っていたが、馬車の乗り継ぎが上手くいかなかったり、途中で風邪を引いたりした為に、旅の途中でその日を迎えてしまった。

　サル村まであと一週間ほどだった。

　サル村の祭には間に合わなかったものの、ケーゼンという街に滞在中に収穫祭に出くわした。村によって収穫祭が開催される日はズレがあるものの、盛り上がり方は似ていた。ケーゼンはサル村から一番近い大きな街で、話にはよく聞いていたが、実際に来るのは初めてだった。ケーゼンと言えば、サル村の若者には大都会で、憧れの場所だった。

「でも……王都から来てみれば、なんて小さな街だろう」

　こうして地方の街を見ると、今までとの感覚の違いに驚くばかりだった。

　私がケーゼンに到着したのは夕方で、丁度祭が盛り上がり始める時間だった。既に通りには屋台がたくさん出ていて、街は年に一度の祭を楽しむ人々でごった返していた。

　収穫祭には街ごとに異なる風習があり、それがケーゼンの習わしなのか、多くの人々が白い花で作った花冠を頭にのせていた。老ろう若にゃく男なん女にょ問わずその花冠を被かぶっているのが、よそから来た私にはおかしかった。

　祭の間、私は幾つかの屋台で食べ物を買い、簡単な夕食代わりに食べた。ケーゼンの収穫祭のハイライトは、神官のような白い衣装を着た子ども達が沿道を行進しながら、豊ほう穣じょうの歌を歌うことだった。私は愛らしい子ども達の姿を人垣の外からぼんやり眺めながら夜を過ごした。

　サル村が近づくにつれ、車窓から見えるのは見慣れた景色へと変わった。荒い大地と低木が続いたかと思うと、石垣に囲まれた畑が現れ、その中にぽつんぽつんと木々が立っている。

　近くの村の子ども達だろうか。

　腰ほどまで高さがある草の茂る草原の中を、数人の子ども達がぴょんぴょんと跳ねるように走っていた。フワフワとした髪の毛が風に靡き、まるで妖精みたいだ。




　ケーゼンからサル村までは駅馬車が出ていないので、翌日から私は貸馬車屋にお金を払って村や街の間を進んだ。

　やがて私は身体を強張らせた。

　砂利の小道の先に、木立と畑を仕切る石垣が見えてくる。私がこの世界に迷い込んだ時に座っていた石垣である。当時はどうにか日本に戻ろうとして、何度もあの石垣の上に座ったものだ。

　物思いに耽ふけっているうちに、私はついにサル村に到着した。

　ここまで長かった。私が王都を出発してから、二ヶ月半近く経っていた。

　馬車を村長の家の近くにとめてもらうと、私は興奮に胸高鳴らせながら、住み慣れた家を目指して走った。肩から掛けた大きな鞄が滑り落ちたが構わず、それを引きずって走る。

　丁度昼時だから、みんな畑仕事を中断して家で昼食を食べているはずだ……！

　相変わらず施せ錠じょうされていない玄関から中に飛び込み、そのまま居間へ駆け込む。

　予想通り村長と奥さん、クリス兄さんはテーブルを囲んで食事の最中だった。驚いて時を同じくして私に向けられた三人の顔は、一瞬の後に更なる驚愕を表した。

「リサ！　リサだ!!」

「今帰ったの？　どうやって!?」

　彼らは一斉に口を開きながら、食事を放り出して私に突進してきた。

　三人とも私の顔をよく見ようと覗き込んでから、奥さんとクリス兄さんが抱きついてきた。村長は神に感謝するかのように、両手を組んで天を仰いでいた。
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「心配していたんだよ。なかなか帰って来ないから！」

　奥さんに座らされると、私は荷物を解ほどいて三人へのお土産を配り始めた。

　みんなは珍しい王都の食べ物や質の良い品々に目を輝かせ、大層嬉しそうに受け取ってくれた。

　ひとしきり土産配りが終わると、三人は真面目な顔つきになって私を見た。

「さて、そろそろ聞かせてもらおうか。一体どうしていたんだい？　今お茶を淹いれるからね。ゆっくり教えて頂戴」

　奥さんはそう言うと台所に向かって、湯を沸かし始めた。

　みんなで席に着くと、私はサル村を出てからの出来事を順を追って話し始めた。

「リサに本当にそんな大きな神力が？」

「大神殿だって!?」

「大神官様のお付きの秘書!?」

　私が王都から村長に出した手紙は、案の上届いていなかった。王都に着いてからの展開に逐一驚嘆の声を上げていた彼らだったが、話が進むにつれ、あまりの驚きに返す言葉もなくなったらしく、話の半ばほどからはただただ、目と口をあんぐりと開けたまま、相槌を打っていた。

　私は迷った挙句、大神官と高神官に求婚されたことは内緒にしておいた。サル村からすれば王都ですら異世界みたいな場所なのだ。求婚されたなどと話したら、虚言癖がついたか妄想に取り憑かれたと心配させかねない。

　私が話し終わると、村長とクリスは感慨深く言った。

「ワシの可愛かわいいリサが、大神官様のお屋敷を壊したなんて信じ難いが……よくお許しを頂いて帰って来てくれた」

「俺はもしや、都の居心地があまりにも良くて、もう村になんて帰る気がなくなったんじゃないかと、思っていたよ……」










　私がサル村に戻ってからの数日間は、小さな村を大騒ぎにした。

　ひっきりなしに村人達が家に押しかけてきては、私の話を聞きたがった。私はどこへ出掛けても注目の的になった。

　そんな状況が落ち着いたのは一週間ほど経過した頃で、時が経つにつれて村のみんなも私自身も、落ち着きを取り戻すようになった。

　私には村長の小さな雑貨屋の店番をする静かな日常が戻った。日中はあまり客の来ない店内の掃除や、たいして売れない箒ほうきや鍋を拭いたり、唯一品薄になりやすい固形石せっ鹼けんを補充したりして過ごす。

　それは実に退屈で、けれど平和な日常だった。

　サル村に帰って来てから日々が過ぎるのにつれて、遠い王都での出来事が、まるで夢でも見ていたのではないかと感じる瞬間さえあった。王都はそれくらい、今いる場所から遠かった。




　夕暮れ時になると私は店を閉めて、歩いて二十分ほどの距離にある村長の家に帰る。

　畑の中にポツンポツンと石造りの小さな家が建つ村の夕焼け色の道を歩いていると、かつて隣を歩いていた騎士のことが私の記憶に蘇る。特に意識せずに、私は胸元のネックレスに触れた。そこにはセルゲイから貰った銀の指輪が、細い銀色の卑金属製の鎖に通されてぶら下がっていた。いつまでも指にはめているのはおかしい、と思ったし人にあれこれ詮索されたくなかったから、指からは外していた。

　爽やかな笑顔と大きく温かい手は、ここにはなかった。取り戻した平穏な生活に安らぎを覚える一方で、そうした瞬間に私は心の奥底に喪失感を抱くようになった。心臓が締めつけられる痛みに、いつまで耐えればいいのだろう。これは、いつまで続くのだろう。

　サル村にも神殿はあった。

　だが私は全く宗教には興味がなかったので、今までその小さな神殿には殆ど入ったことがなかった。

　ある時ふと懐なつかしさに駆られ、私は神殿に足を運んでみた。

　サル村の神殿は小さな広間と祈りの間の二間しかなく、専属の神官は隣に建つ自宅に住んでいて、日頃は自宅の方にいることが殆どだった。案の定、私が神殿を訪れた時も無人だった。そこは今まで見てきた神殿と規模はまるで違えど、宗教施設特有の静せい謐ひつな空気感があった。祈りの間の正面には大きな絵画が飾られており、私はその絵を目にした途端、息を吞んだ。

　光が差す山の麓で、緋色の神官服を身に纏った一人の男が、両手を胸の前で組み、何かに耳を傾けていた。以前見た時には全く気づかなかったが、それはおそらく天啓を受ける大神官の先祖の絵だった。

　私はその絵画をいつまでも眺めていた。










　ある日、店を閉めようと準備をしていると、クリス兄さんがやって来た。

　畑仕事の帰りなのか、服は土で汚れていた。クリス兄さんは、一緒に帰ろうと私に言いながら店を閉めるのを手伝ってくれた。店の入口を施錠したのをしっかり確認すると、私はクリス兄さんと連れ立って帰り道を歩き出し、他愛ない会話を始めた。

「今日の夕飯は何だろうね」

「母さんが朝、鶏を焼くとか言ってたぞ」

　私はパリパリに焼けた香ばしい鶏の皮を想像し、ゴクリと喉を鳴らした。

　次は店番中に仕入れた村人のゴシップを披露しようかと思っていると、クリス兄さんが先に口を開いた。

「最近、リサは元気がないな」

　驚いて隣を見上げると、控えめな笑顔と目が合う。

「何か悩みがあるのなら、兄さんに話してくれ。少しは役に立つぞ、多分……」

　私は苦笑しながら答えた。

「何もないよ、クリス兄さん。ただ、平和だなって感じていただけだよ」

「そうか？　それなら、いいんだが」

　冷たい風が私の身体をぶるっと震わせた。

　いつの間にか、冬が近くまで来ていた。

　風に巻き上げられて、茶色い枯れ葉がカサカサと乾いた音を立てながら道の上を転がっていくのを、私はしんみりと眺めた。風流な人間なら、ここで一句と言い出したくなるような晩秋の光景だった。




　その夜私はパジャマ代わりに兄さんから貰ったダブダブのシャツに着替えると、さあ寝よう、と布ふ団とんに潜り込んでから無意識に胸元に手をやった。

　──ない。

　思わず私は自分の胸元に目を向けた。ネックレスにして持ち歩いている指輪がなくなっていた。首回りを両手で確認すると、鎖もなくなっていた。

　大丈夫、着替える時に落としただけだよ、と自分に言い聞かせながら、私は脱いだ服を振ってみたり、寝台の下に潜り込んでいやしないかと目を光らせた。

　だが指輪はどこにもなかった。

　徐々に私は焦り始めた。寝静まった家の中もあちこち捜して回ったが、指輪は見つからなかった。散々捜した後、私はついに諦める他ないと判断した。

　なくし物に暗い気持ちになりながら、寝具に再びくるまる。

　──どうして、どこで落としたんだろう？　鎖が切れたのかな……？

　はあっ、と大きく溜め息をついて寝返りを打つ。店番をしている時は、確かに首からぶら下がっていたはずだ。店の鍵を閉める為に屈んだ時に、胸に指輪が当たったのを覚えているから、あの時まではあった。ではやはり、帰り道に落としたのだろうか？

　そう思うとじっとしていられなかった。

　私は寝台を飛び出しランプを片手に、家の人達に気づかれないようにこっそり家を抜け出ると、店までの夜道を歩いた。

　ランプで砂利の地面を照らしながら、目を皿にして指輪を求める。

　どうか見つかって欲しい、と祈るような気持ちで店までの道を丹念に調べる。

　けれど私の祈りも虚むなしく、指輪は見つからなかった。私は目を手の甲で擦こすった。

　──もう一度捜そう。

　今度は来た道を逆に歩き出した。さっきよりも速度を落とし、見逃さないように気をつけながら。すると途中の砂利道と畑の境界付近に、枯れ葉が集まり小さな山になっている箇所があった。

　その場にしゃがみ込んでランプを地面に置き、両手で枯れ葉を搔かき分けて指輪を捜す。枯れ葉自体が水気を失い硬いので、触っただけでは指輪が隠れているか判断が難しい。夜の闇に目を凝こらし、指輪が交ざっていないか必死に捜した。

　だが残念ながら、指輪はそこにもなかった。

　寄り道もせず帰宅したのだ。もう捜すアテがない。私はもう一度家から店まで歩き、やはりそれが徒労に終わると、最後の望みを託して再び枯れ葉の小山の中に手を入れた。

「ないよ……。なんで～？」

　──どうして、どこにいったの。

　私は最も早はや追い詰められたようになって、枯れ葉を搔き分けていた。

　セルゲイと二人で買った指輪をなくしてしまった。そう思うとどうしようもない焦燥感に襲われ、苦しくなる。今度は夜の闇ではなく、目に溢れる涙で手元が滲にじんで見えなくなる。

　私とセルゲイを繫いでいた唯一のものが、これで失われてしまった。まるで彼との出会いなどなかったようにさえ感じられてしまう。

　喉元から嗚お咽えつがせり上がるのを、もう抑えることができない。

　なぜこんなに悲しいのだろう。心がバラバラになりそうだ。

「もう一度、ちゃんと家の中を捜そう」

　鼻水をすすりながら私は立ち上がろうとした。

「リサ……！　そんな格好で何してるんだ！」

　大きな声に驚いて顔を上げると、道の先からクリス兄さんがランプを持って走って来ていた。

　ダボダボのシャツ一枚で夜道に座り込み、泣いている私はさぞ常軌を逸して見えただろう。何か言い訳をしなければ、と考えているうちに、クリス兄さんは私のもとに辿り着くと、私を子どものように抱え上げた。大柄なクリス兄さんの農作業で鍛え上げられた太く力強い腕が私の膝裏に回され、私はクリス兄さんの腕の上に座る形で支えられた。その直後、クリス兄さんは絞り出すように言った。

「こんなに冷えきって……」

　薄いシャツ越しに伝わるクリス兄さんの体温がとても温かく感じた。私はその温もりに縋すがりつくと、クリス兄さんの厚い胸に顔を埋うずめて咽むせび泣いた。




　家までクリス兄さんが私を連れ戻すと、村長と奥さんがランプを持って玄関に二人並んで立っていた。私が家を出て行ったことは、どうやら気づかれていたらしい。まるで私がこの世界に来たばかりの頃のようだ。あの当時私は度々家を一人で抜け出して石垣に行っては、クリス兄さんか村長に連れ戻されていた。もうあの頃のように十代の女の子ではないのに、恥ずかしい……。

　クリス兄さんは何も言わず私を部屋に戻した。すると間髪容いれずに奥さんが入ってきて、白湯さゆが入ったコップを私にくれる。

　奥さんはそのまま優しい、諭すような声色で話し始めた。

「リサ。女同士の話をしない？　私に、何か話したいことはない？」

　言葉は最初、喉につかえて出てきてくれなかったが、奥さんが私の背中をゆっくりゆっくり撫でてくれると、私の硬くなっていた胸の内は次第に溶かされ、ほぐれていった。

「……私、王都で好きな人ができたの」

　話し始めると、後はセルゲイの話を途切れることなく一気に話した。奥さんは私がとうとうと話す間、ただ静かに時折頷きながら聞いてくれた。




　翌朝目が覚めて居間に行くと、村長が先に朝食を食べ始めていた。

　おはよう、と挨拶をしながら私が席に着くと、村長は軽く咳せき払ばらいをしてから話しかけてきた。

「あー、リサ。昨日、畑の端に落ちとったんじゃが、これ、リサのじゃないか？」

　そう言いながら村長はテーブルの上に小さな紙の包みを置いた。手に取り、開くと中から出てきたのは銀の指輪だった。

「これ……！」

　私が昨夜、散々捜しても見つからなかった指輪がそこにあった。気がつくと奥さんもこちらを見ていた。改めて村長の顔を見れば、濃いクマが目の下にできている。まさか奥さんから話を聞いて、夜中に捜してくれたのだろうか？

　私がそう尋ねると、村長は恥ずかしそうに首を振った。

「たまたま拾っただけじゃ。リサので、よかった。よかったよ」

　私は指輪を握り締めて、村長に何度もお礼を言った。村長はパンを口に詰めながら、モジモジと椅子の上でお尻の位置を直した。








第十一章　冬の訪問









　朝晩の気温がぐっと冷え込むようになり、冬がサル村を訪れた。

　簡素な暖炉しかない店の売り子をするのは、なかなかの苦行だった。

　私はかじかむ指先をこすりながら、ガラガラの商品棚に目をやった。丁度村長が一番近い街まで商品の仕入れに出掛けており、今日帰って来るのを私は今か今かと待ちわびていた。今日新しい商品が店に並ぶことを知っているお得意様の村人達が、フライングで店に買い物に来てしまう度に、がっかりさせてしまうのが申し訳ないのだ。

　もうこれしかないかと客の来ない店内で一人ノリノリで歌を歌っていると、バタンと扉が開いた。

　村長が入口から私の方へ突進して来る。

「お帰りなさい、村長。商品は？」

「ぜ、全部手に入ったわい。外にある。……それよりリサ……」

　商品を早々に取りに行こうとカウンターを出て、外に行こうとする私の腕を村長が摑つかんだ。

　どうしたのだろう。随分緊張した顔をしているではないか。

「街で小耳に挟んだんじゃが、ケーゼンに、大神官様がいらしているらしい」

「えっ……」

「ケーゼンなんかになぜ、大神官様がいらしているのか分からんが、遥はる々ばる王都からいらしたらしい。街中がその話題で持ちきりじゃった！」

　私は窓の外を見た。

　そこからケーゼンが見えるはずもないのに。見れば村長の乗って来た馬車の荷台に、買い付けてきた商品が山と積まれていて、その上に音もなく白い粉が落ちてきていた。

「村長、雪！　雪が降ってきた！」

　私達は初雪に慌てて、商品が濡ぬれないように店の中に運び入れた。

　セルゲイが、ケーゼンに来ている……。

　どうして？　大神官が王都を出ることは滅多にない。まさか本当に私を迎えに来てくれたのだろうか？

　華やかな王都にいるのだから、私のことなんてもう忘れてしまったのではないかと思っていたのに。

　それからの日々はそわそわとして落ち着かなかった。

　人づてに、大神官の一行がケーゼンを出てその隣の村へ向かった、との話を聞いた。

　普段は他の村や街からの情報があまり入ってこないサル村ですら、このイレギュラーな事態に際し皆が敏感になり、数日すると狭いサル村は大神官が辺境地域を訪問している話で持ちきりになった。大神官の滞在地がどんどんサル村に近づいてきているらしいのを知る度に、私の緊張感も高まった。

　──どうしよう……。セルゲイが来る。

　私は彼にまた会える、と思うと舞い上がるような喜びと共に、大神官としてやって来る事態の重さにある種の恐怖を抱き、足がすくんだ。大神官として迎えに来ることで、誠意を見せろと言ったのは私なのに。




　冬の寒さもいよいよ本格的になり、家の中の暖炉の薪まきが爆はぜる。

　ささやかな夕食後、奥さんと台所で皿洗いをしていると、近所の飲み会に参加していた村長が血相を変えて帰宅してきた。予定より随分早いその帰宅に、私と奥さんは顔を見合わせた。

「お開きが早かったのねえ……」

　奥さんを無視して村長は私に駆け寄った。

「大変じゃぞ。隣の村に今夜、大神官様のご一行がいらしたらしい！」

　私と奥さんは、ええっ、と素っ頓狂な声を上げた。

「もう、村中が引っくり返ったみたいな騒ぎらしい。大神官様は村人にも気さくにお声を掛けられて、大層見み目め麗うるわしい方じゃとか。……明日には、もしかするとサル村にいらっしゃるかもしれない！」

　奥さんが濡れた皿を放り出し、私に向き直る。

「リサ。まさか大神官様は……お前を迎えに来たんじゃないだろうね……？」

「リサを迎えに来るって、どうしてだよ？」

　自室に戻っていたはずのクリス兄さんが話に入ってきた。私はセルゲイの話を全部奥さんに打ち明け、奥さんは村長にはかいつまんだ内容を教えていたらしいが、クリス兄さんは何も知らなかった。

　クリス兄さんは奥さんを訝いぶかしげな顔で見た。

「リサは、秘書を解任されたんじゃないのか？　どうして迎えにいらしたりなさるんだ？」

　奥さんは私を気遣わしげにチラリと見てから言った。

「クリス……。大神官様は、リサに求婚なさったそうだよ。いつかお迎えにいらっしゃると約束なさってリサとお別れを……」

「求婚!?　なんだって？　そんな！　リサはまだほんの子どもじゃないか！　……お、俺の可愛かわいいリサをそんなふしだらな目でご覧になったなんて……！」

　奥さんと私は絶句してしまった。

　私はもう子どもではないし、ふしだらって……。

　だが泡を吹く勢いで動転するクリス兄さんが何だか気の毒で、突っ込めない。クリス兄さんは暖炉に向かうと、火に薪をくべる際に使う鉄の棒を摑んで戻って来た。

「……クリス。お前、その棒をどうする気じゃ」

「こ、これでリサを大神官様から守るに決まっているじゃないか！　まさか大神官様ともあろうお方が、幼い子どもを好む嗜し好こうがおありだなんて……」

　クリス兄さんは本気で怒っていた。どうやらクリス兄さんにとって私は永遠に、トリップしてきた頃の、泣きじゃくるだけの、言葉も分からない子どもなのだろう。

　呆あきれ顔がおでクリス兄さんを見る村長達とは対照的に、私はとても切なくなった。

　サル村に来たばかりの頃、村のささやかな広場まで私の手を引いて屋台まで連れて行ってくれたクリス兄さん。──警戒してばかりの私に、笑顔を一生懸命向けて、服やら細々したものを買ってくれた。

　クリス兄さんが子どもの頃に使っていた教科書を二人の間に挟んで、私に毎日根気よく、アリュース王国の字を教えてくれた。──私はクリス兄さんに頭を撫なでられて褒めてもらえるのが、最初こそばゆくて……でも段々それがご褒ほう美びみたいに嬉うれしく感じられてきて……。必死に、勉強した。

　水の汲くみ方。買い物の仕方。村の生活そのもの。

　私はクリス兄さんに手取り足取り、一から全てを教えてもらったのだ。

　そんな火かき棒で、大神官様をどうこうできるわけがないだろう、不敬罪で捕まるぞ、と村長と奥さんはクリス兄さんを宥なだめていたが、クリス兄さんは一向に棒を離さない。

「クリス兄さん」

　私はクリス兄さんに抱きついた。

　私に当たることを恐れたのだろう、クリス兄さんは慌てて棒を放り出した。私はクリス兄さんの太い首筋に両手を回して、そのままギュッと抱き寄せた。

「兄さん、私の為ためにありがとう。でも私はもう、子どもじゃないんだよ？　同い年の村の女の子達は、殆ほとんどもう結婚しているよ」

「リサ……」

「クリス。お前、リサに彼氏ができた時はあんなに喜んどったじゃないか」

「父さん、それと求婚とは別ものだ！　花や果実を森に摘みに行くのと、結婚はワケが違う」

　何を想像したのか、クリス兄さんは急に真っ赤になると、激しく頭を振った。

「ダメだ、ダメだ！　俺の可愛いリサがそんな……」

　私達は現実を受け入れられず、激しく動揺するクリス兄さんにかける言葉を失った。

　──クリス兄さんがシスコンだったなんて……。男兄弟がいなかった私には、新鮮な驚きだった。

　ダイナマイツなキャロンヌ達と仲良くしていたあの大神官には、少なくともロリコン的な趣味はないと確信している。どちらかといえば、自分を名前で呼ぶフェリシテを好んだ、アレクシスの方が怪しいと思う。

　とはいえ、そこから話すとクリス兄さんを余計に混乱させそうなので、やめておくことにした。




　布ふ団とんの中で、丸まって私はあれこれ考えた。明日、セルゲイが来てくれるかもしれない。

　わざわざ遠い王都から、地の果ての辺境地域まで、来てくれているのだ。彼は間違いなく、誠意を見せに来たのだろうし、私を大神殿に連れ戻そうとするだろう。

　でも、私はどうしたらいいのだろう……？

　セルゲイに会いたくて堪たまらなかったし、離れると辛つらかった。けれど、この家の居心地の温かさを思い出し、クリス兄さんの気持ちを知ってしまうと、簡単にセルゲイについていくことはできない。

　しかしながら、この家で死ぬまで世話になることは、私も考えていない。私のやっている店番なんて、ママゴトみたいなものであって、ちゃんとした仕事にはならない。自分で生計を立てるなんて、今のままではまず無理だ。かといってヨボヨボのお婆ばあちゃんになるまで、村長一家の善意に縋すがり続けるわけにはいかない。

　私は不意に、毅き然ぜんと病室の寝台に座っていたキム先生を思い出した。家族を作らなかったという先生の後悔。キム先生は私にはこの世界に根を張って生きるよう、伝えようとしてくれた。なぜだかその言葉が今、非常な重みを持って私の心に響いた。

　さっきクリス兄さんに言った台詞せりふを、私は反はん芻すうした。同い年の村の女の子は殆どもう結婚していた。サル村は小さい。家族を築くことを本気で考えるのならば、私はいずれサル村を出て行かなければならないだろう。

　今がその時なのだろうか？　家族との別れは、遅かれ早かれ決めなくてはならない覚悟だった。




「リサ。まだ起きているかい？」

　遠慮がちにノックされた扉を開けると、私の部屋に村長と奥さんが入ってきた。

　二人は私の寝台に腰掛けると、切り出した。

「もしも大神官様が明日この村にいらしたら、リサはどうしたいんかの……？」

　咄とっ嗟さに答えに詰まってしまう。二人を前にすると、言おうとした言葉が喉の奥に引っかかり、出てこなかった。

「リサ、私達には何の遠慮もいらないよ。……勿もち論ろんクリスにもね。ただ、私達はリサが幸せになってくれればいいんだ」

　私は考えた結果を二人に伝えるのに、勇気を絞り出し、自分を奮い立たせた。

「……私、セル……大神官様と王都に行きたいの」

　二人は一瞬目をお互いに合わせてから、再び私に視線を戻して深く頷いた。

「そう言うんじゃないかと思っていたよ。……リサは、ここに来た時と同じく、突然またいなくなるんじゃないかという気がしていたんだ」

　奥さんは私の手をそっと握った。

「リサにとって大事な人ができて、その人もリサを大事だと言ってくれるなんて、私達も嬉しいよ。リサを任せられる人ができて、安心したよ。……でも、もし王都が嫌になったら、いつでも戻っておいで。ここはリサの家なんだからね」

　二人の温かな気持ちと、確かな愛情が伝わってきて、涙が滲にじんだ。

「ごめんなさい。こんなにお世話になったのに、私……」

「何も謝ることなんてないんだよ。若者は旅立つものさ」

「ありがとう……父さん、母さん」

「わ、ワシをやっと父さんと……！」

　二人は弾はじけるように笑い、その直後に目に涙を溢あふれさせていた。

「兄さんだって、俺だって、嬉しいんだぞ！」

　唐突にクリス兄さんが乱入してきた。

　クリス兄さんは駆けてくると、寝台に座る私を優しく抱き締めてくれた。

「でも、分かってくれ。俺にとってはリサは幾つになっても、頼りない可愛いリサなんだ」

　私を抱き寄せるクリス兄さんごと、母さんが抱きついてきた。更にその母さんを父さんが抱き締める。

　私達はそうして静かに四人で抱き合っていた。




　翌朝、目が覚めると窓の外の異様な明るさに気がつき、私はカーテンを開けた。

　外は雪が積もって一面の銀世界だった。庭の木に雪が白くこんもりと積もり、枝が重たげに垂れている。

　綺き麗れいだな、と眺めていると、枝の上の雪塊がボスッと音を立てて地面に落ちた。

　台所に行くと、母さんが丁度食事の仕度を終えたところで、私は温かいスープを皿に分けて、四人分の朝食を配膳した。私達は揃そろってテーブルにつくと、父さんが焼いたちょっと固めのパンと、母さんが作ったスープを食べ始めた。寒さがこたえる朝に、野菜がたくさん入った温かいスープを飲むと、胃の中だけでなく心の中まで温かくなるようだった。

　納な屋やの壁を修理しようと思っていたのに、雪のせいでできなくなった、とクリス兄さんが愚痴を零こぼすのを三人で聞いていた時だった。

　バタン！　と玄関の扉が開く音が聞こえると、近所に住むおじさんが家の中に駆け込んできた。どうやら相変わらず玄関の鍵がかかっていなかったらしい。平和にスープをすする私達の前で、おじさんはまくしたてた。

「村長！　大変だ！　変な行列が、村に近づいてきて……」

　最後まで聞くことなく父さんは弾かれたように椅子から立ち上がった。そのままおじさんと連れ立って玄関へ走って行く。僅かな間を置いて、私と母さん、クリス兄さんも父さん達の後に続いた。

　外に出ると、たくさんの村人が既に道端に飛び出していて、皆が同じ方向を見つめていた。つられるようにしてそちらに視線を向けた途端、私の心臓が跳ねた。

　一面の銀世界の中を、騎乗した神官達と騎士、馬車の行列がやって来るのが見えた。

　見渡す限りの白銀の世界の中、その行列がサル村に忽こつ然ぜんと現れたような、一種異様な光景だった。

　表に出た村人達は誰一人として口を開かずに、生まれて初めて見るその一行を見つめていた。

　まだ誰にも踏みしだかれない白い雪の大地を切り開きながら、一行は真まっ直すぐにサル村に向けて進んできた。石垣に挟まれた狭い村の小道の幅いっぱいの馬車を数台並べ、その一行はゆっくりと村の中に入ってくる。次々と小さな石造りの家の中から村人が出てきては、沿道に立ち尽くす。

　遠過ぎて目鼻立ちなど分からないのに、先頭にいる騎乗した人物がセルゲイだと私には分かった。緋ひ色いろのマントを羽織った彼はひときわ目立っていたが、背格好だけで私には彼だと分かったのだ。

　セルゲイは警護の為についている大神殿騎士達を引き連れ、堂々と先頭を陣取っていた。

　やがて村の広場まで来ると馬車がとまり、セルゲイをはじめ神官達は馬を下りた。

「リサ……。あの緋色の衣を纏まとったお方は、まさか大神官様か？」

　同じく家の外に出ていた隣人が、一行を指して言った。

　私の肩を、母さんが抱いていた。




　セルゲイ達は私が立つ村長宅目指して歩いて来ていた。

　マントから覗く長い神官服の裾が、積もった雪の表面ギリギリを擦なすり、まるで雪の上を滑っているように見える。沿道に詰めかけていた村人達は膝を折るのも忘れ、ひたすら呆ぼう然ぜんとした様子で私達家族と一行をかわるがわる凝ぎょう視ししていた。

　セルゲイは私と目が合うと、滲むような笑顔を見せた。隣に立つ母さんが、ほぅ、と息を吐くのが聞こえる。

　セルゲイの後ろには久しぶりに見るアレンがいた。

　彼らが家の目の前まで来ると、父さんと母さんはハッと気がついたかのように慌てて膝をついて頭こうべを垂れた。一行の後をついてきていた村人達もさざ波のようにそれに続いて膝をつく。

　セルゲイは私の目の前まで来ると言った。

「リサ。会いたかった。遅くなってすまない」

　そのまま父さんの方に身体からだを向けると、進み出て言った。

「膝が濡ぬれましょう。サル村の村長殿。私は貴方あなたにお礼とお詫わびをする為に、こちらに来ました」

　いまだ首を垂れたままの父さんの腕を摑み、アレンが立ち上がらせた。

「本来、神殿が保護すべきだったリサを保護し、養育して下さり深く感謝します。また、その義務を怠おこたったことを、神殿を統括する者としてお詫びします。申し訳ありませんでした」

　父さんはアレンに支えられるようにしてやっと立てていた。セルゲイの発する言葉にいちいち大袈裟に頷いたり、首を振ったりしていた。

　痛いほどの静けさの後、セルゲイが口を開いた。

「加えてとても大事なお願いが……」

「り、リサのことですね!?　ど、どうぞ、立ち話もなんですから、村役場にお入り下さい！」

　父さんは急にシャキンと起立すると、家の扉を開けた。

　セルゲイは不思議そうに瞬まばたきをしていた。まさか村役場が村長の自宅だとは思い及ばないのだろう。だがすぐに冷静な表情に戻ると、アレンだけを連れて、中に入っていった。

　母さんと私があたふたと飲みかけのスープを片づけているうちに、セルゲイは居間の椅子に腰掛け、父さんに何やら分厚い封筒を差し出した。

「お収め下さい。これは神殿からのお礼です」

　鈍い父さんは最初それが何なのか分からなかったらしく、普通に封筒を受け取って中を覗のぞき、ギャッと叫んでそれを取り落とした。床に落ちた封筒から、大量の札束が飛び出す。その額の多さに、クリス兄さんが目を剝むく。

「こ、こんなもの、受け取れません！　ワシは、リサを売る為に育てたわけじゃありませんので！」

　セルゲイが穏やかな口調で言った。

「これは貴方が当然受け取るべきものです。本来神殿の予算であった、六年分の異界人の保護費ですので、貴方が何と言おうが、我々はこれをお支払いします」

「それも、違います。ワシらは、保護なんてしとらんよ。家族を養ってきただけですわ。家族を養うのに、神殿のお助けは必要ありませんからの」

　するとセルゲイは豪快に笑った。

「リサが、あれほど帰りたがるわけだ……」

　セルゲイは軽く咳せき払ばらいをしてから、真剣な顔つきになり母さんと父さんを見つめた。なぜか二人は頰を赤く染めていた。

「私はリサを妻にしたいと思っています。どうぞ大神殿に連れて行くお許しを……」

「ワシらが決めることでは、ありません。二人が愛し合っているのならば、どうして止められましょうか」

　するとセルゲイは私を見た。

「リサ。返事を聞かせてくれ。俺と一緒に、大神殿に戻ってくれないか？」

　私は首に下げていた銀の指輪を鎖から外すと、セルゲイに渡した。セルゲイの青い双そう眸ぼうが動揺に見開かれ、問うように私を見る。私が指輪を彼に返したのだと思ったのだろう。

「セルゲイさんの手で、もう一度私の指にはめて」

　私はそう言いながら左手を差し出した。

　すると一転して邪気のない美しい笑顔を浮かべたセルゲイに、私は付け加えるように言った。
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「まずは、お付き合いからですよ!?　結婚にはもう少し心の準備というものが……」

「……この訪問が既に国中の話題になっているというのに、いい度胸だ。分かった。すぐにとは言わない。俺の忍耐を試したいのなら受けて立とう」




　村人達が広場に押し寄せ衆人環視の中、私は父さん、母さん、クリス兄さんと神殿の馬車に歩いていった。先に馬車の中へセルゲイが入り、私は両親と最後にもう一度抱き合った。クリス兄さんは私のおデコにキスをしてくれた。

　絶対に王都に会いに来てくれると三人が約束してくれると、私達の間で馬車の扉が閉まった。

　やがて馬車が動きだし、追いかけて走っていた父さんとクリス兄さんの姿が木々に隠れて見えなくなると、私はメソメソと泣き出した。

「リサ。本当にいい人達だったな」

　隣に座るセルゲイが私を抱き寄せ、頭に唇を押し当てた。セルゲイの広い胸に顔を埋うずめると、不思議と気持ちが落ち着いていった。私は彼の腕の中で尋ねた。

「こんなに長い期間大神殿を留守にして、大丈夫なんですか？　まさかまたアレクシスさんが代理を？」

「そうさせようと思ったら、俺がサル村に行く間に代理を務める代わりに、リサを自分に寄越せと本末転倒な提案をされたんで、やめた。だから帰ったら仕事が山積みだぞ」

　アレクシスはまだ私を諦めていないらしい。大神殿に戻ったら、色々と大変そうだ。

「お前から目を離すと、アレクシスが何をしでかすか分からないからな。また大神官付秘書に戻ってくれないか？　当分、共働きでいこう」

　さては仕事が山積みだから、手伝わせる気だな……。

　でも、確かにあの意外と肉食系なアレクシスは油断するととんでもないことを仕掛けてきそうで、セルゲイの傍にいないと怖い。今まで遠巻きにされていた大神殿の人達とも、仕事を通して親しくなれれば嬉しい。

　セルゲイはいつもの悪戯いたずらっぽい瞳を輝かせて言った。

「勿論、子ができるまでだぞ。子ができたら秘書はやめて、安静にしてくれ。……いや、アレクシスはそれくらいで諦めるとは限らないな……」

　セルゲイの忍耐はあまり期待しない方がよさそうだ。それにどんだけ執念深いんだ、アレクシス。

　ちょっと、自分の貞操を守れる自信が揺らいできた。

　車窓に目をやると、石垣が見えた。

　いつか、私が座っていた石垣。

　永遠に憎み続けると思っていた、その場所。

　私はそこから立ち上がり、背を向けて新しい場所へ向かうのだ。

　私の中は前向きな気持ちでいっぱいだった。








最終章　大神官様は求婚中









　数ヶ月ぶりに見る懐なつかしの大神殿は、私の記憶の中にあるものと随分違っていた。

　雪を被かぶっていたからである。

「セルゲイさん、王都って結構な豪雪地帯だったんですね。全然知りませんでした。これ、サル村より積もってますよ」

　銀世界に驚き、馬車の窓に張りつく。

「何言ってる。王都には滅多に雪など積もらないぞ。俺がいない間にこんなに降ったとは。困ったもんだ」

「まさか大神官が不在だと異常気象になるんでしょうかね？」

「ははは」

　なぜ否定しないのだろう。ちょっとコワイ。

　ようやく大神殿の前で馬車がとまると、膝まで積もった雪の上に飛び降りる。

　大神殿の建物からは、蜂の巣をつついたように、次々と神官達が飛び出してきた。

「リサ！　戻って来てくれたのか！」

　嬉き々きとした声を上げながら駆けつけてくれたのは、レストラ高神官だ。

　他の神官達も、遠慮がちながらも笑顔で私を迎えてくれている。

　セルゲイは私の申し訳程度の荷物を肩に掛け、手を繫つないでくれた。

「滑らないように気をつけてくれ。荷物を運び入れよう。──とりあえず俺の部屋でいいかな？」

「よくないです！」

「遠慮する必要はない。大神官の私室は広いぞ？」

「遠慮してません！　前と同じように、職員の部屋を貸して下さい」

「分かった。じゃ、気が変わったらいつでも言ってくれ」

　雪で足元をビショビショにしながら大神殿の正面玄関に辿たどり着くと、そこにもたくさんの職員達が勢せい揃ぞろいしていて、私を見るなり満場の拍手を送ってくれた。

　予想もしない歓迎ぶりが、なんだかとてつもなく恥ずかしい……。

　ここを出て行った時は、挨拶もしないで忽こつ然ぜんと去ったのに。

　廊下に沿って整列する神官の一人が、セルゲイに話しかけた。

「大神官様、本当におめでとうございます！　心よりお喜び申し上げます」

　おめでとう、という言葉に言い知れぬ恐怖を覚える。

「ありがとう。だがリサはとりあえず大神官付秘書に復帰するだけだから、祝いの言葉はもう少し後に取っておいてくれ」

　なんだか皆の中で私達の結婚が、既定路線になっている気がしてならない。




　その夜は、私の歓迎会が開かれた。

　ここに初めて来た時の経緯を思い返せば、噓うそみたいな展開だ。大広間には白いテーブルクロスをかけられた長いテーブルが幾つも並べられ、高位の神官達や職員が集まると、やがて引きも切らずに豪勢な食事が次々と運び込まれてきた。大神殿のコックも、やる時はやるらしい。

　ありがたいけれど、どう考えても一職員の復職を祝う会の規模ではない。

　セルゲイが私のことを皆にどう説明したのかが、気になって仕方ない。

「セルゲイさん、これ……大神殿の人全員が来ていませんか？」

「当たり前だ。俺の未来の花嫁が帰って来てくれたんだから」

　未来の花嫁──？

「皆さんにそう説明されたんですか……？」

「勿もち論ろんだ。問題ないだろう？」

　問題はその未来とやらが、私が想像するよりずっと差し迫っていそうなことだ。

　もう一つ、戻って来てから気になることがあった。

　見慣れた神官や、初めて見る神官。

　一堂に会した彼ら一人一人の顔を眺め、私は首を傾かしげた。あの元偽にせ大神官・アレクシスが見当たらないのだ。

　隣の席で上機嫌な様子で酒をあおるセルゲイに、思わず尋ねる。

「セルゲイさん。あの、アレクシス様はどちらに？」

「ああ、あいつは今丁度出張中で、留守にしているようだ」

「あの方も出張なんて行かれるんですか？」

　色々と想像がつかない。

「滅多にないな。明日には戻るらしい。この雪の被害状況を把握する為ために、王都の四方にある四大神殿を回っているんだ」

　あのアレクシスが直じき々じきに出向くとは。どうやら今王都は雪でかなりの非常事態らしい。

　そんな話はまるでサル村には伝わっていなかった。多分、五年後くらいにやっと広まるのだろう。

　そんな時に大勢の人々に歓待されるのは申し訳なく思ったが、一方で嬉うれしいこともあった。はじめは遠巻きに私を眺め、話しかけてこなかった歳としの近そうな女性職員達も、夜が深まるにつれ、少しずつ打ち解け、大神殿のよもやま話で盛り上がれるようになったのだ。

　やがて歓迎会が終わると、大神官付秘書のズンダという中年の女性が私を部屋まで連れて行ってくれた。

「明日からは少しずつ、私が大神官付秘書の仕事を教えますね」

「はいっ！　よろしくお願いします」

　今までのようなエセ秘書ではなく、本格的な仕事を教わらねば。

　案内されたのは、やや狭いが南向きの日当たりが良さそうな綺き麗れいな部屋だった。

「空き部屋は今一つしかないのです。前に使ってもらった部屋より手狭なのだけれど、ごめんなさいね」

「全然構いません。納なん戸どでもありがたいくらいです」

「何をいうの。貴方あなたは」

　呆あきれ顔がおでズンダが出て行くと、疲れきった身体に鞭むち打うち、軽く荷に解ほどきをしてから、ようやく寝台にダイブした。

　掛かけ布ぶ団とんの上にサル村の村長の奥さん──この世界での私の母さんが手編みしてくれた毛糸のブランケットを乗せると、それを顎あご先さきまで引っ張り上げる。

　それでやっと安心すると、眠りに落ちた。




　翌朝はズンダが扉を叩たたく音で、目が覚めた。

　白いカーテンからは柔らかな朝日が差してはいたものの、まだ早朝と呼べる時刻だった。

「疲れているだろうから、こんなに早くに起こしたくはなかったのだけれど。大神官様が赤の間でお待ちなのです」




　赤の間は、その名の通り赤い絨じゅう毯たんが敷き詰められた部屋だった。

　扉を開けると、部屋の入口近くにセルゲイが立っていて、広い部屋の奥には想定外の人物がいた。

　椅子に座っていて、扉が開くと同時に視線を投げてきたのは、アレクシスだった。異様に神こう々ごうしい美貌は健在だった。まばゆすぎて一瞬幻覚かと思ったほどだ。

　背後に若い男性職員がいて、彼の長いご自慢の黄金の髪を、何やら装飾品を差し込みながら三つ編みに結っている。緊張しているのか、職員の手がぶるぶる震えている。

　アレクシスは立ち上がると、私の方へ歩いてきた。職員が髪を持ったまま、慌てて必死についてくる。

「リサ。戻ってきてくれたのだな。兄上の為だろうと、嬉しい」

「お久しぶりです、アレクシス様」

　アレクシスは青地の高神官服ではなく、随分と装飾のうるさい豪華な衣装を身に纏まとっていた。その出いで立たちにしばらく見み惚とれていると、セルゲイが話しかけてきた。

「長旅で疲れているところを、すまない。実は、急にデカい仕事が入ったんだ。国王からの要望で、中央神殿で気候安定の為の祈き禱とうを執り行うことになった」

「お、王様の要望ですか……」

「ああ。国王と王妃も列席する予定だ」

　国王もこの雪の量に困り果て、ついに宗教の力を借りることにしたらしい。

　セルゲイが留守をしている間に随分仕事が溜たまってしまっただろうに、その上この異常気象が彼を忙しくさせているようだ。

「中央神殿での祈禱は、セルゲイさんが行くんですか？」

「いや、俺は祈禱だの儀式だのは直接関わらないんだ。今回はアレクシスに行ってもらう」

　なるほど、だからアレクシスをこんなに飾り立てているのか。

　髪の支度が終わると、今度は数人がかりで職員が次々と衣装を手にし、アレクシスに着せていった。そうして信じられないほどの重ね着を繰り返し、更に顔と同じ長さはあろうかという冠が被せられた。冠の先には細い鎖が何本も下げられており、動きに合わせて涼やかな音を立てた。

　少し誇らしそうにセルゲイが耳打ちしてきた。

「なかなか見応えあるだろう？　ひときわ格式高い祈禱でしか着用されないものだ」

「はい。アレクシスさんの美貌が更に際きわ立だち過ぎて、時空が歪ゆがんで見えます」

　するとアレクシスはその整った顔を曇らせた。

「そなたそれは賛辞のつもりなのか、それとも酷評しているのか……」

「心臓が痛くなるほど綺麗ですよ！」

「もうよい。黙っておれ」

　この上ない称賛を送った結果、アレクシスは不満顔で席に戻ってしまった。セルゲイが咳せき払ばらいをして話を続ける。

「リサにも頼みたいことがあるんだ。今日の祈禱にお前も同行して欲しい」

　予想外の頼みごとに、動揺を隠せない。だってその祈禱って、国王ご列席ですよね？

「いい機会だから、国王にもリサの顔を見せたい。アレクシスやズンダ達と一緒に中央神殿に行ってくれないか？」

　国王に会うだなんて、全然心の準備ができていない。困惑する私の心情を読んだのか、セルゲイは控えめに笑った。

「アレンも行くから、心配いらない」

　アレンは確か国王の甥おいだった。彼の親戚だと思えば、多少は気が楽かもしれないけど……。

　逡しゅん巡じゅんしている暇はなかった。準備を終えたらしきアレクシスは、壁の時計を見上げて宣言した。

「出発まであと五分だ」

「ええっ！　もう中央神殿に向かわれるんですか？」

　外は寒いから外がい套とうを急いで持ってきた方がいい、などズンダが助言をくれる中、アレクシスは平然と言った。

「リサ、その靴も変えた方がよかろう。──あと四分」




　超特急で身支度を済ませると、私達は中央神殿に向かった。

　アレクシスを筆頭に、十人ほどの神官達と職員、それにズンダと私がいたので、なかなかの人数だった。

　アレクシスが身に着けた衣装は相当な重量で、外に出たら重過ぎて雪に沈むのではと危惧したが、そんな面白い展開は待ち受けていなかった。アレクシスは神力で自分の周囲を除雪しながら、進んだのだ。

　私は除雪車と化したアレクシスの後ろを、手を合わせつつ進んだ。

　中央神殿の祈りの間は広く、まるでそれ自体が小さな神殿のようだった。

　中には木の長椅子が二十ほど並べられ、既に殆ほとんどの席が埋まっていた。壁際には聖歌隊らしき、愛らしい子ども達も並んで立っている。

　先頭の列には中年の男女が座っていた。

「リサ、あの方々が国王陛下と王妃様よ」

　ズンダがそっと囁ささやき、思わず食い入るように見つめてしまう。国王は頭髪も髭ひげも真っ白で、厳格そうな渋い顔立ちをしていた。──国王を目にする日が来ようとは。サル村の村長達に報告するネタが、またできたではないか。

　周囲の人間が国王に深い敬意を払っていることが、席から立ち上がるという一つの行為からだけでも感じられた。国王からは豪華な服だけでなく、全身から自信と誇りが隠しようもなく滲にじみ出ている。

　アレクシスと国王は視線を交わすと、お互いに無言で首を垂れた。それから顔を上げて背筋を伸ばすと、アレクシスは祈りの間の奥に設けられた木製の祭壇の目の前まで歩みを進めた。私と他の神官達も、その歩調に合わせて進み、少し後をついていく。

　祈りの間の中央に細く敷かれた赤い絨毯は、真まっ直すぐに祭壇まで伸び、祭壇の上には天井まで達した長く大きなステンドグラスが輝いていた。アレクシスが一歩一歩踏み出す度に、衣装の長い裾が赤い絨毯を擦すり、静かな祈りの間にその音だけが響く。

　祭壇の目の前まで来ると、アレクシスは止まった。

　アレクシスは両腕をゆっくりと広げ、祭壇に向かって掲げた。

　外から差し込む日の光はステンドグラスを通して、色彩豊かな明かりを祭壇に投げかけており、その前に立つアレクシスはとても幻想的に見えた。色とりどりの背景はそこだけ切り取られて別世界のようにも見え、アレクシスごとそのまま額縁に入れてしまいたいほど美しい。

「全知全能にして、慈悲深き天上の神よ」

　アレクシスは低く柔らかく、けれど明瞭な声で呼びかけた。

「聖水で我らの地上の穢けがれを清め給たまえ」

　アレクシスが前を向いたまま、右手を後ろにスッと差し出した。それを見て私は急いで大神殿から持参した神器を彼に手渡す。中には大神殿の敷しき地ち内にある泉で汲くまれた、聖水が入っている。

　アレクシスは神器の蓋ふたを開けると、聖水を祭壇の真ん中に置かれた石の水盤に流し入れた。コポコポと心地よい音が響き、軽くなった神器を私が受け取る。

「我らに遣わされた白き恵みよ、静まり給え。鎮しずめ給え」

　私は両手に神器を抱えたまま、その赤い絨毯に膝をついてアレクシスの言葉を聞いていた。

　銀色の器は冷たく、少し濡ぬれていた。蓋に彫られた幾何学模様を指先でそっとなぞる。

　アレクシスの美声が朗々と響き渡り、皆がその話に耳を傾ける中、彼の声は私の意識から徐々に遠ざかっていき、私は手の中にある神器に初めて触れた日に、思いを馳はせた。

　そういえば、中庭を探している時に、セルゲイに出会ったんだっけ……。

　顔を上げると聖歌隊の歌が始まり、七色の光の中でアレクシスが私を見下ろしていた。

　全てが完璧で、美しかった。




　祈禱が終わると国王は人が変わったように柔らかい笑顔を見せ、私達のもとへと歩み寄ってくれた。

　いつの間に私の後ろにいたのか、アレンがすかさず隣に立ち、私の背に手を当てる。

「陛下。先日お話ししたリサにございます」

「おお！　そなたが大神官の婚約者か！」

　──婚約者。なんだか代名詞が次々とつけられていく。

　ぎこちなく膝を折る私の肩を、豪快に笑いながら国王はバンバンと叩く。

「いやいや、これで次代の大神官も安泰だな！」

　妙なプレッシャーをかけられているようだ。

「リサ、今度私のお茶会に是非いらして？」

　優しい声で私に語りかけたのは、王妃だ。

　髪や肌の色がアレンとよく似通い、初対面なのにそう思えない。思わず親しみを感じて、私も微笑ほほえみ返してしまう。

「ありがとうございます、王妃様」

「大神官やアレンの話を貴方とたくさんしたいわ！」

　途端に眉をひそめたアレンをよそに、王妃は朗らかに笑った。




　国王一行が退出すると、アレクシスは私が持つ神器を指差した。

「まだ中に聖水が少し残っている。中央神殿の前庭の水盤に、流してくるのだ」

　その辺にバシャっと撒まいたらダメですか？　という言葉を全力で吞のみ込む。そもそもどうしてさっきの儀式で使いきってくれなかったのか。ご無体が過ぎる。顔に不満が表れてしまったのか、アレクシスは付け加えた。

「その後は大神殿に戻って構わぬ」

　するとズンダが話に割り込んできた。

「いいえ、まだ早いわ。リサはもう少しここにいなさい。私と残って祈りの間の後片づけを手伝いましょう」

　アレクシスは途端に怪け訝げんな表情を浮かべた。

「早いとはどういう意味だ？　我々ももう引き上げる」

「今日は一日、リサと中央神殿での仕事を手伝うよう、大神官様より仰おおせつかっております」

「大神官付秘書の職しよく掌しようにそんなものはないであろう」

「アレクシス様はどうぞお先にお戻りを。私はリサと残りますので」

　ズンダがそう言うとアレクシスは承服しかねるといった風情ふぜいで、二人の間に奇妙な空気が流れた。

　沈黙の後、ふとアレクシスがはっと短く息を吸い、私を一いち瞥べつした。

「……そういうことか！」

　──何？　どういうことでしょうか？

「兄上はあれを今日やるおつもりか……！」

「アレクシス様！」

「昨日帰られたばかりだというのに、信じられぬ」

　何の話をしているのか流れが読めず、私は二人をただ見つめる。

　珍しくアレクシスが乱雑な溜め息を一度つくと、天を仰いだ。

「流石さすがと言うべきか……」

　そうしてうんざりしたようにかぶりを振り、なぜか険しい眼まな差ざしをズンダに向けた。

「兄上がリサを私に同行させようなど、おかしいと思ったのだ」

　急に機嫌を損ねたアレクシスを見て、ズンダが狼ろう狽ばいしながらも詫わびる。だがアレクシスは不機嫌そうに言い募った。

「兄上はリサを今日、ご自身から遠ざけたかったのだな。見られたくなかった、と言うべきか」

「それってどういうことです？　私が今日、大神殿にいたらいけなかったんですか？」

　わけが分からずそう尋ねると、アレクシスはややぞんざいな手つきで冠を外し、近くに控えていた職員に預けた。

「兄上はあまりにいい加減で、そして生真面目なのだ。いっそ腹立たしいほどに」

「それは知っていますけど……。あの、今日セルゲイさんが私をここに来させたのは、何か別の理由があったんですか？」

　要領を得ないので少々苛いら立だちながらアレクシスを見上げると、彼は不敵な笑みを浮かべて腕を組んだ。更に私ににじり寄るようにして、大股で数歩近づく。同じ歩数分、私は後ずさる。

「兄上がそなたを本当に愛しているのなら、こういう時こそ傍そばにいるべきなのではないのか？」

　アレクシスが腕を組み、私を壁際に追い込む。彼の髪に絡からませてあった華きゃ奢しゃな飾りが、するりと滑り落ち、彼自身がそれを踏むが、意に介す様子もない。

　アレクシスは硬直する私が抱き締める神器を、私の両手ごとその手で包み込んだ。

「聖水は中央神殿の前庭の水盤にではなく、大神殿の泉の中に戻してくるのだ。よいな？」

　もっと遠くなってしまったではないか。だが私が文句を言う前に、ズンダが嚙かみついた。

「アレクシス様！　困ります！　今は丁度、大神官様が……」

　アレクシスが片手をすっと上げ、ズンダがそれ以上言うのを遮る。彼は私を至近距離で見下ろした状態で、どこか挑いどむような口調で言った。

「兄上がそなたを今日大神殿から外出させる為に、よりによって私を利用したことが許せぬ。──目もく論ろ見み通りに動いて差し上げる必要など、なかろう。リサ、そなたは大神殿に今すぐ戻るのだ」

　すかさずズンダがそれはだめだと主張し、私を引きとめようとする。騒ぎに気づいたのか、アレンがこちらに向かって歩いてくるのが視界の端に映る。

　アレクシスが言い含めるように私の肩に手を置いた。

「兄上は大神殿の泉の傍にいらっしゃるはずだ。そなたは行く資格がある。──これで兄上がそなたを拒絶なさるなら、そなたは私が貰おう」

「でも……どうしてセルゲイさんが私を遠ざけようとしたんです？」

「今日のお姿をそなたに見られたくなかったのだろう。だがそなたも……兄上を本当に想っているのなら、行くべきだ。──私が幼き日に、兄上には絶対に敵かなわぬと心底実感させられたお姿を、見てくるがよい」

　ズンダとアレクシスの指示が対立している。おまけにセルゲイは私を大神殿から体よく追い払い、こっそり何かをしようとしているらしい。

　どうしたらいいのか途方に暮れて、視線でアレンに助けを求めると、彼は窓の外に一度目をやった後、意外なことを言った。

「私も今回ばかりは、アレクシス様のご意見に賛成です」

　ちょっと！　とズンダが抗議の声を上げたが、アレンはそれを無視して続けた。

「セルゲイ様は本当は頼れる手を必要としているのです。行って、差し伸べてあげて下さい。それができるのはリサ様だけです」

　私がぎゅっと神器を胸に抱え込むと、アレクシスは私の次の行動を読んだのか、一歩退いて道をあけた。

「ごめんなさい、大神殿に戻ります！」

　私はそう言い残すと、祈りの間を飛び出した。

　セルゲイは何をしようとしているのだろう？　──いや、これ以上何を隠そうとしているのだろう？

　中央神殿の玄関を出て、アレクシスが道すがら除雪した場所を駆け上り、丘の上の大神殿に戻る。

　勢いそのままに建物の中を抜け、中庭へ出た。

「わっ……！　凄すごい雪！」

　中庭は人通りが少ないせいか、積雪量がぐんと多かった。中庭に通じる階段は、積もった雪で段差が全く見えない。降りようと一歩踏み出すと、速攻踏み外して足を滑らせ、幾度も尻もちをつきながら一番下まで落ちた。尻がジンジンと痛むが、気にしていられない。

　目を凝こらせば降り積もった白い一面の雪の中に、一筋の切り開かれた道が見えた。──セルゲイはここを行ったのだろうか？

　聖水を朝汲くみに行った神官が泉まで通った跡かもしれないが、どちらにせよ腰ほどまである雪を搔かき分けるより、そこを辿たどった方がいい。ザクザクと雪を踏み鳴らしながら、私は先を急いだ。

　神殿の裏へ通り抜け、雪を被ってすっかり白くなった木々の間を進む。

　辺りは雪が音を吸い取ったかと思われるほど静まりかえり、ただ私が雪を踏む音と、空中に一瞬漂ってはたちまち消える息の音だけが聞こえる。

　やがて除雪された道が狭くなり、道を見失うと雪は腰ほどの高さにまで達した。これでは這はうようにして進むしかない。

　聖水の泉には来たことがあったのに、地を、木々さえも埋め尽くす雪のせいで途中から現在地点が分からなくなった。これ以上進むのはやめようかと考えた矢先、私はあっと息を吞んだ。

　セルゲイがいた。

　緋色の神官服を纏ったその姿は、目に痛いほどの白銀の世界の中で大層目立っていた。

　セルゲイは私にまるで気がついていないようだった。

　声を掛けるのを思い留まったのは、セルゲイがあまりに真剣な表情で一点を見つめていたからだ。

　セルゲイは雪原に突き立てられた一本の棒の如ごとくその場で微動だにせず、何かに集中していた。やがて彼はゆっくりと右手を持ち上げ、空に向かって円を描くように腕を回した。

　周囲は全くの静寂の中にあり、かつ風一つ吹いていなかった。

　セルゲイの振り上げた手が少しずつ下ろされ肩と平行になる。その姿勢を保ったまま、彼はぴたりと動きを止めた。腕は横に伸ばされ、その手の平は風を感じようとしているかのように広げられている。あまりに動かないので、彼の周囲だけ時間が止まったようにすら見える。やがて彼は後ろから前へと、空気を撫なでるように腕を前方へ振った。──その時だった。

　私はその瞬間、確かに空気が裂ける音を聞いた。

　突如としてセルゲイが立つ地に黒い裂け目が現れたかと思うと、積もっていた雪が刹せつ那なにして剝がされていき、それはその場からセルゲイを中心にして爆発的な勢いで四方八方へと広がっていった。吹き飛んだ雪はどこかへ落下することもなく、ただ空中にキラキラと輝く小さな光の粒を残しては消えていく。

　まるで目に見えない突風に薙なぎ払われるように、重たく積もっていた白い雪が吹き飛んでいき、雪に隠されていた地面を、木々を、大神殿の建物を露あらわにしていく。そうして大神殿の建つ丘の頂上から怒ど濤とうの勢いで雪は吹き飛ばされていき、その勢いは丘を下りきると今度は麓ふもとの市場へ達した。音もない爆風が市場の雪を破竹の勢いで引き剝がしていき、やがては王都の街全体へと広がっていった。

　王都を分厚く真っ白に隠していた雪は、セルゲイの神力によって押し流されて消失し、眼下に次々と元の色を復活させる。灰色の道路や民家の赤い屋根、白い塔や黒い煙突、緑の畑を。──世界はこんなにも、色鮮やかだったのかと改めて驚かされる。

　それはまるで街の目覚めだった。

　今や丘の上から目に映る王都の隅に至るまで、見渡す限りの雪がなくなっていた。それは時間にして僅か数分の間の出来事だった。

　首を動かして足元を見れば、もう雪はその名残なごりもなく、雪の重みに耐えていた黄緑色の硬い芝が靴の下に見える。

　見上げればまるでごく細かな水晶が煌きらめいて空中を舞うように、辺りが輝いていた。消された雪の残像だろうか。

「なんて、綺麗……！」

　両手を上げて宝石でできた空気に触れようとする。あまりの美しさに、その場でくるりと一周してしまう。無数の光の海に飛び込んだようだ。

　だがその幻想的な光景に束つかの間ま酔よい痴しれていた私の興奮は、すぐに醒さめた。

　セルゲイが、地面にうずくまっていたのだ。

　どうしたのだろう。彼は突っ伏し、まるで祈りでもしているように見えた。驚かさないよう、そっと歩いていく。近くまで行くと、彼の全身が震えていることが分かった。

「セルゲイさん!!」

　金切り声で名を呼び、急いで駆け寄る。

　セルゲイは額を地面に押しつけて膝を折り、両手は力なくだらりと身体の横に垂らされていた。必死に彼の上体を起こし、繰り返し呼びかける。

　ややあって、緩かん慢まんに開かれたその青い目は、やっとのことで焦点が合うと私を見て細められた。

「リサ。どうしてここに……」

「そんなことより、大丈夫ですか!?」

「祈禱は？　──何かあったのか？」

「いいえ。私がただ、ズンダさんの制止を振りきって早く戻ったんです。セルゲイさんが何か隠していると思って……」

　立ち上がれずにいるセルゲイの手を取ると、仰天するほど冷たかった。必死にその手を摩さすり、息を吹きかける。

　脇に腕を入れ、立ち上がる手助けをしようとするも、全く持ち上がらない。セルゲイはまだ小刻みに震えていた。

「寒いんですか？　セルゲイさん！」

「違う。ちょっと神力を一度に使い過ぎて、消耗しているだけだ。──情けないから見せたくなかったんだが」

　情けないなんて、全然そんなことない。

「大きな神力を使う時は、人に見られないようにしているんだ」

　私は手を伸ばして、セルゲイの額と鼻先に付着した泥を拭ぬぐい取った。

「なぜですか？」

「……こんな俺を見たら、頼りなく思えるだろう？」

　その言葉に、ドッと込み上げてくる思いがあった。

「全身全霊をかけているのに、頼りないだなんて誰も思いません！」

「そうか……。ありがとう」

　お礼を言わねばならないのは、こちらだ。彼は皆の為に神力を使ったのだから。セルゲイは、こうしてこの国を守ってきたのだ。けなげにもその辛つらさを誰にも見せまいとして。

「セルゲイさん、何も知らなくてごめんなさい。大丈夫ですか？」

　私が真剣な面持ちで詫びると、彼は卑屈な笑みを見せた。

「ちょっと積もり過ぎて鬱陶しかったから、払っただけだ」

　少し考え込んだ様子を見せてから、セルゲイは私の目を覗き込んだ。

「リサには一番見られたくなかった。──カッコ悪いところを見せたな」

「セルゲイさんはいつだって、今だってカッコイイです。それに、どうして分からないんですか。私にこそちゃんと見せていいんですよ、弱ったところも」

　私はまだ寒そうなセルゲイを温めようと、額と額をくっつけた。そっと離すと、彼は穏やかな微笑を浮かべて、呟つぶやいた。

「そうだな。──お陰で温まったよ」

[image: ]

　私はすっかり一変した辺りの景色を見渡した。

「これでサル村の雪も、一掃されましたかね？」

「……俺はそこまで超人じゃないぞ」

　私がくすくすと笑うと、セルゲイはようやく立ち上がった。さっきまで異様に白かった顔色も、ほんの少し朱がさし始めている。

「中に戻ろう」

　セルゲイの神力の大きさに驚愕して落としてしまった為に、私が持ってきた神器の中の聖水は見事に零こぼれていた。落ち込む私に数メートルほど先にある泉を指差し、セルゲイは言った。

「どうせすぐそこだ。土からしみ込んで、泉に還かえるさ」

「そうですね。天下の大神官様がそう仰おっしゃるなら、間違いないですね」

「落として零したことは、皆には内緒にしとこう」

「仰せのままに」

「戻ったら何か一緒に食べよう。腹が減った」

「仰せのままに！」

「──今すぐ結婚しないか？」

「早いっ!!」

　私達の笑い声が、辺りに響き渡った。

　セルゲイは私の手を取り、互いの手を繫いだ。冷気に晒さらされていたその手は冷たいのに、心の底に響く安心感がそこから流れ込んできて、胸に溢れる。ずっと、この先も繫いでいられることをなぜか確信できる。

　故郷のサル村は遠い。生まれ育った故郷は更に遠い。

　だが、この地で私は彼と、ここからまた始めるのだ。長い長い、人生という私達の物語を。





完　　









あとがき




　こんにちは！　岡おか達だち英え茉まと申します。「大神官様は婚活中」の後編をお届け致しました。

　前巻で大神官の屋敷を壊してしまった主人公、リサのちょっと変わったお仕事の続編です。

　後編ではいよいよ彼女が重大任務を全うします。ハッピーエンドを目指したつもりですが、いかがでしたでしょうか。

　実際にリサのように突然別の世界になど行ってしまったら──と想像をしてみますと、相当強きょう靭じんな精神力の持ち主でなければ参ってしまいそうです。ですが似たようなお話は形が少し違えど、意外と幼児向けの絵本や古典の中にもあったりします。そう思うと面白いですね。

　本書を書き始めたきっかけの一つは、明るく飄々としたヒーローを描きたくなったからでした。

　実はこのヒーローについては、途中で人物像に若干悩んだ部分もありました。作者の周りには、とんと見かけないタイプのキャラクターだったからかもしれません。

　途中までは扱いにやや困り気味だった彼なのですが、最終的には作者自身にはとても可愛く、頼もしく思えるようになり、安堵しております。

　さて、実は私は編集担当様からあとがきの〆切を伝えられると、いつも結構焦ります。

　この瞬間私の脳内には、大海原にちゃぷちゃぷ浮かぶ一艘のたらい舟の映像（妄想）が流れます。あとがきには校正が入らないという、スリリングな感覚。更に目的地や方向含め全体的に超絶フリーダムなこの状態に、一行目から色々と現在地点を見失い、漂流しかけます。

　これまで読んだ本の中で、多くの作者様が「あとがきが悩ましい」と書かれていたのを記憶しています。その気持ちがちょっぴり分かる貴重な経験を頂けて、大変幸運なことだと感じます。

　最後に謝辞を！

　本書のもう一人の親とも言うべき、編集担当様に心からのお礼を申し上げます。編集担当様の存在なしには、本書の世界は作者の中でも完成しておりませんでした。

　本書を手に取って下さった方々。その貴重なお時間を頂戴し、読んで下さった方々にリサの物語を通して、少しでも楽しい時間を提供することがもしできましたなら、これ以上嬉しいことはありません。

　そして今回もイラストから音や熱すら伝わるような、いきいきとしたキャラクターたちを描いて下さった、珠しゆ梨りやすゆき様。とりわけセルゲイが素敵過ぎて、毎回悶絶でした！

　校正様、職場の同僚、家族。そしてネット上でいつも応援して下さる皆様には、どれほど助けられたことでしょうか。本当にありがとうございました。

　いつも盛大な焦りと共に始まるあとがきの執筆ですが、筆を置くこの瞬間は皆様への深い感謝の気持ちと、お力添えを頂ける幸せな気持ちでいっぱいです。

　十二月の寒さも忘れる幸福な余韻に浸りながら、この辺りで失礼致します。





岡達英茉
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